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Ⅰ 調査の実施概要 

１ 調査の目的 

市民の市政についての意見や評価を、意識調査により統計的に把握し、今後の市政を推進する

ための基礎資料とすることを目的に調査を実施した。 

 

２ 調査の設計 

■調査地域：甲賀市全域 

■調査対象：市内在住の 18 歳以上の男女 

■調査標本数：3,000 人 

■調査抽出法：層化二段無作為抽出法（抽出台帳：住民基本台帳、旧町 5 地域別） 

■調査方法：郵送配布・郵送回収、またはインターネットによる回答 

■調査時期：令和６年７月 15 日～７月 31 日 

 

３ 調査票の配布・回収の状況 

■配布数：3,000 件 

■回収件数（率）：1,100 件（36.7％） 

■有効回答数（率）：1,098 件（36.6％） 

うち郵送回収：778 件（70.9％）、インターネット回答 320 件（29.1％） 

 

４ 標本抽出計画と集計にあたっての整理事項 

① 標本抽出計画と集計母数（集計対象数） 

今回の調査では、アンケート調査配布数（標本数）を市内５地域と母集団構成比に応じて配分

した。 

地域別の回収率は甲賀地域が44.8％で最も多く、以下、土山地域が44.3％、信楽地域が39.0％、

甲南地域が 37.9％、水口地域が 31.3％と続いている。 

有効回答の構成比と母集団構成比をみると、有効回答の地域区分は水口地域はポイント差が

あるものの概ね母集団構成比と近い。 
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年代別の回収率は 70 歳以上が 54.4％で最も多く、以下、60 歳代が 49.4％、50 歳代が 35.0％、

40 歳代が 24.2％、30 歳代が 22.9％、20 歳代以下が 15.6％と続いている。 

有効回答の構成比と母集団構成比をみると、有効回答は年齢層が高い構成であることがわかる。 

 

 

② 調査結果の精度 

今回の調査は標本調査のため、本結果から甲賀市の 18 歳以上の人口（母集団）の意識や要望

等を推定することができる。ただし、今回の結果が抽出調査のため、数字の誤差を考慮する必要

がある。そこで、どの程度の誤差があるのかを以下の数式で求めた。 

世論調査では、信頼度 95％（同じ調査を対象を変えて行った場合に、100 回中 95 回は同様の

結果が得られると考えてもよい）の水準を求めることが一般的とされており、これに基づき、今

回の調査における標本測定値の標本誤差を算出した。その結果、標本誤差=2.94％（小数第 3 位

四捨五入）となり、母集団の回答は今回のアンケート調査結果の±2.94％の区間に 95％の確率

で存在すると言える。 

 

n
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96.1

−
×

−

−
±=ε  

ε：標本誤差 ±1.96：信頼度 95％の時の係数 

Ｎ：母集団数（調査時点の甲賀市の 18 歳以上人口：75,032） n:標本数（有効回答数：1,098） 

Ｐ：標本測定値 0.5（50％（0.5）のときに最大となるため 0.5 で計算） 

母集団 母集団構成比 抽出標本数 標本構成比 回収数 構成比 回収率

水口地域 34,218 45.6% 1,357 45.2% 425 38.7% 31.3% 37.4%

土山地域 6,103 8.1% 235 7.8% 104 9.5% 44.3% 38.5%

甲賀地域 8,065 10.7% 339 11.3% 152 13.8% 44.8% 50.5%

甲南地域 17,362 23.1% 700 23.3% 265 24.1% 37.9% 43.0%

信楽地域 9,284 12.4% 369 12.3% 144 13.1% 39.0% 38.9%

不明・無回答 - - - - 8 0.7% - -

合計 75,032 100% 3,000 100% 1,098 100% 36.6% 40.6%

標本抽出計画 有効回答 前回回収率
(令和５年）

母集団 母集団構成比 抽出標本数 標本構成比 回収数 構成比 回収率

20歳代以下 10,800 14.4% 430 14.3% 67 6.1% 15.6% 20.2%

30歳代 9,223 12.3% 376 12.5% 86 7.8% 22.9% 29.5%

40歳代 11,533 15.4% 496 16.5% 120 10.9% 24.2% 31.1%

50歳代 12,046 16.1% 432 14.4% 151 13.8% 35.0% 38.1%

60歳代 11,193 14.9% 451 15.0% 223 20.3% 49.4% 54.7%

70歳以上 20,237 27.0% 815 27.2% 443 40.3% 54.4% 56.6%

不明・無回答 - - - - 8 0.7% - -

合計 75,032 100% 3,000 100% 1,098 100% 36.6% 40.6%

標本抽出計画 有効回答 前回回収率
(令和５年）
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５ 本報告書における集計方法、数値の取り扱いについて 

・ 回答結果は、各項目の不明を含む有効サンプル数に対する百分比(％)で示し、百分比は小数

点第２位を四捨五入して小数点第１位までを表示している。そのため、単数回答(複数の選択

肢から１つの選択肢を選ぶ方式)であっても合計値が 100.0％にならない場合がある。 

・ 複数回答(複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式)の設問の場合、回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して、それぞれの比率を示している。そのため、合計が 100.0％を超える

場合がある。 

・ 図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別

が著しく困難なものである。 

・ 図表中の「N」は集計対象者総数または、回答者限定設問の限定条件に該当者数を示している。 
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Ⅱ 回答者の属性 

① 性別 

≪問１≫ あなたの性別を教えてください。（○は１つ） 

 

性別は、「男」が 45.4％、「女」が 51.9％、「答えたくない」が 1.2％となっている。 

 

 

 

② 年齢 

≪問２≫ あなたの年齢は、７月 1 日現在でおいくつですか。（○は１つ） 

 

年齢は、「75 歳以上」が 26.7％で最も多くなっており、以下、「70～74 歳」が 13.7％、「65～

69 歳」が 11.7％と続いている。 

 

 

  

45.4 51.9 

1.2 

1.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

■性別（単数回答）

男 女 答えたくない 不明・無回答

0.8

2.8

2.5

4.5

3.4

4.2

6.7 7.5 6.3 8.7 11.7 13.7 26.7 0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

■年齢（単数回答）

18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳

65～69歳 70～74歳 75歳以上 不明・無回答
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③ 居住地域 

≪問３≫ あなたのお住まいの地域はどちらですか。（○は１つ） 

 

居住地域は、「水口地域」が 38.7％で最も多くなっており、以下、「甲南地域」が 24.1％、「甲

賀地域」が 13.8％、「信楽地域」が 13.1％、「土山地域」が 9.5％と続いている。 

 

  

38.7 9.5 13.8 24.1 13.1 0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

■居住地域（単数回答）

水口地域 土山地域 甲賀地域 甲南地域 信楽地域 不明・無回答
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④ 甲賀市の居住歴 

≪問４≫ あなたは、いつから甲賀市にお住まいですか。（○は１つ） 

＜問４-１＞ 問４で「甲賀市で生まれて、市外に転出後、再び転入した」または「市外で生ま

れて甲賀市に転入した」と回答された方におたずねします。 

転入後、何年ぐらい甲賀市にお住まいですか。（○は１つ） 

 

甲賀市の居住歴は、「市外で生まれて甲賀市に転入した」が 43.5％で最も多くなっており、以

下、「生まれてからずっと甲賀市に住んでいる」が 42.7％、「甲賀市で生まれて、市外に転出後、

再び転入した」が 12.4％と続いている。 

 
 

 

転入後の居住年数は、「10 年以上」が 83.7％で最も多くなっており、以下、「３年～10 年未満」

が 8.5％、「３年未満」が 6.4％と続いている。 

 
  

42.7 12.4 43.5 1.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

■甲賀市の居住歴（単数回答）

生まれてからずっと甲賀市に住んでいる

甲賀市で生まれて、市外に転出後、再び転入した

市外で生まれて甲賀市に転入した

不明・無回答

6.4 8.5 83.7 1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=614)

■転入後の居住年数（単数回答）

３年未満 ３年から10年未満 10年以上 不明・無回答
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⑤ 世帯（同居）構成 

≪問５≫ あなたの世帯（同居）はどのような構成ですか。（○は１つ） 

＜問５-１＞ 問５で「二世代世帯（親・子）」「三世代世帯（親・子・孫）」「その他」のいずれか

に回答された方におたずねします。 

あなたに、就学前または就学しているお子様・お孫様（同居）はおられますか。 

（○はいくつでも）※別居されているお子様・お孫様は含みません。 

 

世帯（同居）構成は、「二世代世帯」が 42.0％で最も多くなっており、以下、「夫婦のみ」が

29.9％、「単身」が 10.7％、「三世代世帯」が 10.4％と続いている。 

 

 

同居の子どもの年代は、「就学前または就学している子どもはいない」が 49.8％で最も多くな

っており、以下、「小学生」が 14.0％、「中学生」と「専門学校生・短大生・予備校生・大学生

（大学院生）」が 12.1％、「高校生」が 11.6％と続いている。 

 
  

10.7 29.9 42.0 10.4

4.7

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

■世帯（同居）構成（単数回答）

単身 夫婦のみ 二世代世帯 三世代世帯 その他 不明・無回答

5.9

7.5

14.0

12.1

11.6

12.1

49.8

7.3

0.0 20.0 40.0 60.0

２歳以下

３歳～小学校入学前

小学生

中学生

高校生

専門学校生・短大生・予備校生・大学生（大学院生）

就学前または就学している子どもはいない

不明・無回答

■同居の子どもの年代（複数回答） 全体(N=627)

(%)
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⑥ 職業 

≪問６≫ あなたの職業等は何ですか。（○は１つ） 

＜問６-１＞ 問６で「会社員」「公務員」「自営業」「パート・アルバイト」「学生」のいずれかに

回答された方におたずねします。 

あなたの勤務地（通学地）はどちらですか。（○は１つ） 

 

職業は、「無職」が 31.1％で最も多くなっており、以下、「会社員」が 24.5％、「パート・アル

バイト」が 14.8％と続いている。 

 

 

勤務地（通学地）は、「甲賀市内」が 56.6％で最も多くなっており、以下、「甲賀市以外の滋

賀県内」が 25.7％、「自宅」が 8.0％、「県外」が 7.8％と続いている。 

 
  

24.5

4.1

6.0 14.8

1.9

12.8 31.1

3.4

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

■職業（単数回答）

会社員 公務員 自営業

パート・アルバイト 学生 専業主婦・主夫

無職 その他 不明・無回答

8.0 56.6 25.7 7.8 2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=564)

■勤務地・通学地（単数回答）

自宅 甲賀市内 甲賀市以外の滋賀県内 県外 不明・無回答
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17.8 

18.6 

22.7 

54.9 

52.4 

50.6 

16.6 

17.7 

17.2 

7.2 

5.9 

5.3 

2.2 

3.4 

1.9 

1.4 

2.1 

2.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

■甲賀市の住みやすさ（単数回答）

住みやすい まあまあ住みやすい どちらともいえない

あまり住みやすくない 住みにくい 不明・無回答

Ⅲ 調査結果 

１ 市政全体に関する満足度について 

(１) 甲賀市の住みやすさ 

≪問７≫ あなたは、甲賀市の住みやすさについてどのように感じておられますか。（○は１つ） 

 

令和３年度調査からの推移をみると、「住みやすい」は減少傾向であるが、令和４年度と比較

すると「住みやすい」と「まあまあ住みやすい」を合わせた『住みやすい』の割合は増加してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全体でみると、「まあまあ住みやすい」が 54.9％で最も多くなっており、以下、「住みやすい」

が 17.8％、「どちらともいえない」が 16.6％、「あまり住みやすくない」が 7.2％と続いている。

『住みやすい』は 72.7％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「まあまあ住みやすい」が最も多くなっている。『住みやす

い』の割合をみると、男性は 71.3％、女性は 75.3％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「まあまあ住みやすい」が最も多くなっている。『住

みやすい』の割合をみると、最も多いのは 40 歳代で 77.5％、以下、70 歳以上で 73.6％、60 歳

代で 73.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「まあまあ住みやすい」が最も多くなっている。

『住みやすい』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 78.4％、以下、甲南地域で 78.1％、

甲賀地域で 67.1％、土山地域、信楽地域で 62.5％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「まあまあ住みやすい」が最も多くなっている。

『住みやすい』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 76.9％、以下、10 年以上で

72.9％、３年未満で 69.2％と続いている。 

●愛着別にみると、愛着がある、まあまあ愛着があるは「まあまあ住みやすい」が、あまり愛着

がない、愛着がないは「どちらともいえない」が最も多くなっている。『住みやすい』の割合を

みると、最も多いのは愛着があるで 87.3％、以下、まあまあ愛着があるで 76.7％、あまり愛着

がないで 34.7％、愛着がないで 14.3％と続いており、愛着があるにつれて多くなっている。 
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●定住意向別にみると、住みつづけたい、どちらともいえないは「まあまあ住みやすい」が、住

みつづけたいとは思わないは「どちらともいえない」が最も多くなっている。『住みやすい』の

割合をみると、最も多いのは住みつづけたいで 87.1％、以下、どちらともいえないで 54.5％、

住みつづけたいと思わないで 28.0％と続いている。 

 

　　　※「10年以上」は、「転入後の居住年数10年以上」と「生まれてからずっと甲賀市に住んでいる」の合計。
　　　　以下の図表すべてにおいて同様。

17.8 

19.4 

16.7 

22.4 

10.5 

20.0 

14.6 

16.6 

19.9 

22.4 

10.6 

12.5 

18.9 

13.9 

17.9 

17.3 

17.7 

35.3 

12.3 

2.5 

2.9 

24.9 

2.4 

5.9 

54.9 

51.9 

58.6 

50.7 

60.5 

57.5 

55.0 

57.0 

53.7 

56.0 

51.9 

54.6 

59.2 

48.6 

51.3 

59.6 

55.2 

52.0 

64.4 

32.2 

11.4 

62.2 

25.6 

48.6 

16.6 

18.0 

15.1 

11.9 

16.3 

14.2 

19.9 

15.7 

17.6 

14.6 

19.2 

21.7 

14.7 

19.4 

10.3 

15.4 

17.1 

8.2 

15.9 

37.2 

31.4 

9.5 

31.7 

27.9 

7.2 

6.8 

7.4 

11.9 

9.3 

7.5 

8.6 

7.6 

5.2 

5.9 

15.4 

6.6 

4.5 

11.1 

12.8 

7.7 

7.0 

1.8 

5.9 

22.3 

28.6 

2.2 

26.8 

12.7 

2.2 

3.0 

1.6 

3.0 

3.5 

0.7 

3.1 

2.5 

0.7 

1.0 

2.6 

2.6 

6.3 

7.7 

2.1 

1.8 

0.7 

5.8 

20.0 

0.4 

12.2 

3.4 

1.4 

0.8 

0.7 

0.8 

1.3 

1.1 

0.5 

1.9 

2.0 

0.7 

0.8 

0.9 

0.8 

5.7 

0.7 

1.2 

1.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

愛着がある(N=329)

まあまあ愛着がある(N=592)

あまり愛着がない(N=121)

愛着がない(N=35)

住みつづけたい(N=674)

住みつづけたいとは思わない

(N=82)

どちらともいえない(N=323)

■甲賀市の住みやすさ（単数回答）

住みやすい まあまあ住みやすい どちらともいえない

あまり住みやすくない 住みにくい 不明・無回答
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4.7 

3.5 

3.5 

3.9 

5.6 

6.8 

5.4 

5.2 

3.7 

6.5 

9.6 

6.3 

2.6 

2.8 

2.7 

4.7 

2.3 

2.1 

3.1 

2.9 

2.7 

26.2 

22.3 

17.1 

30.1 

26.3 

29.1 

27.3 

24.1 

25.2 

32.1 

37.7 

30.4 

12.6 

14.1 

12.7 

25.1 

10.2 

9.7 

17.4 

17.3 

17.2 

37.4 

41.5 

41.1 

33.6 

34.6 

28.8 

35.3 

40.3 

36.7 

30.1 

25.6 

33.5 

35.2 

39.5 

41.6 

26.1 

22.3 

37.2 

34.0 

36.8 

36.3 

9.7 

5.1 

7.8 

9.2 

8.3 

13.3 

7.9 

8.6 

11.0 

12.5 

10.0 

8.9 

14.1 

13.2 

11.0 

17.9 

24.7 

14.8 

9.8 

7.6 

10.0 

5.9 

2.8 

3.1 

4.0 

4.2 

7.5 

3.6 

3.6 

4.6 

6.9 

5.6 

6.1 

8.7 

5.9 

4.8 

13.4 

29.1 

9.0 

4.9 

5.0 

7.1 

12.1 

19.3 

21.9 

13.5 

14.3 

8.7 

14.8 

12.5 

13.6 

6.8 

6.1 

9.2 

20.5 

18.5 

20.5 

7.3 

6.7 

21.2 

24.9 

24.4 

20.2 

3.9 

5.5 

5.5 

5.6 

6.7 

5.7 

5.6 

5.7 

5.1 

5.1 

5.4 

5.6 

6.3 

5.9 

6.6 

5.5 

4.7 

5.9 

5.9 

6.0 

6.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①市民自治

②市民共生

③男女共同参画

④シティプロモーション

⑤環境・資源・エネルギー

⑥自然・公園・緑地

⑦歴史・文化財・景観

⑧生涯学習・文化・スポーツ

⑨地域福祉

⑩保健・医療

⑪住まい・ライフライン

⑫安全・防災

⑬農林畜水産

⑭商工観光

⑮活躍・雇用

⑯道路

⑰交通

⑱都市形成

⑲若者・こども・子育て

⑳学校教育、社会教育

㉑行財政

■甲賀市での暮らしの「満足度」

満足 どちらかといえば満足

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満 わからない

不明・無回答

全体(N=1,098)

3.17 

3.25 

3.14 

3.26 

3.26 

3.17 

3.29 

3.23 

3.15 

3.21 

3.40 

3.26 

2.81 

2.93 

2.97 

2.89 

2.23 

2.74 

3.06 

3.08 

2.98 

0 1 2 3 4 5

加重平均値

(２) 暮らしの「満足度」と「重要度」 

≪問８≫ あなたの甲賀市での暮らしの「満足度」と「重要度」についておたずねします。 

以下の①～㉑のそれぞれの項目について、右の欄の１～６の中から満足度合い、重

要度合いに最も近いものを選んでください。（それぞれ○は１つ） 

 

【満足度】 

●全体でみると、「満足」が最も多いのは「住まい・ライフライン」で 9.6％、以下、「自然・公

園・緑地」で 6.8％、「保健・医療」で 6.5％と続いている。「不満」が最も多いのは「交通」で

29.1％、以下、「道路」で 13.4％、「都市形成」で 9.0％と続いている。 

●加重平均値（「満足」を５点、「どちらかといえば満足」を４点、「どちらともいえない」を３

点、「どちらかといえば不満」を２点、「不満」を１点とした場合）でみると、最も高いのは「住

まい・ライフライン」で 3.40 点、以下、「歴史・文化財・景観」で 3.29 点、「シティプロモーシ

ョン」「環境・資源・エネルギー」「安全・防災」が同値で 3.26 点と続いている。 
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15.0 

17.5 

16.4 

22.1 

28.9 

27.0 

20.7 

18.2 

31.8 

44.3 

43.3 

47.8 

22.1 

20.3 

26.6 

36.4 

45.8 

23.6 

37.4 

38.3 

30.7 

36.1 

31.4 

32.3 

36.1 

35.7 

39.2 

38.0 

39.8 

37.4 

31.2 

30.6 

27.5 

34.7 

36.3 

34.3 

34.3 

28.5 

33.4 

29.8 

29.3 

32.2 

22.2 

24.5 

24.4 

17.4 

14.3 

14.1 

18.9 

21.8 

12.3 

8.1 

9.9 

8.7 

19.0 

19.9 

16.7 

11.5 

8.8 

19.1 

11.3 

10.8 

14.6 

5.1 

2.2 

2.2 

2.1 

1.0 

1.9 

3.0 

1.6 

1.5 

0.9 

0.7 

0.5 

1.3 

1.6 

1.1 

1.8 

1.5 

1.1 

0.5 

0.4 

0.7 

3.6 

1.3 

1.6 

1.3 

1.3 

0.6 

1.2 

1.2 

0.6 

0.3 

0.2 

0.2 

1.0 

0.8 

0.5 

0.7 

0.8 

0.7 

0.5 

1.2 

0.7 

8.0 

12.8 

12.9 

10.9 

7.3 

6.3 

7.7 

6.9 

5.8 

4.6 

4.6 

4.9 

10.0 

9.5 

9.2 

4.7 

4.6 

11.1 

9.8 

9.2 

10.1 

9.9 

10.4 

10.1 

10.1 

11.6 

10.9 

10.7 

10.5 

10.5 

10.6 

10.7 

10.4 

11.8 

11.5 

11.6 

10.5 

9.9 

10.9 

10.7 

10.8 

10.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①市民自治

②市民共生

③男女共同参画

④シティプロモーション

⑤環境・資源・エネルギー

⑥自然・公園・緑地

⑦歴史・文化財・景観

⑧生涯学習・文化・スポーツ

⑨地域福祉

⑩保健・医療

⑪住まい・ライフライン

⑫安全・防災

⑬農林畜水産

⑭商工観光

⑮活躍・雇用

⑯道路

⑰交通

⑱都市形成

⑲若者・こども・子育て

⑳学校教育、社会教育

㉑行財政

■甲賀市での暮らしの「重要度」

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答

全体(N=1,098)

3.65 

3.80 

3.78 

3.96 

4.11 

4.09 

3.91 

3.87 

4.17 

4.40 

4.37 

4.44 

3.97 

3.93 

4.08 

4.23 

4.37 

4.00 

4.30 

4.29 

4.16 

0 1 2 3 4 5

加重平均値

【重要度】 

●全体でみると、「重要」が最も多いのは「安全・防災」で 47.8％、以下、「交通」で 45.8％、

「保健・医療」で 44.3％と続いている。「重要ではない」が最も多いのは「市民自治」で 3.6％、

以下、「男女共同参画」で 1.6％、「市民共生」「シティプロモーション」「環境・資源・エネルギ

ー」が同率で 1.3％と続いている。 

●加重平均値（「重要」を５点、「どちらかといえば重要」を４点、「どちらともいえない」を３

点、「どちらかといえば重要ではない」を２点、「重要ではない」を１点とした場合）でみると、

最も高いのは「安全・防災」で 4.44 点、以下、「保健・医療」で 4.40 点、「住まい・ライフライ

ン」「交通」が同値で 4.37 点と続いている。 
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満足度を縦軸、重要度を横軸とし、全項目の加重平均値の平均を原点とした２次元上にそれぞ

れを配置した場合、「道路」「交通」「若者・こども・子育て」「行財政」の４項目は、縦軸より右、

横軸より下に位置している。これらは、全体の平均より重要度は高いが、低い満足度しか得られ

ていない「ニーズの高い領域」と見なせる。 

 

※全体の満足度平均 3.07 重要度平均 4.09 を中心として２軸４象限にプロットしている。 

 

  

①市民自治

②市民共生

③男女共同参画

④シティプロモーション

⑤環境・資源・エネルギー

⑥自然・公園・緑地

⑦歴史・文化財・景観

⑧生涯学習・文化・スポーツ

⑨地域福祉

⑩保健・医療

⑪住まい・ライフライン

⑫安全・防災

⑬農林畜水産

⑭商工観光
⑮活躍・雇用

⑯道路

⑰交通

⑱都市形成

⑲若者・こども・子育て

⑳学校教育、社会教育

㉑行財政

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

［低］ ← 重要度 → ［高］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［低］ ← 重要度 → ［高］

満足度×重要度（甲賀市全体）

重要度：高

満足度：低

重要度：高

満足度：高

重要度：低

満足度：高

重要度：低

満足度：低

(重要度平均 4.09)

(満足度平均 3.07)

ニーズが高い領域

全体の平均よりも重要度が高いが、

平均よりも満足度が低い
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水口地域では、「活躍・雇用」「道路」「交通」「学校教育、社会教育」「行財政」の５項目は、

縦軸より右、横軸より下に位置している。これらは、全体の平均より重要度は高いが、低い満足

度しか得られていない「ニーズの高い領域」と見なせる。 

 

 

※水口地域の満足度平均 3.13 重要度平均 4.11 を中心として２軸４象限にプロットしている。 

 

  

①市民自治

②市民共生

③男女共同参画

④シティプロモーション

⑤環境・資源・エネルギー

⑥自然・公園・緑地

⑦歴史・文化財・景観

⑧生涯学習・文化・スポーツ

⑨地域福祉 ⑩保健・医療

⑪住まい・ライフライン

⑫安全・防災

⑬農林畜水産
⑭商工観光 ⑮活躍・雇用

⑯道路

⑰交通

⑱都市形成

⑲若者・こども・子育て

⑳学校教育、社会教育

㉑行財政

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

［低］ ← 重要度 → ［高］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［低］ ← 重要度 → ［高］

満足度×重要度（水口地域）

重要度：高

満足度：低

重要度：高

満足度：高

重要度：低

満足度：高

重要度：低

満足度：低

(重要度平均 4.11)

(満足度平均 3.13)

ニーズが高い領域

全体の平均よりも重要度が高いが、

平均よりも満足度が低い
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土山地域について、「農林畜水産」「活躍・雇用」「道路」「交通」の４項目は、縦軸より右、横

軸より下に位置している。これらは、全体の平均より重要度は高いが、低い満足度しか得られて

いない「ニーズの高い領域」と見なせる。 

 

 

※土山地域の満足度平均 2.88 重要度平均 4.04 を中心として２軸４象限にプロットしている。 

 

  

①市民自治

②市民共生

③男女共同参画

④シティプロモーション

⑤環境・資源・エネルギー
⑥自然・公園・緑地

⑦歴史・文化財・景観

⑧生涯学習・文化・スポーツ

⑨地域福祉 ⑩保健・医療

⑪住まい・ライフライン

⑫安全・防災

⑬農林畜水産

⑭商工観光

⑮活躍・雇用

⑯道路

⑰交通

⑱都市形成

⑲若者・こども・子育て

⑳学校教育、社会教育

㉑行財政

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

［低］ ← 重要度 → ［高］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［低］ ← 重要度 → ［高］

満足度×重要度（土山地域）

重要度：高

満足度：低

重要度：高

満足度：高

重要度：低

満足度：高

重要度：低

満足度：低

(重要度平均 4.04)

(満足度平均 2.88)

ニーズが高い領域

全体の平均よりも重要度が高いが、

平均よりも満足度が低い
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甲賀地域について、「農林畜水産」「交通」「若者・こども・子育て」「行財政」の４項目は、縦

軸より右、横軸より下に位置している。これらは、全体の平均より重要度は高いが、低い満足度

しか得られていない「ニーズの高い領域」と見なせる。 

 

 

※甲賀地域の満足度平均 3.17 重要度平均 4.12 を中心として２軸４象限にプロットしている。 

 

  

①市民自治

②市民共生

③男女共同参画

④シティプロモーション ⑤環境・資源・エネルギー

⑥自然・公園・緑地⑦歴史・文化財・景観

⑧生涯学習・文化・スポーツ

⑨地域福祉

⑩保健・医療

⑪住まい・ライフライン

⑫安全・防災

⑬農林畜水産

⑭商工観光

⑮活躍・雇用

⑯道路

⑰交通

⑱都市形成

⑲若者・こども・子育て

⑳学校教育、社会教育

㉑行財政

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

［低］ ← 重要度 → ［高］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［低］ ← 重要度 → ［高］

満足度×重要度（甲賀地域）

重要度：高

満足度：低

重要度：高

満足度：高

重要度：低

満足度：高

重要度：低

満足度：低

(重要度平均 4.12)

(満足度平均 3.17)

ニーズが高い領域

全体の平均よりも重要度が高いが、

平均よりも満足度が低い
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甲南地域について、「活躍・雇用」「道路」「交通」「行財政」の４項目は、縦軸より右、横軸よ

り下に位置している。これらは、全体の平均より重要度は高いが、低い満足度しか得られていな

い「ニーズの高い領域」と見なせる。 

 

 

※甲南地域の満足度平均 3.11 重要度平均 4.06 を中心として２軸４象限にプロットしている。 

 

  

①市民自治

②市民共生

③男女共同参画

④シティプロモーション
⑤環境・資源・エネルギー

⑥自然・公園・緑地

⑦歴史・文化財・景観

⑧生涯学習・文化・スポーツ

⑨地域福祉

⑩保健・医療

⑪住まい・ライフライン

⑫安全・防災

⑬農林畜水産

⑭商工観光
⑮活躍・雇用

⑯道路

⑰交通

⑱都市形成

⑲若者・こども・子育て

⑳学校教育、社会教育

㉑行財政

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

［低］ ← 重要度 → ［高］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［低］ ← 重要度 → ［高］

満足度×重要度（甲南地域）

重要度：高

満足度：低

重要度：高

満足度：高

重要度：低

満足度：高

重要度：低

満足度：低

(重要度平均 4.06)

(満足度平均 3.11)

ニーズが高い領域

全体の平均よりも重要度が高いが、

平均よりも満足度が低い
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信楽地域について、「道路」「交通」「若者・こども・子育て」の３項目は、縦軸より右、横軸

より下に位置している。これらは、全体の平均より重要度は高いが、低い満足度しか得られてい

ない「ニーズの高い領域」と見なせる。 

 

 

※信楽地域の満足度平均 2.85 重要度平均 4.09 を中心として２軸４象限にプロットしている。 

 

  

①市民自治

②市民共生

③男女共同参画

④シティプロモーション

⑤環境・資源・エネルギー

⑥自然・公園・緑地

⑦歴史・文化財・景観

⑧生涯学習・文化・スポーツ

⑨地域福祉

⑩保健・医療

⑪住まい・ライフライン

⑫安全・防災

⑬農林畜水産

⑭商工観光

⑮活躍・雇用

⑯道路

⑰交通

⑱都市形成

⑲若者・こども・子育て

⑳学校教育、社会教育

㉑行財政

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0

［低］ ← 重要度 → ［高］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［
高
］

←

満
足
度

→

［
低
］

［低］ ← 重要度 → ［高］

満足度×重要度（信楽地域）

重要度：高

満足度：低

重要度：高

満足度：高

重要度：低

満足度：高

重要度：低

満足度：低

(重要度平均 4.09)

(満足度平均 2.85)

ニーズが高い領域

全体の平均よりも重要度が高いが、

平均よりも満足度が低い
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【1．あふれる愛にあなたも仲間】 

① 市民自治（区・自治会、自治振興会、市民活動） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、概ね同じ傾向ではあるが、「満足」と「どちらかといえ

ば満足」を合わせた『満足』の割合は、昨年と比較すると増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 37.4％で最も多くなっており、以下、「どちらかと

いえば満足」が 26.2％、「わからない」が 12.1％、「どちらかといえば不満」が 9.7％、「不満」

が 5.9％、「満足」が 4.7％と続いている。『満足』は 30.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 33.5％、女性は 29.7％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満

足』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 38.1％、以下、20 歳代以下で 34.3％、40 歳代

で 27.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 34.3％、以下、水口地域で 32.7％、甲賀地

域で 31.6％、信楽地域で 28.5％、土山地域で 19.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 33.3％、以下、10 年以上で 31.5％、３年～

10 年未満で 23.1％と続いている。 

4.7 

4.0 

4.8 

5.2 

5.0 

3.9 

26.2 

24.7 

27.4 

26.0 

28.4 

25.5 

37.4 

35.7 

33.0 

36.5 

36.6 

38.3 

9.7 

10.4 

9.6 

10.3 

11.0 

12.0 

5.9 

6.8 

6.3 

5.9 

5.8 

5.3 

12.1 

14.1 

13.1 

11.9 

10.7 

11.3 

3.9 

4.4 

5.9 

4.2 

2.5 

3.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

①市民自治 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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4.7 

5.8 

3.9 

11.9 

8.1 

2.5 

1.3 

3.6 

5.4 

5.9 

1.9 

5.3 

4.5 

3.5 

12.8 

7.7 

4.2 

26.2 

27.7 

25.8 

22.4 

18.6 

25.0 

22.5 

21.1 

32.7 

26.8 

17.3 

26.3 

29.8 

25.0 

20.5 

15.4 

27.3 

37.4 

37.1 

38.9 

31.3 

39.5 

33.3 

45.0 

40.8 

35.2 

36.9 

48.1 

36.2 

34.3 

39.6 

30.8 

34.6 

38.1 

9.7 

12.4 

7.4 

1.5 

8.1 

8.3 

11.3 

17.0 

7.2 

8.5 

15.4 

11.8 

8.3 

9.0 

2.6 

13.5 

9.9 

5.9 

6.0 

5.3 

6.0 

8.1 

5.8 

5.3 

8.1 

4.3 

4.9 

5.8 

4.6 

7.2 

7.6 

10.3 

5.8 

5.8 

12.1 

8.4 

14.0 

26.9 

14.0 

23.3 

12.6 

8.1 

7.9 

13.6 

7.7 

10.5 

12.1 

11.1 

23.1 

19.2 

10.9 

3.9 

2.6 

4.7 

3.5 

1.7 

2.0 

1.3 

7.2 

3.3 

3.8 

5.3 

3.8 

4.2 

3.8 

3.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

①市民自治 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答



 

21 

 

【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 36.1％で最も多くなっており、以下、「どちらと

もいえない」が 22.2％、「重要」が 15.0％、「わからない」が 8.0％、「どちらかといえば重要で

はない」が 5.1％、「重要ではない」が 3.6％と続いている。『重要』は 51.1％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 53.1％、女性は 50.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている（20

歳代以下は「重要」と同率）。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 56.8％、以

下、60 歳代で 56.5％、30 歳代で 52.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 54.6％、以下、信楽地域で 53.5％、水口地

域で 52.9％、甲南地域で 48.3％、土山地域で 45.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている

（３年未満は「重要」と「どちらともいえない」と同率）。『重要』の割合をみると、最も多いの

は３年未満で 56.4％、以下、３年～10 年未満で 55.8％、10 年以上で 51.4％と続いており、居

住年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

15.0 

14.0 

17.0 

23.6 

23.5 

21.3 

36.1 

33.9 

36.1 

33.9 

33.2 

36.8 

22.2 

25.0 

19.3 

22.3 

22.1 

21.1 

5.1 

5.1 

4.8 

5.5 

4.9 

5.3 

3.6 

4.4 

3.4 

2.3 

2.8 

2.7 

8.0 

10.2 

8.2 

8.1 

9.6 

8.1 

9.9 

7.5 

11.2 

4.4 

4.0 

4.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

①市民自治 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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15.0 

16.6 

13.7 

28.4 

17.4 

13.3 

7.3 

16.6 

15.1 

14.8 

10.6 

17.1 

15.8 

16.0 

28.2 

21.2 

14.2 

36.1 

36.5 

36.3 

28.4 

34.9 

33.3 

35.1 

39.9 

37.0 

38.1 

34.6 

37.5 

32.5 

37.5 

28.2 

34.6 

37.2 

22.2 

21.8 

22.5 

19.4 

25.6 

21.7 

33.8 

21.1 

18.1 

18.4 

31.7 

19.7 

26.4 

20.1 

28.2 

17.3 

22.2 

5.1 

5.0 

5.3 

4.5 

5.8 

6.7 

6.0 

5.4 

4.3 

7.1 

5.8 

4.6 

3.0 

2.8 

5.1 

11.5 

4.9 

3.6 

5.6 

1.9 

4.5 

4.7 

6.7 

5.3 

4.0 

1.8 

3.5 

1.9 

3.3 

4.5 

4.2 

1.9 

4.0 

8.0 

5.6 

10.0 

13.4 

5.8 

15.0 

7.3 

6.3 

6.5 

8.9 

8.7 

7.9 

7.2 

6.3 

7.7 

7.7 

7.7 

9.9 

8.8 

10.4 

1.5 

5.8 

3.3 

5.3 

6.7 

17.2 

9.2 

6.7 

9.9 

10.6 

13.2 

2.6 

5.8 

9.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

①市民自治 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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② 市民共生（人権、多文化共生） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が41.5％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば

満足」が22.3％、「わからない」が19.3％、「どちらかといえば不満」が5.1％、「満足」が3.5％、「不

満」が2.8％と続いている。『満足』は25.8％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 27.0％、女性は 25.3％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満

足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 35.8％、以下、40 歳代で 30.0％、70 歳以上

で 26.4％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 31.3％、以下、甲賀地域で 30.2％、甲南地

域で 22.7％、信楽地域で 17.4％、土山地域で 17.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「どちらかといえば満足」が、３年～10 年未満は「わからな

い」が、10 年以上は「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、

最も多いのは３年未満で 41.0％、以下、10 年以上で 25.8％、３年～10 年未満で 17.3％と続い

ている。 

3.5 

3.5 

3.3 

3.5 

3.0 

2.4 

22.3 

21.1 

19.1 

18.1 

21.0 

18.6 

41.5 

40.8 

41.9 

46.1 

44.2 

47.3 

5.1 

6.1 

6.4 

6.8 

7.4 

6.4 

2.8 

3.2 

3.0 

2.5 

3.9 

3.1 

19.3 

19.9 

18.8 

17.8 

17.5 

17.2 

5.5 

5.5 

7.4 

5.2 

3.0 

4.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

②市民共生 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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3.5 

4.4 

2.8 

11.9 

7.0 

5.0 

2.0 

2.7 

2.0 

4.0 

1.0 

5.9 

3.8 

0.7 

12.8 

5.8 

3.0 

22.3 

22.6 

22.5 

23.9 

18.6 

25.0 

21.2 

18.8 

24.4 

27.3 

16.3 

24.3 

18.9 

16.7 

28.2 

11.5 

22.8 

41.5 

42.5 

41.1 

35.8 

39.5 

33.3 

43.0 

48.0 

41.3 

38.6 

51.0 

40.1 

43.0 

42.4 

23.1 

34.6 

42.8 

5.1 

5.4 

4.6 

3.0 

3.5 

5.8 

4.6 

7.6 

4.5 

4.7 

5.8 

7.9 

4.5 

4.2 

5.1 

3.8 

5.3 

2.8 

4.4 

1.1 

3.0 

2.3 

3.3 

4.6 

3.6 

1.6 

2.4 

2.9 

2.0 

2.3 

5.6 

5.1 

1.9 

2.7 

19.3 

16.6 

21.8 

22.4 

24.4 

25.8 

20.5 

17.9 

16.0 

18.8 

16.3 

13.8 

22.3 

22.9 

25.6 

36.5 

17.9 

5.5 

4.0 

6.3 

4.7 

1.7 

4.0 

1.3 

10.2 

4.2 

6.7 

5.9 

5.3 

7.6 

5.8 

5.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

②市民共生 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 
 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 31.4％で最も多くなっており、以下、「どちらと

もいえない」が 24.5％、「重要」が 17.5％、「わからない」が 12.8％、「どちらかといえば重要

ではない」が 2.2％、「重要ではない」が 1.3％と続いている。「重要」と「どちらかといえば重

要」を合わせた『重要』は 48.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 51.3％、女性は 47.7％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「重要」が、30 歳代は「どちらともいえない」が、その他の

年代は「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いの

は 20 歳代以下で 59.7％、以下、30 歳代で 52.3％、60 歳代で 52.0％と続いている。 

●居住地域別にみると、土山地域は「どちらともいえない」が、その他の地域は「どちらかとい

えば重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 52.9％、

以下、甲賀地域で 52.0％、信楽地域で 46.5％、甲南地域で 44.9％、土山地域で 44.3％と続いて

いる。 

●居住年数別にみると、３年～10 年未満は「重要」が、その他の年数は「どちらかといえば重

要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 66.6％、以下、

３年～10 年未満で 51.9％、10 年以上で 48.7％と続いており、居住年数が長くなるにつれて少

なくなっている。 

17.5 

16.2 

15.6 

17.1 

17.4 

13.9 

31.4 

30.9 

33.0 

32.9 

32.2 

35.3 

24.5 

26.4 

23.2 

27.8 

28.5 

28.8 

2.2 

2.5 

3.7 

4.5 

4.3 

4.5 

1.3 

1.9 

1.4 

1.7 

1.3 

2.1 

12.8 

13.3 

10.9 

10.1 

11.3 

9.2 

10.4 

8.8 

12.3 

5.9 

5.0 

6.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

②市民共生 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答



 

26 

 

 

  

17.5 

18.2 

16.8 

31.3 

26.7 

18.3 

13.9 

17.0 

14.9 

18.8 

13.5 

15.8 

16.6 

20.1 

25.6 

26.9 

16.8 

31.4 

33.1 

30.9 

28.4 

25.6 

29.2 

36.4 

35.0 

30.5 

34.1 

30.8 

36.2 

28.3 

26.4 

41.0 

25.0 

31.9 

24.5 

24.8 

24.2 

17.9 

29.1 

23.3 

29.1 

26.5 

22.1 

21.2 

31.7 

23.7 

27.9 

22.9 

20.5 

23.1 

24.9 

2.2 

3.0 

1.4 

7.5 

2.3 

4.2 

1.3 

1.8 

1.4 

2.8 

1.0 

2.6 

0.8 

2.8 

1.9 

2.3 

1.3 

2.0 

0.4 

1.2 

3.3 

2.0 

1.3 

0.5 

1.2 

1.0 

1.3 

1.1 

1.4 

3.8 

1.1 

12.8 

9.6 

15.4 

13.4 

9.3 

18.3 

13.2 

11.2 

12.2 

12.7 

11.5 

11.2 

13.6 

13.9 

10.3 

13.5 

12.6 

10.4 

9.2 

10.9 

1.5 

5.8 

3.3 

4.0 

7.2 

18.5 

9.2 

10.6 

9.2 

11.7 

12.5 

2.6 

5.8 

10.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

②市民共生 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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③ 男女共同参画 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 41.1％で最も多くなっており、以下、「わからない」

が 21.9％、「どちらかといえば満足」が 17.1％、「どちらかといえば不満」が 7.8％、「満足」が

3.5％、「不満」が 3.1％と続いている。「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満足』

は 20.6％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 23.4％、女性は 18.6％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「わからない」が、その他の年代は「どちらともいえない」

が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 34.3％、以下 70

歳以上で 21.0％、40 歳代で 20.9％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 25.7％、以下、甲南地域で 22.6％、水口地

域で 21.2％、土山地域で 15.4％、信楽地域で 13.9％と続いている。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「どちらともいえない」が、その他の年数は「わからない」

が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 28.2％、以下、10 年

以上で 20.6％、３年～10 年未満で 15.4％と続いている。 

 

3.5 

3.4 

2.5 

3.0 

2.8 

2.3 

17.1 

14.0 

15.4 

13.9 

16.9 

15.1 

41.1 

44.4 

43.5 

47.9 

46.3 

47.0 

7.8 

6.7 

7.0 

6.3 

7.2 

7.3 

3.1 

3.2 

3.0 

2.4 

3.9 

3.1 

21.9 

23.0 

21.3 

20.3 

20.0 

20.1 

5.5 

5.3 

7.3 

6.3 

2.9 

5.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

③男女共同参画 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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3.5 

4.6 

2.6 

16.4 

7.0 

4.2 

2.0 

2.2 

1.8 

4.0 

1.0 

6.6 

3.4 

0.7 

17.9 

5.8 

2.6 

17.1 

18.8 

16.0 

17.9 

10.5 

16.7 

17.9 

15.2 

19.2 

17.2 

14.4 

19.1 

19.2 

13.2 

10.3 

9.6 

18.0 

41.1 

43.1 

40.2 

25.4 

50.0 

40.0 

41.7 

44.4 

40.2 

41.2 

48.1 

38.8 

39.6 

41.0 

28.2 

36.5 

42.2 

7.8 

8.6 

6.5 

4.5 

2.3 

1.7 

11.3 

13.0 

7.4 

5.9 

8.7 

9.2 

6.8 

13.9 

5.1 

3.8 

8.2 

3.1 

2.8 

2.8 

4.5 

4.7 

4.2 

3.3 

3.1 

2.0 

2.1 

4.8 

4.6 

3.8 

1.4 

2.6 

3.3 

21.9 

18.4 

25.3 

31.3 

22.1 

31.7 

19.9 

21.1 

18.7 

24.7 

17.3 

15.8 

22.3 

22.9 

35.9 

40.4 

20.1 

5.5 

3.6 

6.7 

3.5 

1.7 

4.0 

0.9 

10.6 

4.9 

5.8 

5.9 

4.9 

6.9 

3.8 

5.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

③男女共同参画 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「重要」と「どちらかといえば重要」を合わせた『重

要』の割合が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 32.3％で最も多くなっており、以下、「どちらと

もいえない」が 24.4％、「重要」が 16.4％、「わからない」が 12.9％、「どちらかといえば重要

ではない」が 2.2％、「重要ではない」が 1.6％と続いている。『重要』は 48.7％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 50.9％、女性は 47.8％となっている。 

●年代別にみると、30 歳代、40 歳代は「どちらともいえない」が、その他の年代は「どちらか

といえば重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で

59.7％、以下、60 歳代で 55.6％、50 歳代で 53.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で54.6％、以下、水口地域で51.0％、信楽地域で

45.9％、甲南地域で45.7％、土山地域で44.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「どちらかといえば重要」が、その他の年数は「どちらと

もいえない」が最も多くなっている（３年未満は「どちらかといえば重要」と同率）。『重要』の

割合をみると、最も多いのは３年未満で 53.9％、以下、10 年以上で 49.1％、３年～10 年未満で

48.1％と続いている。 
 

16.4 

17.4 

14.4 

16.4 

15.8 

12.7 

32.3 

27.4 

29.5 

30.2 

31.7 

31.3 

24.4 

27.8 

26.5 

29.0 

29.5 

33.4 

2.2 

2.6 

3.4 

5.1 

4.3 

4.5 

1.6 

2.1 

1.4 

1.8 

1.3 

2.3 

12.9 

14.5 

12.6 

11.8 

12.0 

10.0 

10.1 

8.2 

12.3 

5.7 

5.4 

5.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

③男女共同参画 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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16.4 

16.4 

16.0 

28.4 

23.3 

17.5 

13.9 

16.6 

13.5 

17.6 

13.5 

17.8 

14.0 

17.4 

23.1 

23.1 

15.7 

32.3 

34.5 

31.8 

31.3 

24.4 

24.2 

39.7 

39.0 

30.7 

33.4 

30.8 

36.8 

31.7 

28.5 

30.8 

25.0 

33.4 

24.4 

24.4 

24.0 

19.4 

33.7 

30.0 

26.5 

20.6 

22.8 

23.3 

26.0 

24.3 

26.0 

22.9 

30.8 

28.8 

24.2 

2.2 

2.6 

1.8 

1.5 

4.7 

5.0 

2.0 

1.8 

1.4 

2.1 

2.9 

0.7 

2.6 

2.1 

1.9 

2.3 

1.6 

2.6 

0.7 

3.0 

2.3 

3.3 

2.6 

1.3 

0.7 

2.1 

1.9 

1.3 

1.5 

0.7 

1.9 

1.7 

12.9 

10.4 

15.3 

14.9 

5.8 

16.7 

11.3 

13.9 

12.9 

12.7 

14.4 

9.9 

12.5 

16.7 

12.8 

13.5 

12.7 

10.1 

9.0 

10.5 

1.5 

5.8 

3.3 

4.0 

6.7 

18.1 

8.7 

10.6 

9.2 

11.7 

11.8 

2.6 

5.8 

10.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

③男女共同参画 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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④ シティプロモーション（情報発信、広報広聴） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』の割合が増加している。 

 
※H29～R5 調査は「シティセールス（情報発信、広報広聴）」の調査項目で実施しています。   

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 33.6％で最も多くなっており、以下、「どちらかと

いえば満足」が 30.1％、「わからない」が 13.5％、「どちらかといえば不満」が 9.2％、「不満」

が 4.0％、「満足」が 3.9％と続いている。『満足』は 34.0％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 33.3％、女性は 35.4％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、30 歳代は「どちらかといえば満足」が、その他の年代は「ど

ちらともいえない」が最も多くなっている（20 歳代以下は「わからない」、30 歳代は「どちらと

もいえない」と同率）。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 35.8％、以下、70

歳以上で 35.0％、60 歳代で 34.0％と続いている。 

●居住地域別にみると、水口地域は「どちらかといえば満足」が、その他の地域は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 37.1％、

以下、甲南地域で 35.1％、甲賀地域で 32.2％、信楽地域で 30.6％、土山地域で 26.9％と続いて

いる。 

 

3.9 

5.1 

3.9 

4.1 

4.3 

3.6 

30.1 

24.1 

24.5 

24.5 

24.7 

23.4 

33.6 

34.4 

32.6 

37.1 

37.4 

39.1 

9.2 

10.4 

10.5 

10.1 

10.4 

10.6 

4.0 

4.8 

5.9 

4.1 

5.9 

4.8 

13.5 

15.4 

14.6 

13.7 

14.1 

13.8 

5.6 

5.8 

8.0 

6.3 

3.4 

4.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

④シティプロモーション 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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●居住年数別にみると、10 年以上は「どちらともいえない」が、その他の年数は「どちらかと

いえば満足」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 46.2％、

以下、３年～10 年未満で 40.4％、10 年以上で 33.5％と続いており、居住年数が長くなるにつ

れて少なくなっている。 

 

  

3.9 

3.8 

4.2 

11.9 

3.5 

3.3 

4.0 

3.1 

3.4 

4.2 

2.9 

4.6 

4.9 

1.4 

15.4 

9.6 

3.3 

30.1 

29.5 

31.2 

23.9 

30.2 

29.2 

28.5 

30.9 

31.6 

32.9 

24.0 

27.6 

30.2 

29.2 

30.8 

30.8 

30.2 

33.6 

36.3 

31.6 

20.9 

30.2 

37.5 

37.7 

37.7 

32.1 

29.9 

42.3 

38.2 

33.6 

34.7 

25.6 

25.0 

34.8 

9.2 

9.4 

9.5 

13.4 

17.4 

5.0 

7.9 

12.1 

7.2 

11.1 

8.7 

9.2 

6.4 

9.7 

15.4 

13.5 

9.0 

4.0 

5.6 

2.1 

6.0 

5.8 

2.5 

6.0 

5.8 

2.0 

3.5 

4.8 

3.9 

4.9 

2.8 

5.1 

4.0 

13.5 

11.6 

14.6 

23.9 

9.3 

20.8 

13.2 

9.4 

12.2 

12.9 

11.5 

9.9 

15.1 

16.0 

7.7 

17.3 

13.1 

5.6 

3.8 

6.8 

3.5 

1.7 

2.6 

0.9 

11.5 

5.4 

5.8 

6.6 

4.9 

6.3 

3.8 

5.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

④シティプロモーション 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答



 

33 

 

【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

※H29～R5 調査は「シティセールス（情報発信、広報広聴）」の調査項目で実施しています。   

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 36.1％で最も多くなっており、以下、「重要」が

22.1％、「どちらともいえない」が 17.4％、「わからない」が 10.9％、「どちらかといえば重要で

はない」が 2.1％、「重要ではない」が 1.3％と続いている。『重要』は 58.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 58.9％、女性は 58.4％となっている。 

●年代別にみると、30 歳代は「重要」が、その他年代は「どちらかといえば重要」が最も多く

なっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 67.1％、以下、60 歳代で

63.3％、30 歳代で 61.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 61.0％、以下、甲賀地域で 59.9％、信楽地

域で 57.0％、甲南地域で 56.6％、土山地域で 51.9％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「重要」が、その他の年数は「どちらかといえば重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 71.8％、以下、３年～10

年未満で 65.4％、10 年以上で 57.8％と続いており、居住年数が長くなるにつれて少なくなって

いる。 

22.1 

21.2 

20.9 

21.1 

22.3 

20.5 

36.1 

31.9 

33.4 

34.8 

35.0 

36.5 

17.4 

23.4 

20.0 

23.8 

24.2 

24.1 

2.1 

2.7 

2.4 

2.8 

2.5 

2.7 

1.3 

1.5 

1.3 

1.3 

1.2 

1.4 

10.9 

11.3 

9.2 

10.5 

9.8 

8.9 

10.1 

8.0 

12.7 

5.7 

5.1 

6.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

④シティプロモーション 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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22.1 

21.4 

22.6 

31.3 

31.4 

20.0 

19.9 

24.7 

19.2 

23.1 

19.2 

19.1 

21.9 

25.7 

38.5 

25.0 

21.4 

36.1 

37.5 

35.8 

35.8 

30.2 

40.0 

39.7 

38.6 

33.6 

37.9 

32.7 

40.8 

34.7 

31.3 

33.3 

40.4 

36.4 

17.4 

17.4 

17.7 

14.9 

18.6 

14.2 

22.5 

19.3 

15.8 

13.6 

25.0 

19.7 

19.2 

17.4 

15.4 

13.5 

18.0 

2.1 

3.6 

0.5 

1.5 

3.5 

3.3 

2.0 

2.2 

1.6 

3.1 

1.0 

2.0 

1.5 

0.7 

2.6 

3.8 

2.0 

1.3 

1.8 

0.7 

1.5 

4.7 

2.5 

1.3 

0.9 

0.5 

1.9 

0.7 

1.1 

1.4 

2.6 

1.9 

1.2 

10.9 

8.8 

12.5 

13.4 

5.8 

15.8 

9.3 

7.6 

12.0 

11.5 

11.5 

8.6 

10.6 

11.1 

2.6 

9.6 

11.1 

10.1 

9.4 

10.2 

1.5 

5.8 

4.2 

5.3 

6.7 

17.4 

8.9 

10.6 

9.2 

10.9 

12.5 

5.1 

5.8 

9.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

④シティプロモーション 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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【２．いろどる山河と生きいき文化】 

⑤ 環境・資源・エネルギー（生活環境保全、脱炭素社会、廃棄物処理） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』の割合が減少している。 

 
 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 34.6％で最も多くなっており、以下、「どちらかと

いえば満足」が 26.3％、「わからない」が 14.3％、「どちらかといえば不満」が 8.3％、「満足」

が 5.6％、「不満」が 4.2％と続いている。『満足』は 31.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 32.9％、女性は 31.9％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、70 歳以上は「どちらかといえば満足」が、その他の年代は「ど

ちらともいえない」が最も多くなっている（70 歳以上は「どちらともいえない」と同率）。『満

足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 46.3％、以下、70 歳以上で 35.6％、60 歳代

で 29.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 35.5％、以下、甲賀地域で 34.8％、水口地

域で 32.5％、土山地域で 27.0％、信楽地域で 23.6％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 41.0％、以下、３年～10 年未満で 32.7％、

10 年以上で 31.9％と続いており、居住年数が長くなるにつれて少なくなっている。 

5.6 

6.7 

9.0 

8.2 

8.2 

8.1 

26.3 

28.3 

33.7 

33.9 

34.3 

37.8 

34.6 

31.4 

26.0 

29.1 

28.9 

26.7 

8.3 

7.2 

11.2 

11.2 

13.9 

13.6 

4.2 

5.0 

6.2 

6.5 

6.4 

5.2 

14.3 

16.3 

6.9 

6.2 

6.1 

4.8 

6.7 

5.1 

7.1 

5.0 

2.2 

3.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑤環境・資源・エネルギー 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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5.6 

6.4 

5.1 

19.4 

5.8 

5.0 

2.0 

4.0 

5.6 

5.4 

1.0 

7.2 

8.3 

2.8 

15.4 

7.7 

5.2 

26.3 

26.5 

26.8 

26.9 

22.1 

20.8 

23.2 

25.6 

30.0 

27.1 

26.0 

27.6 

27.2 

20.8 

25.6 

25.0 

26.7 

34.6 

34.7 

34.9 

17.9 

39.5 

42.5 

45.0 

35.4 

30.0 

34.4 

43.3 

32.9 

32.8 

35.4 

30.8 

40.4 

34.9 

8.3 

11.0 

6.0 

9.0 

7.0 

3.3 

7.9 

13.0 

7.7 

9.4 

7.7 

7.2 

5.7 

11.8 

2.6 

7.7 

8.6 

4.2 

5.6 

2.5 

4.5 

3.5 

3.3 

3.3 

9.4 

1.8 

3.5 

6.7 

5.3 

3.4 

3.5 

3.8 

4.2 

14.3 

11.8 

16.1 

22.4 

18.6 

21.7 

16.6 

10.3 

11.5 

13.9 

9.6 

12.5 

17.0 

16.0 

25.6 

11.5 

13.6 

6.7 

4.0 

8.6 

3.5 

3.3 

2.0 

2.2 

13.3 

6.4 

5.8 

7.2 

5.7 

9.7 

3.8 

6.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑤環境・資源・エネルギー 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 35.7％で最も多くなっており、以下、「重要」が

28.9％、「どちらともいえない」が 14.3％、「わからない」が 7.3％、「重要ではない」が 1.3％、

「どちらかといえば重要ではない」が 1.0％と続いている。『重要』は 64.6％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 64.8％、女性は 65.1％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「重要」が、その他の年代は「どちらかといえば重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 77.6％、以下、60 歳

代で 72.7％、50 歳代で 68.9％と続いている。 

●居住地域別にみると、信楽地域は「重要」が、その他の地域は「どちらかといえば重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 70.2％、以下、水口地域、

甲賀地域で 66.4％、甲南地域で 61.9％、信楽地域で 59.8％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「重要」が、その他の年数は「どちらかといえば重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 71.2％、以下、10

年以上で 65.0％、３年未満で 64.1％と続いている。 
 

 

28.9 

31.2 

32.2 

36.4 

35.8 

34.3 

35.7 

30.7 

36.6 

34.4 

37.3 

39.2 

14.3 

17.6 

13.2 

16.6 

13.6 

15.5 

1.0 

1.2 

0.8 

1.4 

1.9 

0.9 

1.3 

1.1 

1.0 

0.8 

0.6 

0.8 

7.3 

9.9 

4.3 

5.5 

6.0 

4.8 

11.6 

8.4 

12.1 

5.0 

4.8 

4.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑤環境・資源・エネルギー 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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28.9 

26.1 

31.1 

41.8 

32.6 

20.8 

25.2 

35.9 

26.0 

28.0 

32.7 

28.9 

27.9 

30.6 

33.3 

30.8 

28.8 

35.7 

38.7 

34.0 

35.8 

36.0 

37.5 

43.7 

36.8 

32.1 

38.4 

37.5 

37.5 

34.0 

29.2 

30.8 

40.4 

36.2 

14.3 

15.6 

13.3 

9.0 

16.3 

17.5 

16.6 

13.5 

13.5 

13.2 

15.4 

13.2 

15.1 

16.0 

20.5 

15.4 

14.1 

1.0 

1.8 

0.4 

1.5 

2.3 

2.5 

0.7 

0.9 

0.5 

0.9 

1.1 

2.8 

2.6 

1.0 

1.3 

2.0 

0.2 

1.5 

2.3 

2.5 

2.6 

0.5 

1.4 

1.3 

1.1 

0.7 

5.8 

0.9 

7.3 

5.8 

8.4 

9.0 

3.5 

13.3 

6.0 

5.8 

7.4 

7.3 

4.8 

8.6 

7.9 

6.9 

5.1 

1.9 

7.5 

11.6 

10.0 

12.6 

1.5 

7.0 

5.8 

5.3 

7.2 

20.1 

10.8 

9.6 

10.5 

12.8 

13.9 

7.7 

5.8 

11.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑤環境・資源・エネルギー 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑥ 自然・公園・緑地（自然保護、自然共生、公園整備） 

【満足度】 

 

●全体でみると、「どちらかといえば満足」が 29.1％で最も多くなっており、以下、「どちらと

もいえない」が 28.8％、「どちらかといえば不満」が 13.3％、「わからない」が 8.7％、「不満」

が 7.5％、「満足」が 6.8％と続いている。「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』は 35.9％となっている。 

●性別にみると、男性は「どちらかといえば満足」が、女性は「どちらともいえない」が最も多

くなっている。『満足』の割合をみると、男性は 38.1％、女性は 34.6％となっている。 

●年代別にみると、30 歳代、60 歳代は「どちらともいえない」が、その他の年代は「どちらか

といえば満足」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で

55.2％、以下、40 歳代で 41.7％、50 歳代で 38.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、土山地域、甲南地域は「どちらともいえない」が、その他の地域は「ど

ちらかといえば満足」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域

で 46.7％、以下、水口地域で 37.2％、甲南地域で 34.7％、土山地域で 30.8％、信楽地域で 27.1％

と続いている。 

●居住年数別にみると、３年～10 年未満は「どちらともいえない」が、その他の年数は「どち

らかといえば満足」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で

56.4％、以下、３年～10 年未満で 38.4％、10 年以上で 35.4％と続いており、居住年数が長くな

るにつれて少なくなっている。 
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6.8 

7.0 

6.5 

23.9 

8.1 

6.7 

6.0 

4.0 

5.6 

6.6 

2.9 

10.5 

9.8 

0.7 

17.9 

11.5 

6.0 

29.1 

31.1 

28.1 

31.3 

27.9 

35.0 

32.5 

26.5 

28.0 

30.6 

27.9 

36.2 

24.9 

26.4 

38.5 

26.9 

29.4 

28.8 

27.9 

29.8 

16.4 

33.7 

28.3 

29.8 

32.3 

27.8 

29.9 

33.7 

27.6 

29.4 

22.9 

23.1 

40.4 

28.8 

13.3 

14.4 

11.9 

13.4 

8.1 

13.3 

12.6 

17.5 

12.2 

13.2 

10.6 

7.9 

13.2 

20.8 

10.3 

1.9 

14.0 

7.5 

8.8 

6.3 

7.5 

12.8 

5.0 

7.9 

11.2 

5.0 

7.3 

11.5 

2.6 

7.2 

11.1 

2.6 

11.5 

7.5 

8.7 

7.2 

10.4 

7.5 

4.7 

10.8 

9.3 

7.6 

9.5 

7.1 

7.7 

7.9 

10.6 

11.8 

7.7 

3.8 

8.5 

5.7 

3.6 

7.0 

4.7 

0.8 

2.0 

0.9 

12.0 

5.4 

5.8 

7.2 

4.9 

6.3 

3.8 

5.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑥自然・公園・緑地 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 39.2％で最も多くなっており、以下、「重要」が

27.0％、「どちらともいえない」が 14.1％、「わからない」が 6.3％、「どちらかといえば重要で

はない」が 1.9％、「重要ではない」が 0.6％と続いている。「重要」と「どちらかといえば重要」

を合わせた『重要』は 66.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 65.4％、女性は 67.2％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、30 歳代は「重要」が、その他の年代は「どちらかといえば重

要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 79.1％、以

下、30 歳代で 74.5％、50 歳代で 71.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 69.6％、以下、甲賀地域で 67.8％、土山地

域で 65.4％、甲南地域で 63.3％、信楽地域で 60.4％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 76.9％、以下、３年未満で 69.2％、

10 年以上で 66.1％と続いている。 
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27.0 

25.7 

28.1 

43.3 

41.9 

26.7 

23.8 

31.8 

19.9 

28.2 

21.2 

28.3 

27.5 

25.0 

33.3 

36.5 

26.3 

39.2 

39.7 

39.1 

35.8 

32.6 

38.3 

47.7 

37.7 

39.3 

41.4 

44.2 

39.5 

35.8 

35.4 

35.9 

40.4 

39.8 

14.1 

16.0 

12.8 

7.5 

15.1 

17.5 

15.2 

15.7 

12.9 

12.7 

16.3 

12.5 

14.7 

16.7 

20.5 

15.4 

14.0 

1.9 

2.4 

0.9 

3.0 

2.5 

1.3 

3.1 

1.4 

0.9 

2.9 

1.3 

1.5 

4.9 

2.0 

0.6 

1.2 

0.2 

1.5 

0.8 

1.3 

0.7 

0.7 

0.7 

0.8 

0.7 

1.9 

0.6 

6.3 

5.0 

7.5 

6.0 

3.5 

10.0 

5.3 

5.4 

6.8 

6.1 

5.8 

6.6 

6.8 

6.3 

2.6 

6.6 

10.9 

10.0 

11.4 

3.0 

7.0 

4.2 

5.3 

6.3 

19.2 

9.9 

9.6 

11.2 

12.8 

11.1 

7.7 

5.8 

10.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑥自然・公園・緑地 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑦ 歴史・文化財・景観（文化財の調査、保護、活用、景観の保全） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』の割合が減少している。 

 
 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 35.3％で最も多くなっており、以下、「どちらかと

いえば満足」が 27.3％、「わからない」が 14.8％、「どちらかといえば不満」が 7.9％、「満足」

が 5.4％、「不満」が 3.6％と続いている。『満足』は 32.7％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 35.5％、女性は 30.7％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、40 歳代は「どちらかといえば満足」が、その他の年代は「ど

ちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下

で 52.2％、以下、40 歳代で 39.1％、30 歳代で 32.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、甲賀地域は「どちらかといえば満足」が、その他の地域は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 40.8％、

以下、水口地域で 34.3％、甲南地域で 33.2％、土山地域で 26.0％、信楽地域で 22.9％と続いて

いる。 

●居住年数別にみると、３年未満は「どちらかといえば満足」が、その他の年数は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 53.9％、

以下、３年～10 年未満で 36.5％、10 年以上で 31.9％と続いており、居住年数が長くなるにつ

れて少なくなっている。 

5.4 

6.2 

7.3 

5.9 

6.4 

5.2 

27.3 

29.1 

27.1 

29.6 

30.5 

34.0 

35.3 

32.2 

35.0 

36.0 

37.2 

34.7 

7.9 

7.9 

6.3 

7.2 

5.9 

7.8 

3.6 

2.4 

2.8 

3.0 

2.7 

3.1 

14.8 

16.9 

14.0 

13.2 

14.6 

10.7 

5.6 

5.3 

7.5 

5.1 

2.8 

4.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑦歴史・文化財・景観 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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5.4 

7.0 

3.9 

20.9 

9.3 

3.3 

4.6 

4.0 

3.6 

5.4 

2.9 

7.9 

6.4 

2.1 

15.4 

9.6 

4.8 

27.3 

28.5 

26.8 

31.3 

23.3 

35.8 

27.8 

26.9 

25.5 

28.9 

23.1 

32.9 

26.8 

20.8 

38.5 

26.9 

27.1 

35.3 

34.3 

36.8 

28.4 

37.2 

30.8 

34.4 

38.6 

36.1 

37.4 

36.5 

32.2 

33.6 

36.8 

12.8 

34.6 

36.8 

7.9 

9.0 

6.5 

1.5 

5.8 

7.5 

11.9 

11.2 

6.3 

7.3 

8.7 

7.2 

9.1 

7.6 

7.7 

11.5 

7.7 

3.6 

5.6 

1.6 

3.0 

2.3 

1.7 

2.6 

7.2 

2.9 

2.8 

6.7 

2.0 

2.6 

6.9 

2.6 

1.9 

3.8 

14.8 

12.4 

17.0 

14.9 

18.6 

19.2 

15.9 

11.2 

14.0 

12.9 

15.4 

10.5 

17.0 

19.4 

23.1 

11.5 

14.1 

5.6 

3.2 

7.4 

3.5 

1.7 

2.6 

0.9 

11.5 

5.2 

6.7 

7.2 

4.5 

6.3 

3.8 

5.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑦歴史・文化財・景観 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 38.0％で最も多くなっており、以下、「重要」が

20.7％、「どちらともいえない」が 18.9％、「わからない」が 7.7％、「どちらかといえば重要で

はない」が 3.0％、「重要ではない」が 1.2％と続いている。『重要』は 58.7％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 58.9％、女性は 59.3％となっている。 

●年代別にみると、30 歳代は「重要」が、その他の年代は「どちらかといえば重要」が最も多

くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 71.6％、以下、50 歳代で

64.9％、60 歳代で 61.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 65.2％、以下、水口地域で 60.2％、土山地

域で 57.6％、信楽地域で 55.5％、甲南地域で 54.7％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている

（３年未満は「重要」と同率）。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 65.3％、

以下、３年未満で 61.6％、10 年以上で 58.8％と続いている。 
 

 

20.7 

23.3 

21.6 

23.1 

21.1 

23.4 

38.0 

33.1 

36.2 

36.0 

39.8 

37.3 

18.9 

20.8 

20.0 

23.8 

22.7 

23.9 

3.0 

2.1 

1.6 

3.7 

3.3 

3.1 

1.2 

1.6 

1.7 

1.3 

1.1 

1.4 

7.7 

10.8 

6.7 

6.7 

7.5 

5.8 

10.7 

8.2 

12.2 

5.4 

4.5 

5.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑦歴史・文化財・景観 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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20.7 

21.8 

20.0 

34.3 

31.4 

20.0 

19.9 

22.0 

16.3 

20.0 

16.3 

22.4 

21.9 

21.5 

30.8 

28.8 

20.0 

38.0 

37.1 

39.3 

37.3 

25.6 

35.0 

45.0 

39.5 

38.1 

40.2 

41.3 

42.8 

32.8 

34.0 

30.8 

36.5 

38.8 

18.9 

19.0 

18.8 

10.4 

25.6 

20.0 

19.2 

23.3 

16.3 

18.8 

19.2 

15.8 

20.8 

18.8 

23.1 

19.2 

18.9 

3.0 

4.0 

1.8 

4.5 

3.5 

4.2 

4.0 

3.1 

1.8 

2.6 

2.9 

0.7 

3.0 

6.3 

5.1 

3.8 

2.8 

1.2 

2.4 

1.5 

2.3 

4.2 

0.7 

0.4 

0.5 

1.6 

1.0 

0.7 

0.8 

0.7 

3.8 

1.0 

7.7 

5.8 

9.3 

9.0 

4.7 

11.7 

6.0 

4.9 

9.0 

7.3 

9.6 

7.2 

7.9 

7.6 

2.6 

1.9 

8.0 

10.7 

9.8 

10.9 

3.0 

7.0 

5.0 

5.3 

6.7 

18.1 

9.4 

9.6 

10.5 

12.8 

11.1 

7.7 

5.8 

10.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑦歴史・文化財・景観 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑧ 生涯学習・文化・スポーツ（生涯学習、文化、芸術、スポーツの振興） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 40.3％で最も多くなっており、以下、「どちらかと

いえば満足」が 24.1％、「わからない」が 12.5％、「どちらかといえば不満」が 8.6％、「満足」

が 5.2％、「不満」が 3.6％と続いている。「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』は 29.3％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 29.6％、女性は 29.5％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「どちらかといえば満足」が、その他の年代は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 44.7％、

以下、40 歳代で 31.7％、30 歳代で 31.4％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 40.2％、以下、水口地域で 30.8％、甲南地

域で 28.6％、信楽地域で 23.6％、土山地域で 18.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「どちらかといえば満足」が、その他の年数は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 41.0％、

以下、10 年以上で 29.1％、３年～10 年未満で 28.8％と続いている。 
 

 

5.2 

5.7 

5.6 

5.0 

4.7 

4.2 

24.1 

24.7 

23.8 

27.2 

27.8 

27.8 

40.3 

36.7 

38.0 

36.8 

38.2 

39.5 

8.6 

8.8 

9.4 

10.2 

10.2 

9.7 

3.6 

3.5 

3.0 

3.9 

4.1 

3.8 

12.5 

15.3 

13.3 

11.6 

11.9 

10.6 

5.7 

5.4 

6.8 

5.3 

3.2 

4.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑧生涯学習・文化・スポーツ 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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5.2 

5.2 

5.1 

13.4 

8.1 

6.7 

4.0 

4.0 

3.8 

5.6 

1.0 

6.6 

6.0 

3.5 

12.8 

11.5 

4.4 

24.1 

24.4 

24.4 

31.3 

23.3 

25.0 

21.9 

22.9 

24.8 

25.2 

17.3 

33.6 

22.6 

20.1 

28.2 

17.3 

24.7 

40.3 

39.1 

41.2 

28.4 

39.5 

40.8 

43.7 

43.5 

38.8 

39.3 

51.0 

36.2 

39.2 

41.0 

20.5 

40.4 

41.3 

8.6 

11.2 

6.5 

6.0 

8.1 

7.5 

12.6 

11.2 

6.5 

8.7 

13.5 

4.6 

7.5 

10.4 

7.7 

9.6 

8.5 

3.6 

5.0 

2.3 

6.0 

3.5 

2.5 

3.3 

6.7 

2.3 

3.3 

3.8 

2.6 

4.5 

4.2 

5.1 

7.7 

3.5 

12.5 

11.4 

13.5 

14.9 

14.0 

15.8 

11.9 

10.8 

12.0 

12.9 

7.7 

8.6 

15.5 

13.2 

25.6 

9.6 

11.7 

5.7 

3.6 

7.0 

3.5 

1.7 

2.6 

0.9 

11.7 

4.9 

5.8 

7.9 

4.5 

7.6 

3.8 

5.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑧生涯学習・文化・スポーツ 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 39.8％で最も多くなっており、以下、「どちらと

もいえない」が 21.8％、「重要」が 18.2％、「わからない」が 6.9％、「どちらかといえば重要で

はない」が 1.6％、「重要ではない」が 1.2％と続いている。『重要』は 58.0％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 57.9％、女性は 58.9％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重

要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 71.6％、以下、60 歳代で 63.6％、50 歳代で

61.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 61.2％、以下、甲賀地域で 59.2％、信楽地

域で 56.3％、土山地域で 55.7％、甲南地域で 54.7％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 67.3％、以下、３年未満で 61.5％、

10 年以上で 58.0％と続いている。 
 

 

18.2 

20.0 

20.6 

22.8 

22.3 

22.6 

39.8 

35.7 

36.9 

39.0 

40.0 

40.9 

21.8 

22.4 

21.3 

22.7 

23.5 

22.2 

1.6 

2.0 

1.8 

3.0 

2.6 

2.7 

1.2 

1.6 

1.0 

0.8 

0.9 

0.8 

6.9 

10.5 

6.6 

6.5 

6.0 

5.8 

10.5 

7.8 

11.9 

5.2 

4.7 

5.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑧生涯学習・文化・スポーツ 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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18.2 

17.2 

19.6 

31.3 

24.4 

16.7 

17.2 

17.9 

16.0 

19.3 

16.3 

17.1 

18.9 

16.7 

25.6 

26.9 

17.7 

39.8 

40.7 

39.3 

40.3 

34.9 

37.5 

44.4 

45.7 

36.6 

41.9 

39.4 

42.1 

35.8 

39.6 

35.9 

40.4 

40.3 

21.8 

23.2 

20.5 

14.9 

27.9 

22.5 

26.5 

21.1 

20.3 

18.4 

27.9 

23.0 

23.4 

22.9 

25.6 

25.0 

21.8 

1.6 

2.0 

0.7 

1.5 

3.5 

2.5 

0.7 

1.8 

1.1 

2.4 

0.7 

1.1 

2.1 

2.6 

1.6 

1.2 

1.8 

0.5 

3.0 

2.5 

0.7 

0.9 

0.9 

1.2 

1.5 

2.1 

1.2 

6.9 

5.6 

8.4 

6.0 

2.3 

12.5 

6.0 

6.3 

7.2 

7.1 

6.7 

7.2 

6.8 

6.9 

2.6 

1.9 

7.2 

10.5 

9.4 

10.9 

3.0 

7.0 

5.8 

4.6 

6.3 

17.8 

9.9 

9.6 

9.9 

12.5 

9.7 

7.7 

5.8 

10.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑧生涯学習・文化・スポーツ 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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【３．こぼれる笑顔に応える安心】 

⑨ 地域福祉（高齢者の生きがい、障がい福祉、地域福祉団体、ボランティア、セーフティネット） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、概ね同じ傾向ではあるが、昨年と比較すると「満足」

と「どちらかといえば満足」を合わせた『満足』の割合は増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 36.7％で最も多くなっており、以下、「どちらかと

いえば満足」が 25.2％、「わからない」が 13.6％、「どちらかといえば不満」が 11.0％、「不満」

が 4.6％、「満足」が 3.7％と続いている。『満足』は 28.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 29.0％、女性は 29.3％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満

足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 35.8％、以下、70 歳以上で 33.4％、60 歳代

で 27.4％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 32.3％、以下、信楽地域で 31.3％、水口地

域で 28.7％、甲南地域で 27.2％、土山地域で 26.9％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 35.9％、以下、10 年以上で 29.1％、３年～

10 年未満で 17.3％と続いている。 

3.7 

5.0 

6.3 

4.3 

5.3 

5.8 

25.2 

22.8 

28.8 

27.8 

24.0 

26.6 

36.7 

33.7 

33.9 

36.1 

38.5 

35.9 

11.0 

12.1 

8.2 

9.5 

10.0 

10.5 

4.6 

5.1 

4.6 

5.0 

5.5 

4.9 

13.6 

15.9 

12.5 

13.1 

13.2 

12.3 

5.1 

5.3 

5.7 

4.2 

3.5 

4.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑨地域福祉 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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3.7 

4.2 

3.3 

14.9 

4.7 

4.2 

0.7 

0.9 

4.1 

3.3 

1.9 

6.6 

4.2 

2.1 

15.4 

3.8 

3.2 

25.2 

24.8 

26.0 

20.9 

18.6 

20.0 

21.9 

26.5 

29.3 

25.4 

25.0 

25.7 

23.0 

29.2 

20.5 

13.5 

25.9 

36.7 

38.1 

35.8 

29.9 

40.7 

36.7 

36.4 

38.1 

36.1 

34.6 

35.6 

36.2 

39.2 

39.6 

28.2 

42.3 

37.1 

11.0 

12.4 

9.5 

6.0 

11.6 

12.5 

16.6 

13.0 

8.6 

13.6 

14.4 

7.9 

8.3 

9.7 

17.9 

5.8 

11.0 

4.6 

5.2 

3.9 

7.5 

3.5 

1.7 

5.3 

5.8 

4.3 

3.5 

7.7 

2.6 

5.3 

6.3 

2.6 

5.8 

4.6 

13.6 

11.6 

15.6 

20.9 

17.4 

23.3 

16.6 

13.9 

7.9 

15.1 

10.6 

11.8 

16.6 

7.6 

15.4 

25.0 

13.0 

5.1 

3.6 

6.0 

3.5 

1.7 

2.6 

1.8 

9.7 

4.5 

4.8 

9.2 

3.4 

5.6 

3.8 

5.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑨地域福祉 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 37.4％で最も多くなっており、以下、「重要」が

31.8％、「どちらともいえない」が 12.3％、「わからない」が 5.8％、「どちらかといえば重要で

はない」が 1.5％、「重要ではない」が 0.6％と続いている。『重要』は 69.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 65.6％、女性は 72.5％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「重要」が、その他の年代は「どちらかといえば重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 76.1％、以下、60 歳

代で 74.5％、50 歳代で 74.1％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 70.4％、以下、水口地域で 69.9％、土山地

域で 69.2％、甲南地域で 69.1％、信楽地域で 67.4％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「重要」が、その他の年数は「どちらかといえば重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 79.5％、以下、３年～10

年未満、10 年以上で 69.3％と続いている。 
 

 

31.8 

33.7 

36.5 

40.7 

42.1 

42.3 

37.4 

33.9 

33.9 

33.0 

33.5 

37.0 

12.3 

14.1 

12.5 

13.7 

13.7 

10.9 

1.5 

0.9 

1.4 

2.0 

1.3 

1.1 

0.6 

1.0 

0.7 

0.7 

0.6 

0.6 

5.8 

7.5 

4.4 

4.6 

4.9 

4.0 

10.5 

9.0 

10.6 

5.3 

3.9 

4.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑨地域福祉 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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31.8 

27.5 

35.8 

43.3 

30.2 

29.2 

31.1 

34.1 

29.8 

33.2 

29.8 

34.2 

30.6 

29.2 

46.2 

30.8 

31.4 

37.4 

38.1 

36.7 

32.8 

32.6 

40.0 

43.0 

40.4 

35.2 

36.7 

39.4 

36.2 

38.5 

38.2 

33.3 

38.5 

37.9 

12.3 

15.8 

9.3 

11.9 

24.4 

10.0 

11.9 

12.1 

10.8 

11.5 

13.5 

12.5 

10.9 

15.3 

10.3 

19.2 

12.1 

1.5 

2.2 

0.9 

1.5 

1.2 

4.2 

3.3 

1.3 

0.2 

2.1 

1.0 

0.7 

1.1 

1.4 

5.1 

1.9 

1.3 

0.6 

1.4 

1.5 

1.2 

1.7 

0.9 

0.2 

0.7 

1.9 

1.4 

0.7 

5.8 

5.6 

6.1 

6.0 

2.3 

11.7 

6.0 

4.0 

5.9 

6.4 

5.8 

6.6 

5.7 

4.2 

2.6 

3.8 

6.0 

10.5 

9.4 

11.2 

3.0 

8.1 

3.3 

4.6 

7.2 

17.8 

9.4 

8.7 

9.9 

13.2 

10.4 

2.6 

5.8 

10.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑨地域福祉 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑩ 保健・医療（健康、疾病の予防と早期対策、地域医療体制、国民健康保険、後期高齢者医療保険） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば満足」が 32.1％で最も多くなっており、以下、「どちらと

もいえない」が 30.1％、「どちらかといえば不満」が 12.5％、「不満」が 6.9％、「わからない」

が 6.8％、「満足」が 6.5％と続いている。「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』は 38.6％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば満足」が最も多くなっている。『満足』

の割合をみると、男性は 36.9％、女性は 41.2％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、50 歳代は「どちらともいえない」が、その他の年代は「どち

らかといえば満足」が最も多くなっている（30 歳代は「どちらともいえない」と同率）。『満足』

の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 44.8％、以下、40 歳代で 42.5％、30 歳代で 40.7％

と続いている。 

●居住地域別にみると、信楽地域は「どちらともいえない」が、その他の地域は「どちらかとい

えば満足」が最も多くなっている（甲南地域は「どちらともいえない」と同率）。『満足』の割合

をみると、最も多いのは甲賀地域で 42.8％、以下、甲南地域で 41.9％、水口地域で 37.6％、土

山地域で 35.5％、信楽地域で 34.1％と続いている。 

 

6.5 

8.5 

8.8 

6.7 

7.3 

7.7 

32.1 

29.5 

34.2 

34.5 

32.0 

32.0 

30.1 

28.9 

29.0 

30.0 

34.2 

32.7 

12.5 

11.1 

10.1 

12.2 

11.1 

12.2 

6.9 

6.4 

5.5 

6.3 

6.4 

6.6 

6.8 

10.2 

7.1 

6.3 

6.6 

5.3 

5.1 

5.3 

5.3 

4.1 

2.5 

3.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑩保健・医療 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば満足」が最も多くなっている

（３年～10 年未満は「どちらともいえない」と同率）。『満足』の割合をみると、最も多いのは

３年未満で 46.2％、以下、３年～10 年未満で 42.3％、10 年以上で 37.9％と続いており、年数

が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

 
 

 

6.5 

5.8 

7.0 

22.4 

9.3 

5.0 

2.6 

2.7 

7.0 

5.6 

3.8 

7.9 

8.3 

5.6 

15.4 

11.5 

5.6 

32.1 

31.1 

34.2 

22.4 

31.4 

37.5 

27.2 

34.1 

33.4 

32.0 

31.7 

34.9 

33.6 

28.5 

30.8 

30.8 

32.3 

30.1 

29.7 

30.9 

25.4 

31.4 

25.8 

36.4 

33.2 

28.0 

28.9 

26.0 

29.6 

33.6 

31.3 

25.6 

30.8 

30.7 

12.5 

13.8 

10.7 

10.4 

11.6 

11.7 

15.2 

14.3 

11.3 

13.9 

18.3 

8.6 

7.2 

18.1 

12.8 

15.4 

12.4 

6.9 

8.6 

4.7 

7.5 

4.7 

8.3 

7.9 

8.1 

5.6 

7.5 

9.6 

3.9 

7.2 

4.9 

5.1 

1.9 

7.1 

6.8 

7.6 

6.3 

10.4 

8.1 

9.2 

7.9 

6.7 

5.0 

7.5 

4.8 

7.2 

6.8 

5.6 

7.7 

3.8 

6.8 

5.1 

3.4 

6.1 

1.5 

3.5 

2.5 

2.6 

0.9 

9.7 

4.5 

5.8 

7.9 

3.4 

6.3 

2.6 

5.8 

5.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑩保健・医療 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が僅かに増加している。 

 

 

●全体でみると、「重要」が 44.3％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば重要」が

31.2％、「どちらともいえない」が 8.1％、「わからない」が 4.6％、「どちらかといえば重要では

ない」が 0.9％、「重要ではない」が 0.3％と続いている。『重要』は 75.5％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、

男性は 74.6％、女性は 76.3％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみ

ると、最も多いのは 20 歳代以下で 83.6％、以下、50 歳代で 82.8％、60 歳代で 82.0％と続いて

いる。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「重要」が最も多くなっている（土山地域は「ど

ちらかといえば重要」と同率）。『重要』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 78.8％、以

下、水口地域で 77.0％、甲賀地域で 75.0％、甲南地域で 73.9％、信楽地域で 72.9％と続いてい

る。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは３年未満で 87.2％、以下、３年～10 年未満で 78.8％、10 年以上で 75.5％

と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

44.3 

45.6 

47.2 

51.5 

52.8 

52.4 

31.2 

28.9 

29.2 

30.0 

29.5 

32.3 

8.1 

10.2 

8.7 

9.0 

9.5 

7.5 

0.9 

0.8 

0.7 

0.9 

0.2 

0.9 

0.3 

0.5 

0.5 

0.3 

0.2 

0.5 

4.6 

5.4 

3.4 

3.9 

4.2 

2.6 

10.6 

8.5 

10.3 

4.4 

3.6 

3.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑩保健・医療 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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44.3 

40.9 

47.9 

55.2 

50.0 

43.3 

43.7 

49.3 

39.3 

46.4 

39.4 

45.4 

42.6 

44.4 

59.0 

50.0 

43.8 

31.2 

33.7 

28.4 

28.4 

24.4 

37.5 

39.1 

32.7 

27.8 

30.6 

39.4 

29.6 

31.3 

28.5 

28.2 

28.8 

31.7 

8.1 

9.6 

6.8 

6.0 

14.0 

5.8 

6.6 

6.7 

9.3 

7.3 

5.8 

9.2 

7.9 

11.1 

7.7 

9.6 

8.1 

0.9 

1.4 

0.4 

3.5 

1.3 

0.9 

0.5 

0.9 

1.1 

1.4 

3.8 

0.7 

0.3 

0.4 

0.2 

1.5 

1.7 

0.7 

0.3 

4.6 

4.4 

5.1 

6.0 

1.2 

8.3 

4.6 

3.6 

4.7 

4.9 

6.7 

5.3 

4.2 

2.8 

2.6 

1.9 

4.8 

10.6 

9.6 

11.2 

3.0 

7.0 

3.3 

4.6 

6.7 

18.5 

9.2 

8.7 

10.5 

12.8 

11.8 

2.6 

5.8 

10.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑩保健・医療 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑪ 住まい・ライフライン（良好な住環境、公営住宅、上下水道） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、概ね同じ傾向ではあるが、昨年と比較すると「満足」

と「どちらかといえば満足」を合わせた『満足』の割合は増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば満足」が 37.7％で最も多くなっており、以下、「どちらと

もいえない」が 25.6％、「どちらかといえば不満」が 10.0％、「満足」が 9.6％、「わからない」

が 6.1％、「不満」が 5.6％と続いている。『満足』は 47.3％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば満足」が最も多くなっている。『満足』

の割合をみると、男性は 50.5％、女性は 45.8％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「満足」が、その他の年代は「どちらかといえば満足」が最

も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 58.2％、以下、40 歳

代で 50.9％、60 歳代で 48.8％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば満足」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 52.9％、以下、甲南地域で 48.7％、甲賀地

域で 46.0％、土山地域で 44.2％、信楽地域で 33.4％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば満足」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 58.9％、以下、３年～10 年未満で 50.0％、

10 年以上で 47.0％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

 

9.6 

7.6 

10.4 

8.5 

9.8 

9.7 

37.7 

30.9 

37.7 

38.3 

38.2 

36.0 

25.6 

30.2 

26.5 

30.1 

29.5 

28.2 

10.0 

11.3 

8.8 

8.1 

8.6 

11.3 

5.6 

6.3 

5.2 

5.5 

5.7 

7.1 

6.1 

8.4 

5.1 

4.7 

5.8 

4.4 

5.4 

5.3 

6.2 

4.7 

2.4 

3.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑪住まい・ライフライン 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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9.6 

10.0 

9.1 

35.8 

7.0 

9.2 

5.3 

5.8 

9.5 

10.1 

7.7 

10.5 

11.3 

4.9 

17.9 

15.4 

8.6 

37.7 

40.5 

36.7 

22.4 

36.0 

41.7 

36.4 

43.0 

37.5 

42.8 

36.5 

35.5 

37.4 

28.5 

41.0 

34.6 

38.4 

25.6 

23.0 

27.4 

16.4 

30.2 

18.3 

35.1 

27.8 

23.7 

23.8 

30.8 

25.0 

26.8 

26.4 

17.9 

28.8 

26.0 

10.0 

10.6 

8.9 

6.0 

11.6 

13.3 

9.9 

10.3 

9.0 

9.2 

9.6 

7.9 

8.7 

16.0 

12.8 

7.7 

9.9 

5.6 

6.8 

4.6 

9.0 

8.1 

6.7 

6.0 

7.2 

3.4 

3.5 

6.7 

4.6 

5.3 

12.5 

7.7 

9.6 

5.3 

6.1 

5.6 

6.7 

10.4 

3.5 

9.2 

4.6 

4.5 

6.3 

5.9 

2.9 

7.9 

6.0 

6.9 

2.6 

6.3 

5.4 

3.4 

6.7 

3.5 

1.7 

2.6 

1.3 

10.6 

4.7 

5.8 

8.6 

4.5 

4.9 

3.8 

5.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑪住まい・ライフライン 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「重要」が 43.3％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば重要」が

30.6％、「どちらともいえない」が 9.9％、「わからない」が 4.6％、「どちらかといえば重要では

ない」が 0.7％、「重要ではない」が 0.2％と続いている。『重要』は 73.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、

男性は 75.0％、女性は 73.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみ

ると、最も多いのは 60 歳代で 83.4％、以下、50 歳代で 80.8％、20 歳代以下で 79.1％と続いて

いる。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは土山地域で 76.9％、以下、水口地域で 75.8％、甲賀地域で 73.7％、甲

南地域で 72.1％、信楽地域で 69.4％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「どちらかといえば重要」が、その他の年数は「重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 89.7％、以下、３年～10

年未満で 76.9％、10 年以上で 73.7％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなってい

る。 
 

43.3 

39.4 

41.3 

42.6 

42.6 

41.3 

30.6 

31.6 

32.9 

34.0 

36.1 

38.4 

9.9 

12.7 

10.2 

13.6 

11.7 

11.4 

0.7 

0.7 

1.2 

0.9 

1.3 

0.8 

0.2 

0.5 

0.4 

0.4 

0.2 

0.5 

4.6 

6.1 

3.2 

3.8 

4.3 

2.9 

10.7 

9.0 

10.8 

4.7 

3.8 

4.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑪住まい・ライフライン 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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43.3 

42.1 

44.6 

59.7 

55.8 

45.8 

45.0 

47.1 

35.0 

43.8 

41.3 

42.8 

41.9 

46.5 

41.0 

57.7 

42.8 

30.6 

32.9 

28.4 

19.4 

19.8 

32.5 

35.8 

36.3 

29.1 

32.0 

35.6 

30.9 

30.2 

22.9 

48.7 

19.2 

30.9 

9.9 

10.4 

9.5 

7.5 

16.3 

6.7 

10.6 

6.7 

11.5 

9.4 

8.7 

10.5 

9.8 

12.5 

5.1 

17.3 

9.8 

0.7 

0.8 

0.5 

1.2 

2.5 

0.4 

0.5 

0.2 

1.0 

1.1 

1.4 

0.7 

0.2 

0.2 

0.2 

1.5 

0.2 

0.5 

0.2 

4.6 

4.2 

5.3 

9.0 

1.2 

9.2 

4.0 

2.7 

4.7 

4.7 

4.8 

4.6 

3.8 

6.3 

2.6 

4.9 

10.7 

9.4 

11.6 

3.0 

5.8 

3.3 

4.6 

6.7 

19.0 

9.4 

8.7 

11.2 

13.2 

10.4 

2.6 

5.8 

10.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑪住まい・ライフライン 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑫ 安全・防災（事故予防、防犯、消防、地域の防災体制、土砂災害） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、概ね同じ傾向ではあるが、昨年と比較すると「満足」

と「どちらかといえば満足」を合わせた『満足』の割合は増加している。 

 
 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 33.5％で最も多くなっており、以下、「どちらかと

いえば満足」が 30.4％、「わからない」が 9.2％、「どちらかといえば不満」が 8.9％、「満足」

が 6.3％、「不満」が 6.1％と続いている。『満足』は 36.7％となっている。 

●性別にみると、男性は「どちらかといえば満足」が、女性は「どちらともいえない」が最も多

くなっている。『満足』の割合をみると、男性は 38.5％、女性は 35.7％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「どちらかといえば満足」が、その他の年代は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 58.2％、

以下、30 歳代で 38.4％、40 歳代で 38.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、甲賀地域は「どちらかといえば満足」が、その他の地域は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 41.5％、

以下、甲南地域で 39.2％、水口地域で 38.1％、土山地域で 31.7％、信楽地域で 27.8％と続いて

いる。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「どちらともいえない」が、その他の年数は「どちらかと

いえば満足」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 53.9％、

以下、３年～10 年未満で 38.4％、10 年以上で 36.1％と続いており、年数が長くなるにつれて

少なくなっている。 

6.3 

6.0 

7.6 

5.8 

6.3 

5.7 

30.4 

28.8 

29.5 

32.8 

28.0 

30.7 

33.5 

35.0 

34.6 

35.6 

37.1 

34.2 

8.9 

9.2 

8.7 

9.4 

11.9 

12.9 

6.1 

3.9 

5.0 

5.0 

6.4 

5.5 

9.2 

11.6 

7.9 

6.6 

7.9 

7.3 

5.6 

5.5 

6.6 

4.8 

2.4 

3.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑫安全・防災 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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6.3 

6.6 

6.1 

22.4 

7.0 

7.5 

2.6 

3.1 

6.1 

4.9 

3.8 

7.9 

9.4 

4.2 

15.4 

3.8 

5.8 

30.4 

31.9 

29.6 

35.8 

31.4 

30.8 

31.8 

31.4 

28.9 

33.2 

27.9 

33.6 

29.8 

23.6 

38.5 

34.6 

30.3 

33.5 

31.3 

35.6 

17.9 

37.2 

31.7 

36.4 

34.5 

34.1 

33.6 

40.4 

28.3 

32.8 

34.7 

15.4 

32.7 

34.5 

8.9 

11.6 

6.1 

7.5 

7.0 

8.3 

8.6 

13.9 

7.2 

9.2 

6.7 

5.9 

7.5 

15.3 

10.3 

5.8 

9.1 

6.1 

7.2 

4.9 

6.0 

5.8 

5.0 

8.6 

9.4 

3.8 

4.5 

6.7 

4.6 

6.4 

11.1 

5.1 

9.6 

5.9 

9.2 

7.4 

11.1 

10.4 

8.1 

15.0 

9.3 

6.7 

8.6 

9.4 

7.7 

11.2 

10.6 

4.9 

15.4 

9.6 

8.7 

5.6 

4.0 

6.5 

3.5 

1.7 

2.6 

0.9 

11.3 

5.2 

6.7 

8.6 

3.4 

6.3 

3.8 

5.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑫安全・防災 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「重要」が 47.8％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば重要」が

27.5％、「どちらともいえない」が 8.7％、「わからない」が 4.9％、「どちらかといえば重要では

ない」が 0.5％、「重要ではない」が 0.2％と続いている。『重要』は 75.3％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、

男性は 75.2％、女性は 75.4％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみ

ると、最も多いのは 60 歳代で 84.8％、以下、50 歳代で 82.8％、30 歳代で 81.4％と続いてい

る。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは水口地域で 77.6％、以下、甲南地域で 76.2％、信楽地域で 73.6％、甲

賀地域で 73.0％、土山地域で 70.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは３年未満で 89.7％、以下、３年～10 年未満で 80.8％、10 年以上で 75.1％

と続いている。 
 

 

47.8 

44.9 

48.8 

50.6 

55.5 

52.5 

27.5 

28.1 

27.4 

29.8 

28.2 

30.1 

8.7 

10.4 

8.5 

10.1 

7.6 

8.9 

0.5 

0.7 

0.6 

0.8 

0.6 

0.7 

0.2 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.3 

4.9 

6.2 

3.4 

3.9 

4.3 

3.2 

10.4 

9.1 

10.9 

4.6 

3.6 

4.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑫安全・防災 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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47.8 

44.3 

50.5 

58.2 

60.5 

47.5 

51.7 

53.4 

39.7 

49.6 

40.4 

48.0 

47.5 

48.6 

56.4 

59.6 

47.2 

27.5 

30.9 

24.9 

20.9 

20.9 

26.7 

31.1 

31.4 

26.6 

28.0 

29.8 

25.0 

28.7 

25.0 

33.3 

21.2 

27.9 

8.7 

9.8 

7.9 

9.0 

9.3 

12.5 

7.9 

5.4 

9.7 

6.6 

14.4 

11.2 

7.2 

11.1 

5.1 

13.5 

8.7 

0.5 

0.6 

0.2 

1.2 

1.7 

0.2 

0.2 

1.0 

1.4 

0.4 

0.2 

0.4 

1.5 

0.8 

0.5 

0.2 

4.9 

4.6 

5.4 

7.5 

2.3 

7.5 

4.6 

3.6 

5.2 

5.6 

5.8 

5.3 

4.2 

3.5 

2.6 

5.2 

10.4 

9.4 

11.1 

3.0 

5.8 

3.3 

4.6 

6.3 

18.5 

9.4 

8.7 

10.5 

12.5 

10.4 

2.6 

5.8 

10.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑫安全・防災 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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【４．うみだす活力受けつぐ伝統】 

⑬ 農林畜水産（農林畜水産業振興、地域ブランド、鳥獣害対策） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 
 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 35.2％で最も多くなっており、以下、「わからない」

が 20.5％、「どちらかといえば不満」が 14.1％、「どちらかといえば満足」が 12.6％、「不満」

が 8.7％、「満足」が 2.6％と続いている。「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』は 15.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 16.8％、女性は 14.0％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「わからない」が、その他の年代は「どちらともいえない」

が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 26.8％、以下、

30 歳代で 21.0％、40 歳代で 18.4％と続いており、年代が下がるにつれて多くなっている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 17.2％、以下、甲南地域で 17.0％、甲賀地

域で 13.8％、土山地域で 13.5％、信楽地域で 9.0％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「わからない」が、その他の年数は「どちらともいえない」

が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 35.9％、以下、３年

～10 年未満で 15.3％、10 年以上で 14.5％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっ

ている。 

2.6 

3.0 

2.2 

2.4 

2.1 

1.6 

12.6 

11.3 

14.3 

13.8 

11.9 

12.2 

35.2 

34.9 

37.2 

35.0 

38.6 

34.2 

14.1 

12.2 

11.3 

15.1 

15.4 

15.8 

8.7 

7.1 

6.3 

9.5 

6.8 

9.6 

20.5 

25.4 

20.7 

19.3 

21.3 

21.5 

6.3 

5.9 

8.0 

5.0 

3.8 

5.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑬農林畜水産 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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2.6 

4.2 

1.4 

11.9 

4.7 

4.2 

2.0 

1.8 

1.1 

3.1 

1.0 

3.9 

3.0 

0.7 

10.3 

3.8 

2.3 

12.6 

12.6 

12.6 

14.9 

16.3 

14.2 

12.6 

12.1 

11.3 

14.1 

12.5 

9.9 

14.0 

8.3 

25.6 

11.5 

12.2 

35.2 

34.9 

35.3 

26.9 

37.2 

37.5 

45.7 

34.5 

32.3 

37.2 

29.8 

34.2 

38.1 

29.2 

17.9 

42.3 

35.6 

14.1 

18.6 

10.5 

7.5 

7.0 

9.2 

10.6 

20.6 

15.8 

10.4 

17.3 

20.4 

9.4 

25.7 

15.4 

15.1 

8.7 

10.2 

7.4 

9.0 

4.7 

5.0 

6.6 

12.1 

9.3 

4.7 

22.1 

10.5 

7.9 

9.7 

2.6 

5.8 

9.0 

20.5 

15.8 

24.6 

29.9 

26.7 

27.5 

19.2 

17.5 

17.8 

24.2 

10.6 

15.1 

22.3 

18.8 

28.2 

30.8 

19.5 

6.3 

3.6 

8.2 

3.5 

2.5 

3.3 

1.3 

12.4 

6.4 

6.7 

5.9 

5.3 

7.6 

5.8 

6.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑬農林畜水産 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 34.7％で最も多くなっており、以下、「重要」が

22.1％、「どちらともいえない」が 19.0％、「わからない」が 10.0％、「どちらかといえば重要で

はない」が 1.3％、「重要ではない」が 1.0％と続いている。『重要』は 56.8％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 57.7％、女性は 56.7％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重

要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 68.7％、以下、60 歳代で 65.5％、50 歳代で

60.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 65.4％、以下、甲賀地域で 63.8％、信楽地

域で 58.3％、水口地域で 54.1％、甲南地域で 53.5％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 69.2％、以下、３年～10 年未満で 59.6％、

10 年以上で 56.8％と続いており、居住年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

 

22.1 

21.9 

20.6 

23.3 

25.5 

24.1 

34.7 

31.9 

34.2 

34.7 

35.2 

37.9 

19.0 

21.1 

20.3 

23.3 

22.2 

22.3 

1.3 

2.0 

1.8 

2.3 

2.9 

1.7 

1.0 

1.1 

0.6 

0.8 

1.1 

0.9 

10.0 

12.5 

9.9 

9.3 

8.6 

7.8 

11.8 

9.6 

12.6 

6.3 

4.5 

5.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑬農林畜水産 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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22.1 

21.8 

22.3 

26.9 

23.3 

19.2 

17.9 

24.7 

21.9 

20.7 

26.9 

28.3 

17.7 

24.3 

33.3 

23.1 

21.7 

34.7 

35.9 

34.4 

41.8 

30.2 

37.5 

42.4 

40.8 

28.2 

33.4 

38.5 

35.5 

35.8 

34.0 

35.9 

36.5 

35.1 

19.0 

21.4 

16.5 

14.9 

26.7 

19.2 

24.5 

18.4 

16.7 

19.1 

15.4 

18.4 

22.3 

16.0 

23.1 

25.0 

18.7 

1.3 

2.2 

0.5 

5.8 

3.3 

0.7 

0.9 

0.5 

2.1 

1.0 

2.8 

3.8 

1.1 

1.0 

1.4 

0.5 

3.0 

2.3 

2.5 

0.7 

0.5 

0.9 

1.0 

1.9 

1.0 

10.0 

7.6 

12.1 

10.4 

4.7 

15.0 

9.3 

7.2 

11.3 

12.7 

6.7 

7.2 

8.7 

9.7 

2.6 

3.8 

10.5 

11.8 

9.6 

13.7 

3.0 

7.0 

3.3 

4.6 

8.1 

21.0 

11.1 

10.6 

10.5 

13.6 

13.2 

2.6 

7.7 

11.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑬農林畜水産 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑭ 商工観光（商業、地場産業、工業、観光振興） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「どちらかといえば不満」と「不満」を合わせた『不

満』の割合が減少している。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 39.5％で最も多くなっており、以下、「わからない」

が 18.5％、「どちらかといえば満足」が 14.1％、「どちらかといえば不満」が 13.2％、「不満」

が 5.9％、「満足」が 2.8％と続いている。「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』は 16.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 18.6％、女性は 15.5％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満

足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 31.3％、以下、40 歳代で 22.5％、30 歳代で

21.0％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 20.9％、以下、甲南地域で 17.4％、甲賀地

域で 14.4％、信楽地域で 11.8％、土山地域で 10.6％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 33.4％、以下、３年～10 年未満で 27.0％、

10 年以上で 15.7％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 

2.8 

3.1 

2.3 

2.3 

1.6 

1.6 

14.1 

14.7 

15.6 

13.9 

15.0 

13.4 

39.5 

36.9 

37.0 

37.2 

37.6 

38.2 

13.2 

13.1 

14.4 

16.6 

17.8 

18.7 

5.9 

6.4 

6.4 

7.4 

6.7 

6.6 

18.5 

19.6 

15.7 

17.3 

17.7 

16.4 

5.9 

6.2 

8.6 

5.2 

3.5 

5.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑭商工観光 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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2.8 

4.2 

1.8 

11.9 

4.7 

5.8 

3.3 

0.4 

1.4 

3.3 

1.0 

3.9 

3.4 

0.7 

10.3 

5.8 

2.2 

14.1 

14.4 

13.7 

19.4 

16.3 

16.7 

15.2 

15.7 

11.1 

17.6 

9.6 

10.5 

14.0 

11.1 

23.1 

21.2 

13.5 

39.5 

40.9 

38.9 

26.9 

39.5 

37.5 

39.7 

43.0 

40.2 

38.6 

39.4 

40.1 

41.5 

38.9 

30.8 

28.8 

41.0 

13.2 

15.8 

11.1 

9.0 

14.0 

11.7 

17.9 

15.2 

11.5 

11.8 

14.4 

15.1 

12.1 

16.7 

10.3 

11.5 

13.5 

5.9 

7.2 

4.4 

9.0 

5.8 

6.7 

4.0 

6.7 

5.2 

4.5 

16.3 

5.3 

3.8 

6.3 

2.6 

7.7 

5.8 

18.5 

14.0 

22.5 

23.9 

16.3 

20.0 

17.2 

17.5 

18.7 

18.8 

12.5 

18.4 

21.1 

17.4 

23.1 

19.2 

17.9 

5.9 

3.4 

7.7 

3.5 

1.7 

2.6 

1.3 

12.0 

5.4 

6.7 

6.6 

4.2 

9.0 

5.8 

6.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑭商工観光 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 36.3％で最も多くなっており、以下、「重要」が

20.3％、「どちらともいえない」が 19.9％、「わからない」が 9.5％、「どちらかといえば重要で

はない」が 1.6％、「重要ではない」が 0.8％と続いている。『重要』は 56.6％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 57.3％、女性は 56.7％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重

要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 68.6％、以下、50 歳代で 68.3％、60 歳代で

61.0％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 59.6％、以下、水口地域で 59.5％、甲南地

域で 55.1％、甲賀地域で 53.9％、信楽地域で 52.8％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている

（３年未満は「重要」と同率）。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 71.8％、以

下、３年～10 年未満で 69.2％、10 年以上で 55.8％と続いており、年数が長くなるにつれて少

なくなっている。 
 

20.3 

23.8 

22.3 

26.3 

27.8 

25.8 

36.3 

32.2 

34.8 

36.1 

37.1 

37.7 

19.9 

20.7 

19.6 

20.6 

19.7 

22.0 

1.6 

1.5 

1.5 

1.4 

2.2 

1.8 

0.8 

1.2 

0.8 

0.5 

0.9 

0.7 

9.5 

10.8 

8.1 

8.4 

7.8 

6.8 

11.5 

9.7 

12.9 

6.7 

4.5 

5.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑭商工観光 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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20.3 

22.8 

18.6 

31.3 

22.1 

20.0 

21.9 

20.6 

17.6 

20.7 

23.1 

18.4 

16.6 

25.7 

35.9 

26.9 

19.3 

36.3 

34.5 

38.1 

37.3 

38.4 

35.8 

46.4 

40.4 

30.7 

38.8 

36.5 

35.5 

38.5 

27.1 

35.9 

42.3 

36.5 

19.9 

22.6 

17.7 

14.9 

24.4 

18.3 

17.9 

22.4 

20.1 

18.1 

20.2 

23.0 

20.8 

20.8 

17.9 

19.2 

20.4 

1.6 

2.4 

1.1 

3.0 

3.5 

3.3 

1.3 

1.4 

1.2 

1.9 

3.3 

0.4 

3.5 

2.6 

1.7 

0.8 

0.6 

0.5 

1.5 

2.5 

0.7 

0.4 

0.2 

0.5 

0.7 

1.1 

0.7 

0.7 

9.5 

7.4 

11.1 

9.0 

4.7 

16.7 

7.9 

6.7 

10.2 

10.1 

8.7 

7.9 

9.4 

9.7 

5.1 

3.8 

9.8 

11.5 

9.6 

13.0 

3.0 

7.0 

3.3 

5.3 

8.1 

19.9 

10.6 

9.6 

11.2 

13.2 

12.5 

2.6 

7.7 

11.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑭商工観光 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑮ 活躍・雇用（就労支援、女性の活躍、勤労者福祉） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「どちらかといえば不満」と「不満」を合わせた『不

満』の割合が減少している。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 41.6％で最も多くなっており、以下、「わからない」

が 20.5％、「どちらかといえば満足」が 12.7％、「どちらかといえば不満」が 11.0％、「不満」

が 4.8％、「満足」が 2.7％と続いている。『満足』は 15.4％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 17.2％、女性は 14.1％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満

足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 28.3％、以下、40 歳代で 23.3％、30 歳代で

16.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 17.6％、以下、甲南地域で 16.3％、甲賀地

域で 15.1％、信楽地域で 11.1％、土山地域で 10.6％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 30.8％、以下、３年～10 年未満で 21.2％、

10 年以上で 14.4％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

 

2.7 

2.6 

2.1 

1.9 

1.8 

1.7 

12.7 

13.2 

13.3 

12.8 

12.2 

11.7 

41.6 

39.2 

40.5 

40.8 

42.4 

42.0 

11.0 

12.0 

12.8 

14.8 

13.6 

15.1 

4.8 

6.7 

5.5 

6.8 

7.3 

6.1 

20.5 

19.9 

17.6 

16.9 

18.9 

18.0 

6.6 

6.3 

8.3 

6.0 

3.9 

5.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑮活躍・雇用 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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2.7 

3.0 

2.5 

14.9 

3.5 

5.0 

1.3 

0.4 

1.8 

2.8 

4.6 

3.8 

0.7 

10.3 

5.8 

2.1 

12.7 

14.2 

11.6 

13.4 

12.8 

18.3 

13.2 

10.8 

11.7 

14.8 

10.6 

10.5 

12.5 

10.4 

20.5 

15.4 

12.3 

41.6 

44.7 

39.3 

31.3 

41.9 

37.5 

47.0 

48.4 

39.1 

40.2 

46.2 

44.7 

41.1 

41.0 

30.8 

38.5 

42.7 

11.0 

11.0 

10.7 

10.4 

14.0 

11.7 

8.6 

16.6 

8.6 

11.5 

11.5 

11.8 

11.7 

7.6 

12.8 

13.5 

11.0 

4.8 

6.2 

3.5 

4.5 

9.3 

4.2 

6.6 

5.8 

2.9 

3.3 

8.7 

3.3 

3.0 

11.1 

5.1 

3.8 

4.8 

20.5 

16.4 

24.2 

25.4 

15.1 

21.7 

18.5 

16.1 

23.0 

20.5 

14.4 

19.1 

23.4 

20.1 

20.5 

17.3 

20.2 

6.6 

4.4 

8.2 

3.5 

1.7 

4.6 

1.8 

12.9 

6.8 

8.7 

5.9 

4.5 

9.0 

5.8 

6.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑮活躍・雇用 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「重要」と「どちらかといえば重要」を合わせた『重

要』の割合が減少している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 34.3％で最も多くなっており、以下、「重要」が

26.6％、「どちらともいえない」が 16.7％、「わからない」が 9.2％、「どちらかといえば重要で

はない」が 1.1％、「重要ではない」が 0.5％と続いている。『重要』は 60.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 61.5％、女性は 60.6％となっている。 

●年代別にみると、30 歳代は「重要」が、その他の年代は「どちらかといえば重要」が最も多

くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 73.1％、以下、40 歳代で

72.5％、50 歳代で 68.8％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 65.4％、以下、水口地域で 62.6％、甲賀地

域で 61.2％、甲南地域で 58.5％、信楽地域で 57.6％と続いている。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「どちらかといえば重要」が、その他の年数は「重要」が

最も多くなっている（３年未満は「どちらかといえば重要」と同率）。『重要』の割合をみると、

最も多いのは３年未満で 82.0％、以下、３年～10 年未満で 69.3％、10 年以上で 60.2％と続い

ており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

26.6 

28.8 

28.3 

31.5 

32.9 

31.9 

34.3 

32.4 

33.1 

35.1 

37.4 

37.0 

16.7 

17.7 

16.8 

18.3 

17.2 

18.3 

1.1 

0.7 

1.4 

1.2 

1.0 

1.5 

0.5 

0.7 

0.8 

0.3 

0.4 

0.6 

9.2 

10.1 

6.9 

6.8 

6.7 

5.6 

11.6 

9.7 

12.7 

6.9 

4.3 

5.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑮活躍・雇用 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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26.6 

24.6 

28.1 

34.3 

41.9 

32.5 

23.8 

27.4 

21.0 

30.1 

21.2 

22.4 

26.0 

25.0 

41.0 

38.5 

25.4 

34.3 

36.9 

32.5 

38.8 

25.6 

40.0 

45.0 

38.6 

28.2 

32.5 

44.2 

38.8 

32.5 

32.6 

41.0 

30.8 

34.8 

16.7 

18.4 

15.4 

11.9 

22.1 

10.8 

19.2 

18.4 

16.5 

16.2 

14.4 

15.1 

17.7 

19.4 

12.8 

19.2 

17.0 

1.1 

2.0 

0.4 

1.5 

1.2 

0.8 

2.2 

0.9 

0.7 

1.9 

1.3 

1.1 

1.4 

1.2 

0.5 

0.6 

0.5 

1.5 

0.8 

0.7 

0.4 

0.5 

0.7 

0.7 

0.4 

0.7 

0.6 

9.2 

7.6 

10.4 

9.0 

2.3 

11.7 

6.6 

4.9 

12.6 

9.4 

8.7 

10.5 

8.3 

8.3 

2.6 

3.8 

9.4 

11.6 

9.8 

12.8 

3.0 

7.0 

3.3 

4.6 

8.1 

20.3 

10.4 

9.6 

11.2 

14.0 

12.5 

2.6 

7.7 

11.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑮活躍・雇用 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑯ 道路（広域幹線道路、道路整備） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』の割合が増加している。 

 
※H29～R5 調査は「道路・交通（広域幹線道路、道路整備、鉄道、バス）」の調査項目で実施しています。  

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 26.1％で最も多くなっており、以下、「どちらかと

いえば満足」が 25.1％、「どちらかといえば不満」が 17.9％、「不満」が 13.4％、「わからない」

が 7.3％、「満足」が 4.7％と続いている。『満足』は 29.8％となっている。 

●性別にみると、男性は「どちらかといえば満足」が、女性は「どちらともいえない」が最も多

くなっている。『満足』の割合をみると、男性は 33.3％、女性は 27.4％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、50 歳代は「どちらかといえば満足」が、その他の年代は「ど

ちらともいえない」が最も多くなっている（50 歳代は「どちらともいえない」と同率）。『満足』

の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 47.7％、以下、40 歳代で 33.3％、50 歳代で 32.4％

と続いている。 

●居住地域別にみると、水口地域は「どちらかといえば満足」が、信楽地域は「どちらかといえ

ば不満」が、その他の地域は「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の割合を

みると、最も多いのは甲賀地域で 38.1％、以下、水口地域で 32.7％、甲南地域で 29.0％、土山

地域で 25.0％、信楽地域で 18.8％と続いている。 

 

4.7 

4.0 

3.0 

3.1 

3.1 

2.7 

25.1 

12.6 

17.4 

15.4 

16.7 

17.6 

26.1 

22.8 

27.0 

24.2 

26.0 

23.0 

17.9 

24.4 

21.3 

25.2 

25.1 

24.7 

13.4 

22.7 

17.9 

22.5 

21.8 

24.5 

7.3 

7.6 

6.3 

5.1 

4.7 

4.0 

5.5 

5.9 

7.1 

4.6 

2.6 

3.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑯道路 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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●居住年数別にみると、３年未満は「どちらかといえば満足」が、その他の年数は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 48.7％、

以下、３年～10 年未満で 32.7％、10 年以上で 29.0％と続いており、年数が長くなるにつれて

少なくなっている。 

 

 

4.7 

5.4 

4.2 

11.9 

5.8 

10.8 

4.6 

1.8 

3.4 

5.4 

1.9 

7.2 

4.5 

2.8 

15.4 

9.6 

4.1 

25.1 

27.9 

23.2 

35.8 

25.6 

22.5 

27.8 

23.8 

23.9 

27.3 

23.1 

30.9 

24.5 

16.0 

33.3 

23.1 

24.9 

26.1 

24.0 

27.9 

16.4 

36.0 

26.7 

27.8 

26.9 

24.8 

25.4 

25.0 

32.2 

27.9 

19.4 

23.1 

26.9 

26.4 

17.9 

17.2 

18.6 

14.9 

10.5 

17.5 

16.6 

21.5 

18.7 

17.9 

18.3 

10.5 

18.5 

25.0 

15.4 

13.5 

18.6 

13.4 

16.4 

10.7 

11.9 

14.0 

11.7 

16.6 

18.4 

10.2 

11.5 

18.3 

5.3 

13.6 

23.6 

10.3 

15.4 

13.5 

7.3 

5.4 

8.8 

9.0 

5.8 

9.2 

4.0 

6.3 

7.9 

7.5 

4.8 

8.6 

6.8 

6.3 

2.6 

7.7 

6.8 

5.5 

3.6 

6.7 

2.3 

1.7 

2.6 

1.3 

11.1 

4.9 

8.7 

5.3 

4.2 

6.9 

3.8 

5.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑯道路 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「重要」と「どちらかといえば重要」を合わせた『重

要』の割合が減少している。 

 

※H29～R5 調査は「道路・交通（広域幹線道路、道路整備、鉄道、バス）」の調査項目で実施しています。  

●全体でみると、「重要」が 36.4％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば重要」が

34.3％、「どちらともいえない」が 11.5％、「わからない」が 4.7％、「どちらかといえば重要で

はない」が 1.8％、「重要ではない」が 0.7％と続いている。『重要』は 70.7％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、

男性は 73.4％、女性は 69.0％となっている。 

●年代別にみると、40 歳代、50 歳代は「どちらかといえば重要」が、その他の年代は「重要」

が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 60 歳代で 79.8％、以下、20 歳

代以下で 76.1％、50 歳代で 74.8％と続いている。 

●居住地域別にみると、甲賀地域は「どちらかといえば重要」が、その他の地域は「重要」が最

も多くなっている（甲南地域は「どちらかといえば重要」と同率）。『重要』の割合をみると、最

も多いのは水口地域で 72.5％、以下、信楽地域で 72.2％、土山地域で 71.1％、甲賀地域で 69.1％、

甲南地域で 68.6％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「重要」が最も多くなっている（３年未満は「ど

ちらかといえば重要」と同率）。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年～10年未満で80.8％、

以下、３年未満で 77.0％、10 年以上で 70.8％と続いている。 

36.4 

45.9 

40.6 

49.0 

49.3 

45.9 

34.3 

28.6 

31.3 

28.5 

30.6 

33.8 

11.5 

8.7 

9.9 

10.8 

10.4 

10.6 

1.8 

1.7 

1.1 

1.4 

1.2 

1.3 

0.7 

0.6 

0.9 

0.7 

0.6 

0.9 

4.7 

5.5 

4.3 

4.0 

3.8 

3.1 

10.5 

9.0 

11.9 

5.6 

4.0 

4.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑯道路 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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36.4 

36.9 

36.0 

41.8 

45.3 

34.2 

35.1 

41.7 

31.8 

38.4 

36.5 

30.9 

34.3 

40.3 

38.5 

48.1 

35.9 

34.3 

36.5 

33.0 

34.3 

29.1 

39.2 

39.7 

38.1 

30.7 

34.1 

34.6 

38.2 

34.3 

31.9 

38.5 

32.7 

34.9 

11.5 

11.2 

11.6 

10.4 

14.0 

12.5 

13.2 

10.8 

10.8 

9.6 

15.4 

12.5 

13.6 

9.0 

15.4 

11.5 

11.4 

1.8 

1.8 

1.8 

3.0 

3.5 

3.3 

2.6 

0.4 

1.4 

2.1 

1.3 

2.3 

2.1 

2.6 

1.9 

0.7 

0.8 

0.7 

1.5 

1.7 

1.1 

1.2 

0.8 

0.7 

0.8 

4.7 

3.6 

5.6 

6.0 

2.3 

5.0 

4.6 

1.8 

6.1 

5.2 

4.8 

5.9 

2.6 

4.9 

2.6 

1.9 

4.6 

10.5 

9.2 

11.4 

3.0 

5.8 

4.2 

4.6 

7.2 

18.1 

9.4 

8.7 

11.2 

12.1 

11.1 

2.6 

5.8 

10.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑯道路 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑰ 交通（鉄道、バス） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』の割合が減少している。 

 
※H29～R5 調査は「道路・交通（広域幹線道路、道路整備、鉄道、バス）」の調査項目で実施しています。  

●全体でみると、「不満」が 29.1％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば不満」が

24.7％、「どちらともいえない」が 22.3％、「どちらかといえば満足」が 10.2％、「わからない」

が 6.7％、「満足」が 2.3％と続いている。『満足』は 12.5％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「不満」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、

男性は 15.4％、女性は 10.0％となっている。 

●年代別にみると、70 歳以上は「どちらかといえば不満」が、その他の年代は「不満」が最も

多くなっている（30 歳代は「どちらともいえない」と同率）。『満足』の割合をみると、最も多

いのは 20 歳代以下で 23.8％、以下、70 歳以上で 15.8％、40 歳代で 10.0％と続いている。 

●居住地域別にみると、水口地域は「どちらかといえば不満」が、その他の地域は「不満」が最

も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 15.5％、以下、甲南地域

で 12.4％、甲賀地域で 11.2％、土山地域で 9.7％、信楽地域で 7.0％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「不満」が最も多くなっている（３年～10 年未

満は「どちらともいえない」と同率）。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 23.1％、

以下、３年～10 年未満で 13.5％、10 年以上で 12.1％と続いており、年数が長くなるにつれて

少なくなっている。 

2.3 

4.0 

3.0 

3.1 

3.1 

2.7 

10.2 

12.6 

17.4 

15.4 

16.7 

17.6 

22.3 

22.8 

27.0 

24.2 

26.0 

23.0 

24.7 

24.4 

21.3 

25.2 

25.1 

24.7 

29.1 

22.7 

17.9 

22.5 

21.8 

24.5 

6.7 

7.6 

6.3 

5.1 

4.7 

4.0 

4.7 

5.9 

7.1 

4.6 

2.6 

3.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑰交通 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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2.3 

4.0 

0.9 

10.4 

2.3 

1.7 

0.7 

1.3 

2.3 

2.6 

1.0 

2.6 

2.6 

1.4 

7.7 

5.8 

1.9 

10.2 

11.4 

9.1 

13.4 

5.8 

8.3 

5.3 

8.5 

13.5 

12.9 

8.7 

8.6 

9.8 

5.6 

15.4 

7.7 

10.2 

22.3 

21.8 

23.0 

16.4 

29.1 

22.5 

21.2 

24.7 

21.4 

23.1 

25.0 

25.0 

22.3 

16.0 

20.5 

28.8 

22.1 

24.7 

24.0 

26.1 

20.9 

25.6 

25.0 

27.8 

24.2 

24.6 

25.9 

19.2 

23.7 

24.2 

28.5 

23.1 

21.2 

25.3 

29.1 

28.7 

28.9 

34.3 

29.1 

29.2 

37.1 

35.0 

22.1 

23.5 

32.7 

26.3 

33.2 

38.2 

25.6 

28.8 

29.4 

6.7 

6.4 

6.7 

4.5 

5.8 

11.7 

6.0 

5.4 

6.3 

7.8 

5.8 

8.6 

4.5 

4.9 

7.7 

5.8 

6.2 

4.7 

3.6 

5.3 

2.3 

1.7 

2.0 

0.9 

9.7 

4.2 

7.7 

5.3 

3.4 

5.6 

1.9 

4.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑰交通 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 

※H29～R5 調査は「道路・交通（広域幹線道路、道路整備、鉄道、バス）」の調査項目で実施しています。  

●全体でみると、「重要」が 45.8％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば重要」が

28.5％、「どちらともいえない」が 8.8％、「わからない」が 4.6％、「どちらかといえば重要では

ない」が 1.5％、「重要ではない」が 0.8％と続いている。「重要」と「どちらかといえば重要」

を合わせた『重要』は 74.3％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、

男性は 73.4％、女性は 75.6％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみ

ると、最も多いのは 50 歳代で 83.5％、以下、60 歳代で 82.5％、20 歳代以下で 82.1％と続いて

いる。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは信楽地域で 76.4％、以下、甲賀地域で 75.6％、水口地域で 74.4％、土

山地域で 74.0％、甲南地域で 73.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは３年未満で 79.5％、以下、３年～10 年未満で 78.9％、10 年以上で 74.7％

と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

45.8 

45.9 

40.6 

49.0 

49.3 

45.9 

28.5 

28.6 

31.3 

28.5 

30.6 

33.8 

8.8 

8.7 

9.9 

10.8 

10.4 

10.6 

1.5 

1.7 

1.1 

1.4 

1.2 

1.3 

0.8 

0.6 

0.9 

0.7 

0.6 

0.9 

4.6 

5.5 

4.3 

4.0 

3.8 

3.1 

9.9 

9.0 

11.9 

5.6 

4.0 

4.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑰交通 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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45.8 

44.9 

47.0 

59.7 

48.8 

44.2 

47.7 

52.0 

39.3 

44.0 

37.5 

48.0 

47.9 

50.7 

56.4 

46.2 

45.8 

28.5 

28.5 

28.6 

22.4 

29.1 

27.5 

35.8 

30.5 

26.6 

30.4 

36.5 

27.6 

25.3 

25.7 

23.1 

32.7 

28.9 

8.8 

10.2 

7.9 

7.5 

11.6 

13.3 

7.3 

6.3 

9.3 

8.9 

8.7 

7.2 

11.3 

5.6 

7.7 

11.5 

8.9 

1.5 

2.0 

0.9 

1.5 

2.3 

2.5 

1.8 

1.4 

1.4 

1.0 

2.0 

0.8 

2.8 

5.1 

1.4 

0.8 

1.2 

0.4 

1.5 

1.2 

1.7 

0.4 

0.7 

0.7 

1.0 

1.1 

0.7 

1.9 

0.7 

4.6 

4.0 

4.9 

4.5 

2.3 

7.5 

4.0 

2.2 

5.6 

5.2 

5.8 

5.9 

2.3 

4.9 

5.1 

3.8 

4.4 

9.9 

9.2 

10.4 

3.0 

4.7 

3.3 

5.3 

6.7 

17.2 

9.4 

9.6 

9.2 

11.3 

9.7 

2.6 

3.8 

10.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑰交通 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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【５．かがやく未来に鹿深の夢を】 

⑱ 都市形成（市街地整備、土地の有効利用） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 37.2％で最も多くなっており、以下、「わからない」

が 21.2％、「どちらかといえば不満」が 14.8％、「どちらかといえば満足」が 9.7％、「不満」が

9.0％、「満足」が 2.1％と続いている。「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満足』

は 11.8％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 14.4％、女性は 9.6％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらともいえない」が最も多くなっている（20 歳

代以下は「わからない」と同率）。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 34.3％、

以下、30 歳代で 17.5％、40 歳代で 16.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 13.9％、以下、甲南地域で 13.6％、甲賀地

域で 12.5％、土山地域で 7.7％、信楽地域で 4.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 28.2％、以下、３年～10 年未満で 23.1％、

10 年以上で 10.6％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 

2.1 

2.5 

2.4 

2.0 

1.8 

1.4 

9.7 

9.8 

11.3 

9.3 

9.6 

9.3 

37.2 

34.9 

37.3 

35.3 

34.5 

35.3 

14.8 

16.6 

14.1 

19.3 

20.7 

20.1 

9.0 

10.2 

8.7 

12.0 

11.0 

11.6 

21.2 

19.7 

17.5 

15.9 

18.5 

16.4 

5.9 

6.2 

8.7 

6.3 

4.0 

6.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑱都市形成 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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2.1 

3.0 

1.4 

16.4 

3.5 

0.8 

1.3 

0.4 

1.1 

2.8 

1.0 

2.6 

2.3 

10.3 

5.8 

1.6 

9.7 

11.4 

8.2 

17.9 

14.0 

15.8 

6.6 

4.5 

9.5 

11.1 

6.7 

9.9 

11.3 

4.2 

17.9 

17.3 

9.0 

37.2 

36.9 

38.1 

28.4 

37.2 

35.8 

44.4 

41.3 

34.8 

36.0 

39.4 

37.5 

38.5 

37.5 

33.3 

36.5 

37.9 

14.8 

16.4 

13.2 

3.0 

12.8 

15.8 

19.2 

20.6 

12.4 

13.6 

18.3 

16.4 

15.1 

13.9 

7.7 

13.5 

15.3 

9.0 

13.0 

5.3 

6.0 

5.8 

8.3 

9.3 

13.5 

7.7 

7.5 

11.5 

9.2 

8.7 

11.8 

10.3 

3.8 

9.2 

21.2 

15.8 

26.0 

28.4 

24.4 

21.7 

15.9 

18.4 

22.6 

23.5 

17.3 

17.1 

20.0 

23.6 

20.5 

19.2 

21.2 

5.9 

3.4 

7.9 

2.3 

1.7 

3.3 

1.3 

12.0 

5.4 

5.8 

7.2 

4.2 

9.0 

3.8 

5.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑱都市形成 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「重要」と「どちらかといえば重要」を合わせた『重

要』の割合が減少している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 33.4％で最も多くなっており、以下、「重要」が

23.6％、「どちらともいえない」が 19.1％、「わからない」が 11.1％、「どちらかといえば重要で

はない」が 1.1％、「重要ではない」が 0.7％と続いている。『重要』は 57.0％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。『重要』

の割合をみると、男性は 59.1％、女性は 54.7％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「重要」が、その他の年代は「どちらかといえば重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 68.7％、以下、60 歳

代で 65.1％、30 歳代で 59.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 61.2％、以下、土山地域で 57.7％、甲南地

域で 56.6％、水口地域で 56.4％、信楽地域で 54.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 69.3％、以下、３年～10 年未満で 61.5％、

10 年以上で 56.6％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
 

 

23.6 

25.7 

27.8 

29.5 

31.4 

30.0 

33.4 

31.6 

30.7 

33.9 

33.7 

35.7 

19.1 

19.6 

19.6 

20.3 

20.1 

20.1 

1.1 

1.9 

1.4 

1.9 

2.7 

1.8 

0.7 

1.0 

0.6 

0.4 

0.4 

1.1 

11.1 

10.8 

7.1 

7.5 

7.2 

5.9 

10.9 

9.4 

12.7 

6.5 

4.5 

5.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑱都市形成 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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23.6 

24.8 

22.6 

40.3 

26.7 

24.2 

23.8 

27.4 

17.8 

24.2 

23.1 

25.0 

21.9 

23.6 

30.8 

25.0 

23.3 

33.4 

34.3 

32.1 

28.4 

32.6 

32.5 

31.1 

37.7 

33.2 

32.2 

34.6 

36.2 

34.7 

30.6 

38.5 

36.5 

33.3 

19.1 

20.6 

18.2 

11.9 

20.9 

20.8 

27.8 

17.5 

17.6 

16.9 

22.1 

17.1 

21.1 

22.2 

17.9 

21.2 

19.4 

1.1 

1.2 

0.9 

3.0 

3.5 

3.3 

1.3 

0.4 

2.4 

0.7 

0.4 

2.6 

5.8 

0.8 

0.7 

1.0 

0.5 

1.5 

1.2 

3.3 

0.4 

0.2 

0.7 

1.0 

1.1 

0.7 

0.8 

11.1 

8.6 

13.3 

10.4 

9.3 

12.5 

9.9 

10.3 

12.0 

13.4 

7.7 

9.2 

9.1 

12.5 

5.1 

5.8 

11.4 

10.9 

9.4 

12.3 

4.5 

5.8 

3.3 

6.0 

6.3 

19.2 

10.1 

11.5 

11.8 

11.7 

10.4 

5.1 

5.8 

11.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑱都市形成 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑲ 若者・こども・子育て（若者の活躍、子育て支援、就学前教育、保育、放課後児童クラブ、      

子育てネットワーク） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』の割合が減少し、「どちらかといえば不満」と「不満」を合わせた『不満』の割合が増加し

ている。 

 
※H29～R5 調査は「子ども・子育て（子育て支援、就学前教育、保育、放課後児童クラブ、子育てネットワーク）の 

調査項目で実施しています。 
 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 34.0％で最も多くなっており、以下、「わからない」

が 24.9％、「どちらかといえば満足」が 17.4％、「どちらかといえば不満」が 9.8％、「不満」が

4.9％、「満足」が 3.1％と続いている。『満足』は 20.5％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 21.6％、女性は 19.6％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「わからない」が、40 歳代は「どちらかといえば満足」が、

その他の年代は「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も

多いのは 40 歳代で 31.7％、以下、30 歳代で 30.2％、20 歳代以下で 23.8％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 24.0％、以下、甲南地域で 22.6％、甲賀地

域で 19.7％、土山地域で 15.4％、信楽地域で 11.1％と続いている。 

 

3.1 

3.9 

6.3 

3.5 

3.6 

2.7 

17.4 

18.2 

23.8 

22.6 

21.9 

22.3 

34.0 

32.3 

30.5 

33.7 

35.6 

33.1 

9.8 

8.3 

7.0 

8.2 

8.8 

8.5 

4.9 

5.1 

3.4 

4.5 

3.2 

4.6 

24.9 

25.5 

19.6 

20.5 

22.2 

21.8 

5.9 

6.7 

9.4 

6.9 

4.7 

7.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑲若者・こども・子育て 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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●居住年数別にみると、３年～10 年未満は「わからない」が、その他の年数は「どちらともい

えない」が最も多くなっている（３年未満は「わからない」と同率）。『満足』の割合をみると、

最も多いのは３年未満で 30.8％、以下、３年～10 年未満で 26.9％、10 年以上で 19.8％と続い

ており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 

 
 

 

3.1 

3.4 

2.8 

13.4 

8.1 

2.5 

1.3 

1.8 

2.0 

3.5 

1.0 

3.3 

4.5 

0.7 

7.7 

9.6 

2.5 

17.4 

18.2 

16.8 

10.4 

22.1 

29.2 

14.6 

15.2 

16.5 

20.5 

14.4 

16.4 

18.1 

10.4 

23.1 

17.3 

17.3 

34.0 

36.7 

32.1 

20.9 

32.6 

25.0 

36.4 

43.5 

33.4 

33.6 

39.4 

36.2 

31.7 

33.3 

28.2 

23.1 

35.3 

9.8 

12.6 

7.0 

10.4 

12.8 

10.8 

11.9 

12.6 

6.3 

9.9 

8.7 

7.2 

10.2 

11.8 

10.3 

11.5 

9.6 

4.9 

5.8 

4.4 

10.4 

8.1 

6.7 

4.6 

5.8 

2.7 

4.0 

5.8 

3.3 

4.2 

10.4 

2.6 

9.6 

4.8 

24.9 

19.8 

28.9 

34.3 

14.0 

24.2 

27.2 

19.7 

27.3 

23.3 

23.1 

27.6 

26.8 

24.3 

28.2 

25.0 

24.6 

5.9 

3.4 

7.9 

2.3 

1.7 

4.0 

1.3 

11.7 

5.2 

7.7 

5.9 

4.5 

9.0 

3.8 

5.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑲若者・こども・子育て 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

※H29～R5 調査は「子ども・子育て（子育て支援、就学前教育、保育、放課後児童クラブ、子育てネットワーク）の 

調査項目で実施しています。 
 

●全体でみると、「重要」が 37.4％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば重要」が

29.8％、「どちらともいえない」が 11.3％、「わからない」が 9.8％、「どちらかといえば重要で

はない」、「重要ではない」が 0.5％と続いている。『重要』は 67.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、

男性は 67.2％、女性は 67.0％となっている。 

●年代別にみると、50 歳代は「どちらかといえば重要」が、その他の年代は「重要」が最も多

くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 30 歳代で 80.2％、以下、40 歳代で 80.0％、

60 歳代で 72.2％と続いている。 

●居住地域別にみると、土山地域は「どちらかといえば重要」が、その他の地域は「重要」が最

も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 69.2％、以下、甲賀地域

で 68.4％、信楽地域で 66.7％、甲南地域で 66.4％、土山地域で 62.5％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは３年未満で 84.6％、以下、３年～10 年未満で 80.7％、10 年以上で 66.5％

と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 

37.4 

37.7 

41.9 

45.4 

48.5 

47.9 

29.8 

26.3 

26.3 

27.2 

27.5 

27.6 

11.3 

13.6 

10.7 

12.2 

11.3 

11.4 

0.5 

0.7 

0.6 

0.5 

0.7 

0.6 

0.5 

0.6 

0.4 

0.4 

0.5 

0.6 

9.8 

11.3 

6.9 

7.3 

7.1 

6.3 

10.7 

9.9 

13.1 

6.9 

4.3 

5.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑲若者・こども・子育て 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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37.4 

35.9 

38.6 

55.2 

61.6 

47.5 

33.1 

37.7 

28.9 

41.9 

28.8 

35.5 

34.3 

39.6 

56.4 

53.8 

36.4 

29.8 

31.3 

28.4 

16.4 

18.6 

32.5 

36.4 

34.5 

28.7 

27.3 

33.7 

32.9 

32.1 

27.1 

28.2 

26.9 

30.1 

11.3 

13.4 

9.6 

11.9 

10.5 

5.8 

13.9 

13.0 

11.1 

9.4 

15.4 

11.2 

12.1 

11.8 

7.7 

7.7 

11.7 

0.5 

0.4 

0.5 

0.8 

0.7 

1.3 

0.7 

0.8 

0.5 

0.5 

0.8 

0.2 

1.5 

0.8 

0.7 

0.4 

0.2 

0.5 

0.8 

0.7 

0.5 

9.8 

8.8 

10.9 

10.4 

4.7 

9.2 

9.3 

6.7 

12.4 

10.4 

10.6 

9.2 

8.7 

10.4 

2.6 

5.8 

10.1 

10.7 

9.4 

11.8 

4.5 

4.7 

3.3 

6.0 

6.3 

18.7 

9.9 

11.5 

11.2 

11.3 

10.4 

5.1 

5.8 

10.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑲若者・こども・子育て 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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⑳ 学校教育、社会教育（学校教育、社会教育、教育環境の充実） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、概ね同じ傾向ではあるが、昨年と比較すると「満足」

と「どちらかといえば満足」を合わせた『満足』の割合は増加している。 

 
※H29～R5 調査は「学校教育、青少年（学校教育、教育環境の充実、健全育成）」の調査項目で実施しています。   

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 36.8％で最も多くなっており、以下、「わからない」

が 24.4％、「どちらかといえば満足」が 17.3％、「どちらかといえば不満」が 7.6％、「不満」が

5.0％、「満足」が 2.9％と続いている。『満足』は 20.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 23.0％、女性は 18.3％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらともいえない」が最も多くなっている（20 歳

代以下は「わからない」と同率）。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 31.3％、

以下、30 歳代で 25.6％、40 歳代で 24.2％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 22.4％、以下、甲賀地域で 21.7％、甲南地

域で 20.8％、土山地域で 15.4％、信楽地域で 15.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「どちらともいえない」が、その他の年数は「わからない」

が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 23.0％、以下、10 年

以上で 20.2％、３年～10 年未満で 17.3％と続いている。 

2.9 

3.6 

5.1 

3.0 

3.0 

2.4 

17.3 

15.6 

19.6 

20.6 

19.9 

19.3 

36.8 

33.4 

35.5 

36.9 

37.4 

36.5 

7.6 

9.5 

7.9 

7.8 

9.8 

9.4 

5.0 

5.6 

3.3 

4.4 

4.0 

4.6 

24.4 

25.7 

19.0 

19.8 

20.7 

20.9 

6.0 

6.6 

9.6 

7.6 

5.2 

6.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑳学校教育、社会教育 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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2.9 

3.8 

2.3 

13.4 

4.7 

5.0 

1.3 

0.9 

2.0 

3.1 

1.0 

4.6 

3.4 

1.4 

5.1 

5.8 

2.5 

17.3 

19.2 

16.0 

17.9 

20.9 

19.2 

18.5 

15.2 

16.7 

19.3 

14.4 

17.1 

17.4 

13.9 

17.9 

11.5 

17.7 

36.8 

36.1 

37.4 

26.9 

32.6 

34.2 

40.4 

48.9 

32.7 

35.3 

44.2 

40.8 

37.0 

31.9 

23.1 

30.8 

38.3 

7.6 

10.8 

4.4 

7.5 

11.6 

5.8 

9.9 

8.1 

6.1 

7.3 

8.7 

4.6 

7.5 

11.1 

5.1 

5.8 

7.8 

5.0 

5.8 

4.2 

7.5 

8.1 

9.2 

3.3 

6.3 

2.5 

5.4 

4.8 

3.3 

3.8 

6.9 

5.1 

9.6 

4.6 

24.4 

20.6 

27.9 

26.9 

18.6 

25.0 

23.2 

19.7 

27.8 

24.2 

20.2 

23.7 

26.0 

25.7 

43.6 

32.7 

23.1 

6.0 

3.6 

7.9 

3.5 

1.7 

3.3 

0.9 

12.2 

5.4 

6.7 

5.9 

4.9 

9.0 

3.8 

6.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑳学校教育、社会教育 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、昨年まで減少傾向にあった「重要」と「どちらかとい

えば重要」を合わせた『重要』の割合が増加している。 

 

※H29～R5 調査は「学校教育、青少年（学校教育、教育環境の充実、健全育成）」の調査項目で実施しています。   

 

●全体でみると、「重要」が 38.3％で最も多くなっており、以下、「どちらかといえば重要」が

29.3％、「どちらともいえない」が 10.8％、「わからない」が 9.2％、「重要ではない」が 1.2％、

「どちらかといえば重要ではない」が 0.4％と続いている。『重要』は 67.6％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、

男性は 68.4％、女性は 67.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみ

ると、最も多いのは 40 歳代で 79.2％、以下、30 歳代で 79.1％、20 歳代以下で 74.6％と続いて

いる。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは甲賀地域で 70.4％、以下、信楽地域で 68.7％、水口地域で 68.5％、甲

南地域で 65.7％、土山地域で 65.4％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「重要」が最も多くなっている。『重要』の割合

をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 82.7％、以下、３年未満で 79.5％、10 年以上で 66.9％

と続いている。 
 

38.3 

38.9 

41.3 

45.9 

49.8 

48.2 

29.3 

25.0 

27.0 

27.4 

27.9 

28.1 

10.8 

13.3 

10.8 

11.4 

10.7 

11.8 

0.4 

0.7 

0.6 

0.8 

0.6 

0.6 

1.2 

0.5 

0.3 

0.3 

0.4 

0.5 

9.2 

12.2 

6.6 

7.0 

6.3 

5.2 

10.8 

9.4 

13.3 

7.2 

4.3 

5.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

⑳学校教育、社会教育 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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38.3 

36.5 

39.5 

50.7 

59.3 

52.5 

36.4 

38.1 

28.9 

42.6 

33.7 

36.8 

35.1 

36.8 

59.0 

57.7 

36.6 

29.3 

31.9 

27.5 

23.9 

19.8 

26.7 

33.1 

35.4 

28.7 

25.9 

31.7 

33.6 

30.6 

31.9 

20.5 

25.0 

30.3 

10.8 

12.0 

9.8 

13.4 

10.5 

7.5 

15.2 

11.2 

9.9 

10.4 

13.5 

8.6 

12.1 

10.4 

15.4 

5.8 

11.1 

0.4 

0.2 

0.5 

0.8 

0.4 

0.5 

0.5 

0.8 

0.4 

1.2 

1.8 

0.4 

1.5 

2.5 

0.7 

1.3 

0.7 

1.2 

0.7 

1.1 

1.4 

1.9 

1.0 

9.2 

8.4 

10.0 

6.0 

5.8 

6.7 

8.6 

7.2 

12.2 

9.6 

9.6 

8.6 

9.1 

8.3 

2.6 

3.8 

9.6 

10.8 

9.2 

12.3 

4.5 

4.7 

3.3 

6.0 

6.3 

19.2 

9.9 

11.5 

11.8 

11.3 

11.1 

2.6 

5.8 

11.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑳学校教育、社会教育 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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㉑ 行財政（職員の質、行政サービスの効率、財産管理、財政運営） 

【満足度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた『満

足』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「どちらともいえない」が 36.3％で最も多くなっており、以下、「わからない」

が 20.2％、「どちらかといえば満足」が 17.2％、「どちらかといえば不満」が 10.0％、「不満」

が 7.1％、「満足」が 2.7％と続いている。『満足』は 19.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらともいえない」が最も多くなっている。『満足』の

割合をみると、男性は 23.0％、女性は 17.9％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「わからない」が、その他の年代は「どちらともいえない」

が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 38.8％、以下、

30 歳代で 23.3％、40 歳代で 21.7％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらともいえない」が最も多くなっている。

『満足』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 21.9％、以下、甲賀地域で 21.7％、甲南地

域で 20.4％、信楽地域で 18.1％、土山地域で 11.6％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「どちらかといえば満足」が、その他の年数は「どちらとも

いえない」が最も多くなっている。『満足』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 53.9％、

以下、３年～10 年未満で 25.0％、10 年以上で 18.5％と続いており、年数が長くなるにつれて

少なくなっている。 

2.7 

3.3 

3.0 

2.7 

2.1 

1.9 

17.2 

16.0 

15.2 

12.2 

11.5 

13.1 

36.3 

35.2 

36.5 

37.2 

37.6 

36.9 

10.0 

11.3 

10.7 

13.7 

15.3 

14.7 

7.1 

9.4 

8.2 

10.4 

10.0 

10.3 

20.2 

18.4 

18.1 

18.2 

19.3 

17.5 

6.4 

6.4 

8.3 

5.6 

4.2 

5.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

㉑行財政 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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2.7 

4.0 

1.6 

16.4 

3.5 

2.5 

0.7 

1.8 

1.8 

2.4 

1.0 

4.6 

4.2 

0.7 

7.7 

5.8 

2.4 

17.2 

19.0 

16.3 

22.4 

19.8 

19.2 

11.9 

15.7 

18.1 

19.5 

10.6 

17.1 

16.2 

17.4 

46.2 

19.2 

16.1 

36.3 

37.3 

35.8 

16.4 

36.0 

32.5 

45.0 

40.4 

35.7 

34.8 

44.2 

35.5 

37.4 

34.7 

20.5 

38.5 

37.2 

10.0 

12.6 

7.4 

7.5 

10.5 

12.5 

11.3 

14.3 

7.2 

10.1 

13.5 

8.6 

9.8 

9.7 

7.7 

9.6 

10.3 

7.1 

8.8 

5.1 

4.5 

7.0 

10.0 

9.3 

10.3 

4.1 

7.3 

11.5 

3.9 

5.7 

9.0 

2.6 

5.8 

7.2 

20.2 

14.6 

25.4 

32.8 

20.9 

20.8 

17.9 

15.7 

20.8 

20.2 

13.5 

22.4 

21.5 

19.4 

15.4 

17.3 

20.2 

6.4 

3.6 

8.4 

2.3 

2.5 

4.0 

1.8 

12.4 

5.6 

5.8 

7.9 

5.3 

9.0 

3.8 

6.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

㉑行財政 満足度（単数回答）

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない

どちらかといえば不満 不満 わからない

不明・無回答
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【重要度】 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「重要」と「どちらかといえば重要」を合わせた『重

要』の割合が減少している。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえば重要」が 32.2％で最も多くなっており、以下、「重要」が

30.7％、「どちらともいえない」が 14.6％、「わからない」が 10.1％、「どちらかといえば重要で

はない」、「重要ではない」が 0.7％と続いている。『重要』は 62.9％となっている。 

●性別にみると、男性は「どちらかといえば重要」が、女性は「重要」が最も多くなっている。

『重要』の割合をみると、男性は 64.4％、女性は 61.0％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、30 歳代、60 歳代は「重要」が、その他の年代は「どちらかと

いえば重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは 60 歳代で 70.4％、

以下、30 歳代で 69.7％、40 歳代で 68.4％と続いている。 

●居住地域別にみると、水口地域、信楽地域は「重要」が、その他の地域は「どちらかといえば

重要」が最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは水口地域、甲賀地域で 65.2％、

以下、甲南地域で 63.8％、信楽地域で 58.4％、土山地域で 55.7％と続いている。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「どちらかといえば重要」が、その他の年数は「重要」が

最も多くなっている。『重要』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 79.5％、以下、３年～

10 年未満で 75.0％、10 年以上で 62.2％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなって

いる。 
 

30.7 

33.5 

32.7 

39.4 

41.3 

39.6 

32.2 

30.4 

29.4 

30.7 

30.3 

32.4 

14.6 

14.6 

15.8 

14.8 

15.8 

15.1 

0.7 

0.9 

1.4 

1.1 

1.2 

1.0 

0.7 

0.7 

0.5 

0.8 

0.4 

0.7 

10.1 

10.8 

7.8 

7.3 

6.7 

5.9 

10.9 

9.1 

12.4 

6.0 

4.4 

5.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

㉑行財政 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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30.7 

27.5 

33.3 

41.8 

36.0 

31.7 

27.2 

35.4 

26.2 

32.7 

24.0 

30.3 

30.2 

30.6 

46.2 

38.5 

29.7 

32.2 

36.9 

27.7 

25.4 

33.7 

36.7 

38.4 

35.0 

28.7 

32.5 

31.7 

34.9 

33.6 

27.8 

33.3 

36.5 

32.5 

14.6 

16.6 

13.3 

13.4 

17.4 

13.3 

17.9 

15.2 

13.1 

12.2 

21.2 

11.8 

15.5 

18.1 

12.8 

9.6 

15.2 

0.7 

1.2 

0.4 

2.3 

2.5 

1.3 

0.2 

1.2 

1.0 

0.8 

3.8 

0.6 

0.7 

1.2 

0.4 

3.0 

1.7 

0.7 

0.9 

0.2 

0.2 

1.0 

0.7 

1.5 

0.7 

1.9 

0.7 

10.1 

7.0 

12.8 

11.9 

5.8 

10.8 

9.3 

7.2 

12.0 

11.5 

8.7 

10.5 

7.2 

11.1 

5.1 

3.8 

10.4 

10.9 

9.6 

12.1 

4.5 

4.7 

3.3 

5.3 

6.3 

19.6 

9.6 

12.5 

11.8 

11.3 

11.8 

2.6 

5.8 

11.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

㉑行財政 重要度（単数回答）

重要 どちらかといえば重要

どちらともいえない どちらかといえば重要ではない

重要ではない わからない

不明・無回答
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(３) 現在の暮らしに幸せを感じるか 

① 現在の暮らしに幸せを感じるか 

≪問９≫ あなたは、現在の暮らしに幸せを感じますか。（○は１つ） 

 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 

 

●全体でみると、「どちらかといえばそう感じる」が 48.0％で最も多くなっており、以下、「ど

ちらともいえない」が 20.7％、「そう感じる」が 20.3％、「どちらかといえばそう感じない」が

6.3％、「感じない」が 3.3％と続いている。「そう感じる」と「どちらかといえばそう感じる」

を合わせた『感じる』は 68.3％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう感じる」が最も多くなっている。『感

じる』の割合をみると、男性は 66.7％、女性は 70.4％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「そう感じる」が、その他の年代は「どちらかといえばそう

感じる」が最も多くなっている。『感じる』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 73.1％、

以下、30 歳代で 72.1％、70 歳以上で 69.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえばそう感じる」が最も多くなっ

ている。『感じる』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 70.4％、以下、甲南地域で 69.8％、

水口地域で 69.4％、信楽地域で 68.1％、土山地域で 58.6％と続いている。 

 

20.3 

23.2 

20.9 

26.3 

22.8 

20.1 

20.0 

21.1 

48.0 

45.9 

48.5 

46.4 

50.2 

46.5 

48.6 

46.2 

20.7 

20.2 

22.1 

19.3 

18.2 

21.4 

21.9 

22.2 

6.3 

5.7 

4.5 

4.2 

4.3 

6.0 

5.1 

6.1 

3.3 

3.0 

2.9 

2.1 

2.8 

4.1 

3.4 

3.1 

1.5 

2.1 

1.1 

1.6 

1.7 

1.9 

1.1 

1.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

■現在の暮らしに幸せを感じるか（単数回答）

そう感じる どちらかといえばそう感じる

どちらともいえない どちらかといえばそう感じない

感じない 不明・無回答
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●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえばそう感じる」が最も多くなっ

ている。『感じる』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 75.0％、以下、10 年以上

で 68.1％、３年未満で 66.7％と続いている。 

●甲賀市への愛着別にみると、あまり愛着がないは「どちらともいえない」が、愛着がないは「感

じない」が、愛着がある、まあまあ愛着があるは「どちらかといえばそう感じる」が最も多くな

っている。『感じる』の割合をみると、最も多いのは愛着があるで 83.0％、以下、まあまあ愛着

があるで 71.1％、あまり愛着がないで 37.2％、愛着がないで 25.7％と続いており、愛着がある

につれて多くなっている。 

●定住意向別にみると、すべての定住意向において「どちらかといえばそう感じる」が最も多く

なっている。『感じる』の割合をみると、最も多いのは住みつづけたいで 80.6％、以下、どちら

ともいえないで 50.8％、住みつづけたいとは思わないで 42.6％と続いている。 
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20.3 

19.2 

20.9 

38.8 

24.4 

19.2 

16.6 

17.0 

19.9 

20.5 

9.6 

20.4 

26.0 

17.4 

30.8 

26.9 

19.5 

40.1 

13.0 

7.4 

11.4 

25.4 

8.5 

12.4 

48.0 

47.5 

49.5 

34.3 

47.7 

45.0 

49.0 

50.7 

49.7 

48.9 

49.0 

50.0 

43.8 

50.7 

35.9 

48.1 

48.6 

42.9 

58.1 

29.8 

14.3 

55.2 

34.1 

38.4 

20.7 

21.6 

20.0 

19.4 

14.0 

24.2 

22.5 

22.9 

19.6 

18.6 

27.9 

21.7 

21.5 

19.4 

17.9 

17.3 

21.0 

12.8 

22.0 

35.5 

20.0 

14.5 

23.2 

34.1 

6.3 

7.0 

5.3 

3.0 

9.3 

9.2 

7.3 

5.4 

5.6 

8.0 

6.7 

3.3 

4.9 

6.9 

7.7 

5.8 

6.4 

3.3 

4.9 

19.8 

14.3 

3.7 

19.5 

8.7 

3.3 

3.4 

2.8 

3.0 

4.7 

1.7 

2.6 

3.6 

2.9 

3.1 

4.8 

3.3 

2.3 

3.5 

7.7 

1.9 

3.0 

0.9 

1.7 

6.6 

40.0 

1.0 

14.6 

5.3 

1.5 

1.2 

1.6 

1.5 

0.8 

2.0 

0.4 

2.3 

0.9 

1.9 

1.3 

1.5 

2.1 

1.5 

0.3 

0.8 

0.1 

1.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

愛着がある(N=329)

まあまあ愛着がある(N=592)

あまり愛着がない(N=121)

愛着がない(N=35)

住みつづけたい(N=674)

住みつづけたいとは思わない

(N=82)

どちらともいえない(N=323)

■現在の暮らしに幸せを感じるか（単数回答）

そう感じる どちらかといえばそう感じる

どちらともいえない どちらかといえばそう感じない

感じない 不明・無回答
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② どんなことに幸せを感じるか 

＜問９-1＞ 問９で「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」のいずれかに回答された方

におたずねします。 

あなたは、どのようなことに幸せを感じますか。（○はいくつでも） 

 

平成 29 年度調査からの推移をみると、概ね同じ傾向ではあるが、「健康」「家族関係」が他の項

目と比べ多く、５割を超えている。 

 

 

●全体でみると、「健康」が 63.2％で最も多くなっており、以下、「家族関係」が 59.5％、「自由

な時間、充実した余暇」が 49.3％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「健康」が最も多くなっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、30 歳代、40 歳代は「家族関係」が、50 歳代以上は「健康」が

最も多くなっている。 

●居住地域別にみると、甲賀地域は「家族関係」が、その他の地域は「健康」が最も多くなって

いる。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「健康」が、その他の年数は「家族関係」が最も多くなっ

ている。 

■どのようなことに幸せを感じるか（複数回答）

収
入
（

お
金
）

就
業
状
況
（

仕
事
の
有
無
・
安
定
）

健
康

自
由
な
時
間
、

充
実
し
た
余
暇

社
会
貢
献

家
族
関
係

友
人
関
係

職
場
や
学
校
等
で
の
人
間
関
係

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、

ご
近
所
と
の

関
係

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

R6調査(N=750) 25.1 22.5 63.2 49.3 9.5 59.5 33.2 12.7 25.3 3.2 0.7

R5調査(N=840) 24.4 23.3 61.8 45.7 9.6 62.9 29.8 15.8 23.6 1.4 1.1

R4調査(N=909) 17.8 19.1 52.0 47.7 6.6 53.7 27.7 12.1 21.3 2.0 1.1

R3調査(N=937) 19.9 24.1 57.5 44.0 7.7 55.9 27.2 14.6 23.3 2.2 1.2

R2調査(N=910) 25.7 24.8 68.0 48.1 10.1 64.1 36.9 17.8 15.6 1.9 0.5

R1調査(N=789) 13.1 16.1 54.1 42.1 9.1 58.8 30.3 12.4 12.5 2.2 0.9

H30調査(N=773) 14.6 14.7 55.0 38.0 7.5 59.4 31.0 10.9 11.9 2.1 1.0

H29調査(N=835) 13.7 14.9 57.7 36.2 6.6 56.6 31.7 9.1 11.3 1.8 1.4
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■どのようなことに幸せを感じるか（複数回答）

収
入
（

お
金
）

就
業
状
況
（

仕
事
の
有
無
・
安
定
）

健
康

自
由
な
時
間
、

充
実
し
た
余
暇

社
会
貢
献

家
族
関
係

友
人
関
係

職
場
や
学
校
等
で
の
人
間
関
係

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、

ご
近
所
と
の

関
係

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

全体(N=750) 25.1 22.5 63.2 49.3 9.5 59.5 33.2 12.7 25.3 3.2 0.7

男(N=333) 23.1 22.2 61.0 50.2 12.9 57.7 28.2 9.9 26.1 2.4 0.3

女(N=401) 27.2 22.9 65.8 48.6 7.0 60.8 37.4 15.5 25.2 3.5 0.7

20歳代以下(N=49) 16.3 28.6 42.9 46.9 4.1 69.4 44.9 20.4 8.2 2.0 0.0

30歳代(N=62) 30.6 35.5 50.0 61.3 4.8 67.7 35.5 30.6 12.9 4.8 0.0

40歳代(N=77) 36.4 39.0 53.2 48.1 13.0 71.4 37.7 29.9 16.9 3.9 0.0

50歳代(N=99) 28.3 37.4 64.6 41.4 6.1 63.6 22.2 19.2 15.2 1.0 0.0

60歳代(N=151) 25.8 29.1 68.9 51.7 15.2 55.6 25.2 9.9 19.9 0.7 0.7

70歳以上(N=308) 21.1 6.2 68.2 48.7 8.8 53.9 37.3 2.9 38.6 4.9 1.3

水口地域(N=295) 26.1 27.5 63.7 47.1 8.5 60.7 28.5 14.2 21.7 2.4 0.3

土山地域(N=61) 32.8 23.0 65.6 52.5 8.2 59.0 32.8 14.8 24.6 3.3 0.0

甲賀地域(N=107) 20.6 16.8 59.8 49.5 15.0 61.7 37.4 9.3 35.5 1.9 0.9

甲南地域(N=185) 22.2 17.8 64.9 54.1 9.2 60.5 36.8 13.0 24.3 4.9 1.6

信楽地域(N=98) 27.6 21.4 61.2 43.9 8.2 52.0 36.7 10.2 27.6 4.1 0.0

３年未満(N=26) 34.6 38.5 50.0 50.0 3.8 65.4 15.4 26.9 3.8 3.8 0.0

３年～10年未満(N=39) 12.8 28.2 51.3 38.5 2.6 76.9 28.2 12.8 15.4 2.6 0.0

10年以上(N=670) 25.7 21.6 64.8 50.1 10.3 58.5 34.5 12.4 26.6 3.3 0.4
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(４) 甲賀市への愛着 

≪問 10≫ あなたは、甲賀市に愛着をお持ちですか。（○は１つ） 

 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「愛着がある」と「まあまあ愛着がある」を合わせた

『愛着あり』の割合は、ほとんど変化はみられない。 

 

●全体でみると、「まあまあ愛着がある」が 53.9％で最も多くなっており、以下、「愛着がある」

が 30.0％、「あまり愛着がない」が 11.0％、「愛着がない」が 3.2％と続いている。『愛着あり』

は 83.9％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「まあまあ愛着がある」が最も多くなっている。『愛着あり』

の割合をみると、男性は 83.2％、女性は 85.6％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「まあまあ愛着がある」が最も多くなっている。『愛

着あり』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 87.1％、以下、20 歳代以下で 83.6％、40

歳代で 82.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「まあまあ愛着がある」が最も多くなっている。

『愛着あり』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 86.6％、以下、水口地域で 85.0％、甲

賀地域で 84.9％、甲南地域で 84.1％、信楽地域で 78.4％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「まあまあ愛着がある」が最も多くなっている。

『愛着あり』の割合をみると、最も多いのは10年以上で85.1％、以下、３年～10年未満で75.0％、

３年未満で 66.7％と続いており、居住年数が長くなるにつれて多くなっている。 

30.0 

32.9 

26.4 

31.8 

38.7 

37.8 

36.3 

39.0 

53.9 

50.0 

56.3 

50.9 

45.8 

45.6 

47.5 

45.7 

11.0 

13.2 

12.4 

12.0 

11.7 

12.7 

11.5 

10.8 

3.2 

3.0 

3.6 

3.3 

2.3 

3.1 

3.9 

3.1 

1.9 

1.0 

1.3 

1.9 

1.5 

0.8 

0.8 

1.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

■甲賀市への愛着（単数回答）

愛着がある まあまあ愛着がある あまり愛着がない 愛着がない 不明・無回答
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●定住意向別にみると、すべての定住意向において「まあまあ愛着がある」が最も多くなって

いる。『愛着あり』の割合をみると、最も多いのは住みつづけたいで 96.9％、以下、どちらとも

いえないで 70.0％、住みつづけたいと思わないで 42.7％と続いている。 

 

30.0 

33.3 

27.9 

23.9 

20.9 

30.0 

21.2 

26.5 

37.7 

29.2 

30.8 

29.6 

29.8 

33.3 

28.2 

15.4 

30.8 

43.6 

4.9 

8.7 

53.9 

49.9 

57.7 

59.7 

59.3 

52.5 

60.3 

55.6 

49.4 

55.8 

55.8 

55.3 

54.3 

45.1 

38.5 

59.6 

54.3 

53.3 

37.8 

61.3 

11.0 

11.8 

9.6 

11.9 

14.0 

10.0 

15.2 

13.9 

7.9 

11.8 

5.8 

7.9 

11.7 

15.3 

25.6 

19.2 

10.3 

2.4 

32.9 

24.1 

3.2 

3.0 

3.2 

3.0 

5.8 

5.8 

2.0 

4.0 

1.4 

2.6 

3.8 

4.6 

2.3 

3.5 

7.7 

5.8 

2.6 

0.4 

23.2 

4.0 

1.9 

2.0 

1.6 

1.5 

1.7 

1.3 

3.6 

0.7 

3.8 

2.6 

1.9 

2.8 

1.9 

0.3 

1.2 

1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

住みつづけたい(N=674)

住みつづけたいとは思わない

(N=82)

どちらともいえない(N=323)

■甲賀市への愛着（単数回答）

愛着がある まあまあ愛着がある あまり愛着がない 愛着がない 不明・無回答
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(５) 甲賀市の魅力を自慢できるか 

≪問 11≫ あなたは、甲賀市の魅力を市外の人に自慢できますか。（○は１つ） 

 

平成 29 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 

●全体でみると、「まあまあ自慢できる」が 50.7％で最も多くなっており、以下、「あまり自慢

できない」が 33.1％、「自慢できる」が 8.5％、「自慢できない」が 5.4％と続いている。「自慢

できる」と「まあまあ自慢できる」を合わせた『自慢できる』は 59.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「まあまあ自慢できる」が最も多くなっている。『自慢でき

る』の割合をみると、男性は 58.1％、女性は 61.1％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「まあまあ自慢できる」が最も多くなっている。『自

慢できる』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 66.4％、以下、60 歳代で 57.0％、30 歳

代で 54.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、土山地域は「あまり自慢できない」が、他の地域では「まあまあ自慢で

きる」が最も多くなっている。『自慢できる』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 62.3％、

以下、甲賀地域で 61.8％、甲南地域で 58.9％、信楽地域で 56.9％、土山地域で 48.0％と続いて

いる。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「まあまあ自慢できる」が最も多くなっている。

『自慢できる』の割合をみると、最も多いのは３年から 10 年未満で 59.6％、以下、３年未満で

59.0％、10 年以上で 58.9％と続いている。 

8.5 

10.4 

8.3 

12.0 

13.2 

12.0 

13.3 

50.7 

47.6 

50.7 

50.9 

50.8 

46.8 

47.3 

33.1 

34.3 

31.6 

27.7 

28.9 

32.3 

30.8 

5.4 

6.2 

7.3 

6.0 

5.2 

7.7 

7.2 

2.4 

1.5 

2.1 

3.4 

2.0 

1.2 

1.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

■甲賀市の魅力を自慢できるか（単数回答）

自慢できる まあまあ自慢できる あまり自慢できない 自慢できない 不明・無回答
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●定住意向別にみると、住みつづけたいは「まあまあ自慢できる」が、その他の定住意向は「あ

まり自慢できない」が最も多くなっている。『自慢できる』の割合をみると、最も多いのは住み

つづけたいで 76.8％、以下、どちらともいえないで 35.6％、住みつづけたいと思わないで 14.6％

と続いている。 

 

8.5 

9.8 

7.2 

7.5 

5.8 

7.5 

7.9 

8.1 

9.7 

8.9 

6.7 

7.2 

8.7 

9.0 

10.3 

7.7 

8.1 

13.2 

0.9 

50.7 

48.3 

53.9 

46.3 

48.8 

45.0 

45.0 

48.9 

56.7 

53.4 

41.3 

54.6 

50.2 

47.9 

48.7 

51.9 

50.8 

63.6 

14.6 

34.7 

33.1 

34.9 

31.4 

35.8 

39.5 

37.5 

39.1 

37.2 

26.4 

31.5 

44.2 

28.9 

32.5 

35.4 

35.9 

36.5 

33.4 

20.9 

58.5 

53.6 

5.4 

5.2 

4.7 

9.0 

4.7 

8.3 

6.0 

5.8 

2.9 

4.5 

5.8 

7.2 

4.9 

5.6 

5.1 

1.9 

5.4 

1.0 

26.8 

9.3 

2.4 

1.8 

2.8 

1.5 

1.2 

1.7 

2.0 

4.3 

1.6 

1.9 

2.0 

3.8 

2.1 

1.9 

2.3 

1.2 

1.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

住みつづけたい(N=674)

住みつづけたいとは思わない

(N=82)

どちらともいえない(N=323)

■甲賀市の魅力を自慢できるか（単数回答）

自慢できる まあまあ自慢できる あまり自慢できない 自慢できない 不明・無回答
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(６) 定住意向 

≪問 12≫ あなたは、これからも甲賀市に住みつづけたいと思われますか。（○は１つ） 

 

平成 29 年度調査からの推移をみると、概ね同じ傾向ではあるが、昨年と比較すると「住みつ

づけたい」は減少し、「住みつづけたいとは思わない」は増加している。 

 

●全体でみると、「住みつづけたい」が 61.4％で最も多くなっており、以下、「どちらともいえ

ない」が 29.4％、「住みつづけたいとは思わない」が 7.5％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「住みつづけたい」が最も多くなっている。「住みつづけた

い」の割合をみると、男性が 63.5％、女性が 60.5％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「住みつづけたい」が最も多くなっている。「住みつ

づけたい」の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 72.9％、以下、60 歳代で 59.2％、30 歳

代で 55.8％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「住みつづけたい」が最も多くなっている。「住

みつづけたい」の割合をみると、最も多いのは水口地域で 63.3％、以下、甲賀地域で 63.2％、

土山地域で 60.6％、甲南地域で 60.4％、信楽地域で 57.6％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「住みつづけたい」が最も多くなっている。「住

みつづけたい」の割合をみると、最も多いのは 10 年以上で 62.8％、以下、３年未満で 51.3％、

３年～10 年未満で 46.2％と続いている。 

 

61.4 

63.5 

59.1 

64.9 

66.6 

63.2 

63.7 

63.6 

7.5 

7.0 

6.7 

5.7 

7.1 

7.2 

6.0 

5.4 

29.4 

28.9 

33.1 

28.0 

25.6 

28.6 

29.6 

30.0 

1.7 

0.6 

1.1 

1.4 

0.8 

1.0 

0.6 

1.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

H29調査(N=1,241)

■定住意向（単数回答）

住みつづけたい 住みつづけたいとは思わない どちらともいえない 不明・無回答
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61.4 

63.5 

60.5 

43.3 

55.8 

47.5 

55.0 

59.2 

72.9 

63.3 

60.6 

63.2 

60.4 

57.6 

51.3 

46.2 

62.8 

78.4 

70.7 

44.0 

32.8 

7.5 

7.4 

7.2 

23.9 

14.0 

10.8 

6.6 

5.4 

3.8 

4.7 

8.7 

12.5 

8.3 

7.6 

10.3 

13.5 

6.9 

4.5 

4.4 

11.7 

23.0 

29.4 

27.5 

30.5 

28.4 

30.2 

40.0 

37.1 

35.4 

20.5 

30.8 

29.8 

22.4 

29.4 

31.9 

38.5 

40.4 

28.6 

16.6 

24.3 

44.3 

44.3 

1.7 

1.6 

1.8 

4.5 

1.7 

1.3 

2.7 

1.2 

1…

2.0 

1.9 

2.8 

1.7 

0.5 

0.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

関心がある(N=199)

まあまあ関心がある(N=502)

あまり関心がない(N=316)

関心がない(N=61)

■定住意向（単数回答）

住みつづけたい 住みつづけたいとは思わない どちらともいえない 不明・無回答

●市政への関心別にみると、関心がある、まあまあ関心があるは「住みつづけたい」が、あまり

関心がない、関心がないは「どちらともいえない」が最も多くなっている。「住みつづけたい」

の割合をみると、最も多いのは関心があるで 78.4％、以下、まあまあ関心があるで 70.7％、あ

まり関心がないで 44.0％、関心がないで 32.8％と続いており、関心度が高くなるにつれて多く

なっている。 
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18.1 

14.9 

18.2 

17.7 

15.7 

15.6 

16.5 

45.7 

44.4 

44.5 

44.2 

43.7 

42.7 

42.6 

28.8 

29.6 

28.5 

28.8 

31.8 

30.4 

31.6 

5.6 

7.8 

8.1 

7.3 

6.9 

7.7 

8.2 

1.8 

3.4 

0.8 

2.0 

1.9 

3.6 

1.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

■市政への関心（単数回答）

関心がある まあまあ関心がある あまり関心がない 関心がない 不明・無回答

(７) 市政への関心 

≪問 13≫ あなたは、市政（市役所のしていること）に関心をお持ちですか。（○は１つ） 

 

平成 29 年度調査からの推移をみると、「関心がある」と「まあまあ関心がある」を合わせた

『関心あり』の割合は増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全体でみると、「まあまあ関心がある」が 45.7％で最も多くなっており、以下、「あまり関心

がない」が 28.8％、「関心がある」が 18.1％、「関心がない」が 5.6％と続いている。『関心あり』

は 63.8％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「まあまあ関心がある」が最も多くなっている。『関心あり』

の割合をみると、男性は 69.1％、女性は 60.1％となっている。 

●年代別にみると、30 歳代は「あまり関心がない」が、その他の年代では「まあまあ関心があ

る」が最も多くなっている（20 歳代以下は「あまり関心がない」と同率）。『関心あり』の割合

をみると、最も多いのは 70 歳以上で 72.3％、以下、60 歳代で 62.3％、40 歳代で 61.6％と続い

ている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「まあまあ関心がある」が最も多くなっている。

『関心あり』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 67.1％、以下、水口地域で 64.7％、信

楽地域で 64.6％、甲南地域で 63.0％、土山地域で 57.7％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「あまり関心がない」が、その他の年数は「まあまあ関心がある」

が最も多くなっている。『関心あり』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 65.4％、以下、

10年以上で64.2％、３年未満で56.4％と続いている。 
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18.1 

22.8 

14.7 

22.4 

19.8 

13.3 

13.9 

15.2 

21.7 

18.6 

18.3 

17.8 

15.8 

22.2 

25.6 

25.0 

17.7 

45.7 

46.3 

45.4 

32.8 

33.7 

48.3 

40.4 

47.1 

50.6 

46.1 

39.4 

49.3 

47.2 

42.4 

30.8 

40.4 

46.5 

28.8 

23.6 

33.0 

32.8 

36.0 

30.0 

37.1 

33.2 

21.4 

29.6 

31.7 

26.3 

30.6 

24.3 

35.9 

30.8 

28.6 

5.6 

6.0 

4.7 

9.0 

10.5 

7.5 

7.3 

4.5 

2.9 

4.9 

7.7 

5.3 

4.2 

7.6 

7.7 

3.8 

5.4 

1.8 

1.2 

2.1 

3.0 

0.8 

1.3 

3.4 

0.7 

2.9 

1.3 

2.3 

3.5 

1.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■市政への関心（単数回答）

関心がある まあまあ関心がある あまり関心がない 関心がない 不明・無回答
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２ 防災対策について 

(１) 甲賀市防災マップを見た経験 

≪問 14≫ 甲賀市防災マップを見たことがありますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「ある」が74.4％、「ない」が23.8％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「ある」が最も多くなっている。「ある」の割合をみると、男

性、女性ともに 74.9％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「ある」が最も多くなっている。「ある」の割合をみる

と、最も多いのは 50 歳代で 82.1％、以下、60 歳代で 78.0％、40 歳代で 75.8％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「ある」が最も多くなっている。「ある」の割合を

みると、最も多いのは土山地域で 81.7％、以下、信楽地域で 79.9％、甲南地域で 75.8％、水口

地域で 72.2％、甲賀地域で 69.1％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「ない」が、その他の年数は「ある」が最も多くなっている。

「ある」の割合をみると、最も多いのは 10 年以上で 76.0％、以下、３年～10 年未満で 71.2％、

３年未満で 48.7％と続いており、年数が長くなるにつれて多くなっている。 
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74.4 

74.9 

74.9 

50.7 

69.8 

75.8 

82.1 

78.0 

74.5 

72.2 

81.7 

69.1 

75.8 

79.9 

48.7 

71.2 

76.0 

23.8 

23.6 

23.2 

49.3 

29.1 

23.3 

16.6 

21.5 

22.3 

27.3 

14.4 

28.3 

23.0 

16.7 

51.3 

28.8 

22.3 

1.8 

1.4 

1.9 

1.2 

0.8 

1.3 

0.4 

3.2 

0.5 

3.8 

2.6 

1.1 

3.5 

1.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■甲賀市防災マップを見た経験（単数回答）

ある ない 不明・無回答
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(２) 自宅（地域）の災害リスク 

≪問 15≫ あなたのお家（地域）には、どのような災害リスクがあるかを知っていますか。  

（○は１つ） 

 

●全体でみると、「地震・水害のどちらも知っている」が 40.9％で最も多くなっており、以下、

「地震・水害のどちらも確認していない」が 30.8％、「地震・水害のどちらかを知っている」が

24.9％と続いている。「地震・水害のどちらも知っている」と「地震・水害のどちらかを知って

いる」を合わせた『災害リスクを知っている』は 65.8％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「地震・水害のどちらも知っている」が最も多くなっている。

『災害リスクを知っている』の割合をみると、男性は 71.1％、女性は 61.5％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下は「地震・水害のどちらも確認していない」が、その他の年代

は「地震・水害のどちらも知っている」が最も多くなっている。『災害リスクを知っている』の

割合をみると、最も多いのは 60 歳代で 68.6％、以下、50 歳代で 68.2％、30 歳代で 67.5％と続

いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「地震・水害のどちらも知っている」が最も多く

なっている。『災害リスクを知っている』の割合をみると、最も多いのは信楽地域で 77.7％、以

下、土山地域で 70.1％、甲南地域で 67.6％、甲賀地域で 63.1％、水口地域で 60.9％と続いてい

る。 

●居住年数別にみると、３年未満は「地震・水害のどちらも確認していない」が、その他の年数

は「地震・水害のどちらも知っている」が最も多くなっている。『災害リスクを知っている』の

割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 73.1％、以下、10 年以上で 66.4％、３年未満で

51.3％と続いている。 
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40.9 

47.7 

35.4 

31.3 

44.2 

45.8 

43.0 

43.9 

38.4 

39.3 

41.3 

40.1 

41.9 

45.8 

41.0 

46.2 

40.8 

24.9 

23.4 

26.1 

23.9 

23.3 

20.0 

25.2 

24.7 

26.9 

21.6 

28.8 

23.0 

25.7 

31.9 

10.3 

26.9 

25.6 

30.8 

26.7 

34.4 

41.8 

31.4 

33.3 

30.5 

29.6 

28.9 

35.5 

26.9 

32.2 

29.8 

20.1 

46.2 

26.9 

30.3 

3.5 

2.2 

4.0 

3.0 

1.2 

0.8 

1.3 

1.8 

5.9 

3.5 

2.9 

4.6 

2…

2.1 

2.6 

3.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■自宅（地域）の災害リスク（単数回答）

地震・水害のどちらも知っている 地震・水害のどちらかを知っている

地震・水害のどちらも確認していない 不明・無回答
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(３) 「マイ・タイムライン」の作成有無 

≪問 16≫ 災害に備えた、防災マップ（P12）にある「マイ・タイムライン」を作っていますか。 

（○は１つ） 

 

●全体でみると、「必要性はわかっているが作っていない」が 79.1％で最も多くなっており、以

下、「必要でないため作っていない」が 12.8％、「作っている」が 2.9％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「必要性はわかっているが作っていない」が最も多くなって

いる。「作っている」の割合をみると、男性は 3.4％、女性は 2.6％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「必要性はわかっているが作っていない」が最も多く

なっている。「作っている」の割合をみると、最も多いのは 40 歳代で 5.0％、以下、20 歳代以下

で 4.5％、50 歳代で 3.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「必要性はわかっているが作っていない」が最も

多くなっている。「作っている」の割合をみると、最も多いのは土山地域で 5.8％、以下、甲賀

地域で 3.9％、水口地域で 2.6％、甲南地域で 2.3％、信楽地域で 2.1％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「必要性はわかっているが作っていない」が最も

多くなっている。「作っている」の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 9.6％、以下、

３年未満で 2.6％、10 年以上で 2.5％と続いている。 
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2.9 

3.4 

2.6 

4.5 

1.2 

5.0 

3.3 

2.2 

2.7 

2.6 

5.8 

3.9 

2.3 

2.1 

2.6 

9.6 

2.5 

79.1 

76.8 

81.8 

74.6 

73.3 

77.5 

84.8 

83.0 

77.7 

79.8 

77.9 

76.3 

81.5 

77.1 

69.2 

76.9 

80.0 

12.8 

16.0 

9.1 

17.9 

23.3 

15.8 

9.3 

12.6 

10.2 

13.9 

8.7 

11.8 

13.2 

12.5 

25.6 

13.5 

12.3 

5.3 

3.8 

6.5 

3.0 

2.3 

1.7 

2.6 

2.2 

9.5 

3.8 

7.7 

7.9 

3.0 

8.3 

2.6 

5.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■「マイ・タイムライン」の作成有無（単数回答）

作っている 必要性はわかっているが作っていない

必要でないため作っていない 不明・無回答
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(４) 非常用持出品や家庭内備蓄の用意 

≪問 17≫ 災害に備えた、非常用持出品や家庭内備蓄の用意はしていますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「必要性はわかっているが、どちらも用意していない」が 42.9％で最も多くな

っており、以下、「家庭内備蓄のみ用意している」が 25.3％、「非常用持出品のみ用意している」

が 17.0％、「非常用持出品も家庭内備蓄も用意している」が 10.0％、「必要でないため用意して

いない」が 2.8％と続いている。「非常用持出品も家庭内備蓄も用意している」と「非常用持出

品のみ用意している」と「家庭内備蓄のみ用意している」を合わせた『用意している』は 52.3％

となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「必要性はわかっているが、どちらも用意していない」が最

も多くなっている。『用意している』の割合をみると、男性は 50.2％、女性は 54.4％となってい

る。 

●年代別にみると、すべての年代において「必要性はわかっているが、どちらも用意していない」

が最も多くなっている。『用意している』の割合をみると、最も多いのは 30 歳代で 55.8％、以

下、20 歳代以下で 55.2％、50 歳代で 55.0％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「必要性はわかっているが、どちらも用意してい

ない」が最も多くなっている。『用意している』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 55.8％、

以下、水口地域で 54.4％、甲南地域、信楽地域で 50.6％、甲賀地域で 50.0％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年～10 年未満は「家庭内備蓄のみ用意している」が、その他の年数

は「必要性はわかっているが、どちらも用意していない」が最も多くなっている。『用意してい

る』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 65.4％、以下、10 年以上で 52.2％、３年

未満で 48.7％と続いている。 
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10.0 

11.0 

9.5 

22.4 

9.3 

10.0 

8.6 

10.8 

8.4 

11.3 

8.7 

11.2 

9.1 

7.6 

12.8 

17.3 

9.6 

17.0 

15.6 

17.9 

17.9 

26.7 

11.7 

17.9 

16.6 

16.5 

16.7 

17.3 

11.8 

17.7 

22.2 

10.3 

13.5 

17.4 

25.3 

23.6 

27.0 

14.9 

19.8 

27.5 

28.5 

24.2 

27.1 

26.4 

29.8 

27.0 

23.8 

20.8 

25.6 

34.6 

25.2 

42.9 

44.9 

41.2 

38.8 

38.4 

46.7 

42.4 

45.3 

42.4 

40.9 

38.5 

43.4 

46.0 

45.8 

46.2 

30.8 

43.3 

2.8 

3.8 

1.9 

6.0 

4.7 

3.3 

1.3 

2.2 

2.5 

3.5 

3.8 

3.9 

1.9 

0.7 

5.1 

3.8 

2.5 

1.9 

1.0 

2.5 

1.2 

0.8 

1.3 

0.9 

3.2 

1.2 

1.9 

2.6 

1.5 

2.8 

1.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■非常用持出品や家庭内備蓄の用意（単数回答）

非常用持出品も家庭内備蓄も用意している 非常用持出品のみ用意している

家庭内備蓄のみ用意している 必要性はわかっているが、どちらも用意していない

必要でないため用意していない 不明・無回答
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(５) 家庭内備蓄は何日間過ごせる 

≪問 18≫ 災害が発生した場合、家庭内備蓄で何日間過ごせますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「３～７日（朝・昼・夕の３食として）」が 38.2％で最も多くなっており、以

下、「１～２日（朝・昼・夕の３食として）」が 37.9％、「なし」が 15.5％、「７日以上（朝・昼・

夕の３食として）」が 5.1％、「その他」が 0.6％と続いている。 

●性別にみると、男性は「３～７日（朝・昼・夕の３食として）」が、女性は「１～２日（朝・

昼・夕の３食として）」が最も多くなっている。 

●年代別にみると、30 歳代、70 歳以上は「３～７日（朝・昼・夕の３食として）」が、その他の

年代は「１～２日（朝・昼・夕の３食として）」が最も多くなっている。一方で、「なし」の割合

をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 31.3％となっており、年代が下がるにつれて多くなって

いる。 

●居住地域別にみると、水口地域、甲南地域は「１～２日（朝・昼・夕の３食として）」が、そ

の他の地域は「３～７日（朝・昼・夕の３食として）」が最も多くなっている。一方で、「なし」

の割合をみると、最も多いのは水口地域で18.1％、以下、甲賀地域で17.1％、甲南地域で14.7％、

土山地域で 13.5％、信楽地域で 9.7％と続いている。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「３～７日（朝・昼・夕の３食として）」が、その他の年数

は「１～２日（朝・昼・夕の３食として）」が最も多くなっている。一方で、「なし」の割合をみ

ると、最も多いのは３年未満で 25.6％、以下、10 年以上で 15.5％、３年～10 年未満で 13.5％

と続いている。 
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37.9 

37.3 

39.1 

34.3 

32.6 

42.5 

49.0 

39.5 

34.1 

40.0 

32.7 

32.9 

40.0 

38.2 

41.0 

46.2 

37.5 

38.2 

40.3 

36.3 

31.3 

33.7 

35.0 

31.1 

37.7 

43.3 

36.5 

41.3 

36.2 

37.7 

43.1 

28.2 

38.5 

38.4 

5.1 

4.0 

6.1 

3.0 

3.5 

1.7 

3.3 

7.2 

6.1 

2.6 

9.6 

8.6 

4.5 

6.3 

5.1 

1.9 

5.3 

15.5 

16.8 

13.7 

31.3 

27.9 

20.0 

14.6 

13.9 

10.6 

18.1 

13.5 

17.1 

14.7 

9.7 

25.6 

13.5 

15.5 

0.6 

0.2 

1.1 

1.2 

0.7 

0.9 

0.7 

0.5 

2.0 

0.8 

0.7 

2.7 

1.4 

3.7 

1.2 

0.8 

1.3 

0.9 

5.2 

2.4 

2.9 

3.3 

2.3 

2.8 

2.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■家庭内備蓄は何日間過ごせる（単数回答）

１～２日（朝・昼・夕の３食として） ３～７日（朝・昼・夕の３食として）

７日以上（朝・昼・夕の３食として） なし

その他 不明・無回答
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(６) 感震ブレーカの設置状況 

≪問 19≫ 災害に備えて、あなたのお家では、感震ブレーカを設置していますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「必要性はわかっているが設置していない」が 66.8％で最も多くなっており、

以下、「必要でないため、設置していない」が 14.4％、「設置している」が 12.2％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「必要性はわかっているが設置していない」が最も多くなっ

ている。「設置している」の割合をみると、男性は 14.2％、女性は 10.2％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「必要性はわかっているが設置していない」が最も多

くなっている。「設置している」の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 22.4％、以下、

40 歳代で 14.2％、30 歳代で 12.8％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「必要性はわかっているが設置していない」が最

も多くなっている。「設置している」の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 13.8％、以下、

水口地域で 12.7％、土山地域で 12.5％、甲南地域で 12.1％、信楽地域で 9.0％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「必要性はわかっているが設置していない」が最

も多くなっている。「設置している」の割合をみると、最も多いのは３年未満で 17.9％、以下、

10 年以上で 12.0％、３年～10 年未満で 11.5％と続いている。 
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12.2 

14.2 

10.2 

22.4 

12.8 

14.2 

10.6 

8.1 

12.4 

12.7 

12.5 

13.8 

12.1 

9.0 

17.9 

11.5 

12.0 

66.8 

67.9 

66.7 

59.7 

61.6 

62.5 

63.6 

75.3 

67.7 

66.6 

70.2 

67.8 

66.4 

66.7 

46.2 

67.3 

67.9 

14.4 

15.0 

13.5 

13.4 

22.1 

20.8 

19.2 

12.6 

10.2 

16.2 

9.6 

8.6 

17.0 

13.2 

28.2 

17.3 

13.7 

6.6 

2.8 

9.6 

4.5 

3.5 

2.5 

6.6 

4.0 

9.7 

4.5 

7.7 

9.9 

4.5 

11.1 

7.7 

3.8 

6.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■感震ブレーカの設置状況（単数回答）

設置している 必要性はわかっているが設置していない

必要でないため、設置していない 不明・無回答
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３ 市の情報発信について 
 

≪問 20≫ 市に関する次の情報を、どの程度読んだり、見たり、また音声等で聞いたりしてお

られますか。（それぞれ○は１つ） 

 

市に関する情報の入手について、「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「た

まに読む、見る、聞く」を合わせた『読む、見る、聞く』の割合は、「広報紙「広報こうか」」で

83.5％と最も多くなっており、以下、「区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、

ポスターなど）」で 73.4％、「市議会だより」で 55.1％と続いている。 

「必ず読む、見る、聞く」が最も多いのは「区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チ

ラシ、ポスターなど）」で 28.5％、以下、「広報紙「広報こうか」」で 27.8％、「音声放送端末機」

で 10.0％と続いている。 

「よく読む、見る、聞く」が最も多いのは「広報紙「広報こうか」」で 24.0％、以下、「区・自

治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、ポスターなど）」で 21.6％、「音声放送端末機」

で 15.5％と続いている。 

「たまに読む、見る、聞く」が最も多いのは「甲賀市ホームページ」で 36.8％、以下、「市議

会だより」で 33.3％、「広報紙「広報こうか」」で 31.7％と続いている。 

「読まない、見ない、聞かない」が最も多いのは「市議会インターネット中継・録画」で 85.5％、

以下、「市議会中継・録画（あいコムこうか）」で 82.1％、「甲賀市フェイスブック」で 79.8％と

続いている。 
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27.8 

4.7 

9.2 

1.4 

3.6 

10.0 

9.5 

1.4 

0.9 

0.6 

28.5 

24.0 

8.0 

10.0 

1.6 

8.4 

15.5 

12.6 

2.1 

1.5 

1.0 

21.6 

31.7 

36.8 

17.1 

7.4 

24.0 

23.7 

33.0 

12.2 

8.1 

5.0 

23.3 

13.2 

42.9 

54.8 

79.8 

56.6 

42.8 

39.0 

75.3 

82.1 

85.5 

21.8 

3.4 

7.6 

8.8 

9.8 

7.4 

8.0 

6.0 

9.0 

7.4 

7.8 

4.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①広報紙「広報こうか」

②甲賀市ホームページ

③甲賀市LINE

④甲賀市フェイスブック

⑤行政情報番組「きらめきこうか」

（あいコムこうか

「まちかどＫＯＫＡ」内）

⑥音声放送端末機

⑦市議会だより

⑧市議会ホームページ

⑨市議会中継・録画

（あいコムこうか）

⑩市議会インターネット

中継・録画

⑪区・自治会等を通じた各戸配布や

回覧（文書、チラシ、ポスター

など）

■市に関する情報の入手

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答

全体(N=1,098)
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① 広報紙「広報こうか」 

平成 30 年度調査からの推移をみると、総じて変化はみられない。 

 

 

●全体でみると、「たまに読む、見る、聞く」が31.7％で最も多くなっており、以下、「必ず読む、見

る、聞く」が27.8％、「よく読む、見る、聞く」が24.0％、「読まない、見ない、聞かない」が13.2％

と続いている。「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」

を合わせた『読む、見る、聞く』は83.5％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「たまに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、

見る、聞く』の割合をみると、男性は 82.8％、女性は 84.8％となっている。 

●年代別にみると、70 歳以上は「必ず読む、見る、聞く」が、20 歳代以下は「読まない、見ない、

聞かない」が、その他の年代は「たまに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、

聞く』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 88.5％、以下、60 歳代で 87.4％、50 歳代で

86.1％と続いており、年代が上がるにつれて多くなっている。 

●居住地域別にみると、土山地域、信楽地域は「必ず読む、見る、聞く」が、その他の地域は「た

まに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多い

のは土山地域で 88.4％、以下、甲南地域で 87.5％、甲賀地域で 86.2％、信楽地域で 82.7％、水

口地域で 79.5％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「読まない、見ない、聞かない」が、その他の年数は「たま

に読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いの

は３年～10 年未満で 84.6％、10 年以上で 84.6％、以下、３年未満で 59.0％と続いている。 

27.8 

27.2 

31.1 

29.7 

33.9 

33.0 

29.7 

24.0 

25.3 

22.1 

24.5 

23.2 

25.5 

26.3 

31.7 

33.3 

32.6 

28.6 

27.7 

25.5 

28.4 

13.2 

10.4 

10.4 

10.6 

11.2 

10.2 

12.2 

3.4 

3.9 

3.8 

6.4 

4.0 

5.7 

3.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

①広報紙「広報こうか」（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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27.8 

25.5 

30.2 

9.0 

16.3 

13.3 

23.2 

24.2 

40.4 

26.6 

34.6 

27.6 

26.0 

30.6 

17.9 

17.3 

29.0 

24.0 

24.4 

23.9 

11.9 

11.6 

18.3 

25.2 

29.1 

27.1 

20.9 

22.1 

28.3 

27.5 

23.6 

10.3 

19.2 

24.8 

31.7 

32.9 

30.7 

34.3 

45.3 

47.5 

37.7 

34.1 

21.0 

32.0 

31.7 

30.3 

34.0 

28.5 

30.8 

48.1 

30.8 

13.2 

14.6 

11.8 

44.8 

25.6 

19.2 

11.9 

11.7 

5.4 

17.6 

9.6 

9.9 

10.2 

11.8 

41.0 

13.5 

12.1 

3.4 

2.6 

3.5 

1.2 

1.7 

2.0 

0.9 

6.1 

2.8 

1.9 

3.9 

2.3 

5.6 

1.9 

3.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

①広報紙「広報こうか」（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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【広報紙「広報こうか」のわかりやすさ】 

広報紙「広報こうか」を「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、

見る、聞く」と回答された方を対象に、わかりやすさ（読みやすい、見やすい、聞きやすい）につい

てたずねました。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば思う」が56.8％で最も多くなっており、以下、「思う」が21.6％、

「わからない」が6.7％、「思わない」が5.1％と続いている。「思う」と「どちらかといえば思う」を

合わせた『わかりやすさ』は78.4％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わかりや

すさ』の割合をみると、男性は 76.3％、女性は 81.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わ

かりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 91.9％、以下、40 歳代で 85.2％、30

歳代で 82.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 80.2％、以下、甲南地域で 78.9％、

水口地域で 78.7％、信楽地域で 78.1％、土山地域で 75.0％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 91.3％、以下、３年～10 年未満で

88.6％、10 年以上で 78.3％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
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21.6 

20.1 

23.4 

27.0 

22.2 

26.3 

17.7 

19.0 

22.7 

23.1 

19.6 

23.7 

19.8 

21.0 

30.4 

25.0 

21.4 

56.8 

56.2 

57.6 

64.9 

60.3 

58.9 

62.3 

60.5 

51.5 

55.6 

55.4 

56.5 

59.1 

57.1 

60.9 

63.6 

56.9 

5.1 

7.3 

3.1 

8.1 

1.6 

5.3 

5.4 

7.7 

3.8 

6.2 

3.3 

5.3 

2.6 

7.6 

4.5 

5.3 

6.7 

6.3 

6.8 

12.7 

8.4 

7.7 

9.2 

4.1 

6.2 

7.6 

7.6 

7.3 

5.0 

8.7 

2.3 

6.9 

9.8 

10.2 

9.1 

3.2 

1.1 

6.9 

3.6 

17.9 

8.9 

14.1 

6.9 

11.2 

9.2 

4.5 

9.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=916)

男(N=413)

女(N=483)

20歳代以下(N=37)

30歳代(N=63)

40歳代(N=95)

50歳代(N=130)

60歳代(N=195)

70歳以上(N=392)

水口地域(N=338)

土山地域(N=92)

甲賀地域(N=131)

甲南地域(N=232)

信楽地域(N=119)

３年未満(N=23)

３年～10年未満(N=44)

10年以上(N=832)

①広報紙「広報こうか」（単数回答）

思う どちらかといえば思う 思わない わからない 不明・無回答
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② 甲賀市ホームページ 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和２年度以降「読まない、見ない、聞かない」の割

合が増加している。 

  

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が42.9％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が36.8％、「よく読む、見る、聞く」が8.0％、「必ず読む、見る、聞く」が4.7％と

続いている。「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」を

合わせた『読む、見る、聞く』は49.5％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 53.5％、女性は 46.4％となっている。 

●年代別にみると、20 歳代以下、50 歳代、70 歳以上は「読まない、見ない、聞かない」が、その

他の年代は「たまに読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合をみ

ると、最も多いのは 40 歳代で 61.6％、以下、30 歳代で 57.0％、60 歳代で 56.5％と続いてい

る。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっ

ている（土山地域は「たまに読む、見る、聞く」と同率）。『読む、見る、聞く』の割合をみると、

最も多いのは土山地域で 53.8％、以下、甲南地域で 51.0％、信楽地域で 50.7％、水口地域で

48.2％、甲賀地域で 47.5％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年～10 年未満は「たまに読む、見る、聞く」が、その他の年数は「読

まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最

も多いのは３年～10 年未満で 63.4％、以下、10 年以上で 49.0％、３年未満で 46.2％と続いて

4.7 

2.5 

3.8 

4.0 

3.8 

3.1 

3.0 

8.0 

8.5 

9.2 

9.5 

11.3 

7.4 

13.5 

36.8 

41.0 

36.0 

35.8 

36.6 

32.2 

37.6 

42.9 

41.2 

40.2 

38.1 

36.5 

42.5 

35.7 

7.6 

6.7 

10.8 

12.6 

11.8 

14.8 

10.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

②甲賀市ホームページ（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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いる。 

 

 

 

 

 

4.7 

4.6 

5.1 

4.5 

2.3 

3.3 

4.0 

2.7 

7.0 

4.2 

6.7 

5.3 

5.3 

3.5 

2.6 

1.9 

5.0 

8.0 

9.8 

6.7 

9.0 

7.0 

8.3 

7.9 

6.3 

9.0 

8.0 

4.8 

8.6 

8.3 

9.0 

7.7 

17.3 

7.5 

36.8 

39.1 

34.6 

31.3 

47.7 

50.0 

41.1 

47.5 

24.8 

36.0 

42.3 

33.6 

37.4 

38.2 

35.9 

44.2 

36.5 

42.9 

40.7 

45.3 

55.2 

41.9 

36.7 

45.7 

42.2 

42.7 

44.9 

42.3 

44.1 

41.9 

38.9 

53.8 

30.8 

43.5 

7.6 

5.8 

8.4 

1.2 

1.7 

1.3 

1.3 

16.5 

6.8 

3.8 

8.6 

7.2 

10.4 

5.8 

7.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

②甲賀市ホームページ（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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【甲賀市ホームページのわかりやすさ】 

甲賀市ホームページを「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見

る、聞く」と回答された方を対象に、わかりやすさ（読みやすい、見やすい、聞きやすい）について

たずねました。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば思う」が 46.3％で最も多くなっており、以下、「思わない」が

20.8％、「わからない」が13.2％、「思う」が9.7％と続いている。「思う」と「どちらかといえば思う」

を合わせた『わかりやすさ』は56.0％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わかりや

すさ』の割合をみると、男性は 55.5％、女性は 58.3％となっている。 

●年代別にみると、30 歳代は「思わない」が、その他の年代は「どちらかといえば思う」が最も

多くなっている。『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 50 歳代で 61.3％、以下、20 歳

代以下で 60.0％、70 歳以上で 58.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 60.5％、以下、甲賀地域で 56.9％、

甲南地域で 54.8％、土山地域で 51.8％、信楽地域で 49.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 72.2％、以下、10 年以上で 56.0％、

３年～10 年未満で 54.6％と続いている。 
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9.7 

10.9 

9.1 

23.3 

2.0 

9.5 

11.3 

4.0 

13.3 

11.7 

8.9 

6.9 

8.9 

9.6 

27.8 

6.1 

9.3 

46.3 

44.6 

49.2 

36.7 

30.6 

47.3 

50.0 

54.0 

45.3 

48.8 

42.9 

50.0 

45.9 

39.7 

44.4 

48.5 

46.7 

20.8 

23.2 

16.7 

30.0 

46.9 

27.0 

20.0 

20.6 

9.9 

23.4 

12.5 

19.4 

18.5 

24.7 

16.7 

30.3 

20.5 

13.2 

11.6 

15.2 

6.7 

14.3 

14.9 

15.0 

15.9 

10.5 

10.2 

19.6 

13.9 

12.6 

17.8 

11.1 

12.1 

13.7 

9.9 

9.7 

9.8 

3.3 

6.1 

1.4 

3.8 

5.6 

21.0 

5.9 

16.1 

9.7 

14.1 

8.2 

3.0 

9.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=544)

男(N=267)

女(N=264)

20歳代以下(N=30)

30歳代(N=49)

40歳代(N=74)

50歳代(N=80)

60歳代(N=126)

70歳以上(N=181)

水口地域(N=205)

土山地域(N=56)

甲賀地域(N=72)

甲南地域(N=135)

信楽地域(N=73)

３年未満(N=18)

３年～10年未満(N=33)

10年以上(N=482)

②甲賀市ホームページ（単数回答）

思う どちらかといえば思う 思わない わからない 不明・無回答
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③ 甲賀市 LINE 

令和３年度調査からの推移をみると、「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「た

まに読む、見る、聞く」を合わせた『読む、見る、聞く』の割合が増加している。 

 

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が54.8％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が17.1％、「よく読む、見る、聞く」が10.0％、「必ず読む、見る、聞く」が9.2％

と続いている。『読む、見る、聞く』は36.3％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 32.4％、女性は 40.7％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなってい

る。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 30 歳代で 55.8％、以下、40 歳代で

52.5％、60 歳代で 39.1％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 39.4％、以下、水口地域

で 36.7％、甲南地域で 36.6％、甲賀地域で 36.2％、信楽地域で 33.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 57.7％、以下、３

年未満で 43.6％、10 年以上で 35.1％と続いている。 

 

  

9.2 

5.3 

6.7 

4.4 

10.0 

10.1 

8.3 

5.2 

17.1 

15.6 

11.2 

12.4 

54.8 

61.1 

62.1 

63.4 

8.8 

7.8 

11.7 

14.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

③甲賀市LINE（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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9.2 

7.2 

11.2 

7.5 

12.8 

10.8 

8.6 

12.6 

7.0 

9.6 

7.7 

8.6 

10.2 

8.3 

15.4 

9.6 

9.0 

10.0 

8.6 

11.8 

7.5 

11.6 

16.7 

10.6 

12.6 

7.0 

11.8 

12.5 

7.9 

7.9 

9.7 

10.3 

21.2 

9.5 

17.1 

16.6 

17.7 

14.9 

31.4 

25.0 

19.9 

13.9 

13.1 

15.3 

19.2 

19.7 

18.5 

15.3 

17.9 

26.9 

16.6 

54.8 

59.9 

50.2 

70.1 

43.0 

45.0 

59.6 

59.2 

53.7 

56.5 

54.8 

51.3 

54.7 

55.6 

56.4 

36.5 

56.3 

8.8 

7.6 

9.1 

1.2 

2.5 

1.3 

1.8 

19.2 

6.8 

5.8 

12.5 

8.7 

11.1 

5.8 

8.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

③甲賀市LINE（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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【甲賀市 LINE のわかりやすさ】 

甲賀市 LINE を「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞

く」と回答された方を対象に、わかりやすさ（読みやすい、見やすい、聞きやすい）についてたずね

ました。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば思う」が50.1％で最も多くなっており、以下、「思う」が19.5％、

「わからない」が 14.8％、「思わない」が 8.0％と続いている。「思う」と「どちらかといえば思う」

を合わせた『わかりやすさ』は69.6％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わかりや

すさ』の割合をみると、男性は 64.2％、女性は 73.7％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わ

かりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 30 歳代で 79.2％、以下、40 歳代で 76.2％、20 歳

代以下で 75.0％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは水口地域で 72.5％、以下、甲南地域で 70.1％、

甲賀地域で 69.1％、信楽地域で 66.6％、土山地域で 65.9％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「思う」が、その他の年数は「どちらかといえば思う」が最

も多くなっている。『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 83.3％、

以下、３年未満で 76.5％、10 年以上で 68.9％と続いている。 
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19.5 

19.1 

19.8 

35.0 

18.8 

14.3 

20.3 

20.7 

19.2 

23.1 

12.2 

16.4 

18.6 

20.8 

47.1 

20.0 

17.7 

50.1 

45.1 

53.9 

40.0 

60.4 

61.9 

49.2 

47.1 

45.0 

49.4 

53.7 

52.7 

51.5 

45.8 

29.4 

63.3 

51.2 

8.0 

11.1 

5.6 

10.0 

4.2 

11.1 

5.1 

10.3 

6.7 

6.4 

14.6 

9.1 

5.2 

10.4 

17.6 

6.7 

7.6 

14.8 

17.9 

12.9 

15.0 

10.4 

12.7 

20.3 

13.8 

15.8 

15.4 

7.3 

20.0 

13.4 

16.7 

5.9 

6.7 

16.3 

7.5 

6.8 

7.8 

6.3 

5.1 

8.0 

13.3 

5.8 

12.2 

1.8 

11.3 

6.3 

3.3 

7.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=399)

男(N=162)

女(N=232)

20歳代以下(N=20)

30歳代(N=48)

40歳代(N=63)

50歳代(N=59)

60歳代(N=87)

70歳以上(N=120)

水口地域(N=156)

土山地域(N=41)

甲賀地域(N=55)

甲南地域(N=97)

信楽地域(N=48)

３年未満(N=17)

３年～10年未満(N=30)

10年以上(N=344)

③甲賀市LINE（単数回答）

思う どちらかといえば思う 思わない わからない 不明・無回答
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④ 甲賀市フェイスブック 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和元年度以降「読まない、見ない、聞かない」の割合

が増加している。 

 

 

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が79.8％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が7.4％、「よく読む、見る、聞く」が1.6％、「必ず読む、見る、聞く」が1.4％と

続いている。「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」を

合わせた『読む、見る、聞く』は10.4％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 12.6％、女性は 8.8％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなってい

る。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 12.4％、以下、30 歳代で

11.7％、60 歳代で 10.7％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 16.4％、以下、甲南地域

で 12.4％、信楽地域で 11.8％、甲賀地域で 9.2％、水口地域で 7.7％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 12.9％、以下、10 年以上

で 10.5％、３年～10 年未満で 5.8％と続いている。 
 

1.4 

0.3 

1.1 

0.8 

1.8 

1.1 

2.1 

1.6 

2.1 

2.4 

2.3 

4.7 

3.9 

5.8 

7.4 

9.2 

8.5 

9.1 

12.9 

11.5 

13.2 

79.8 

79.6 

75.8 

72.2 

67.8 

66.1 

67.7 

9.8 

8.7 

12.1 

15.6 

12.8 

17.4 

11.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

④甲賀市フェイスブック（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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1.4 

2.0 

0.9 

3.0 

1.2 

0.8 

1.3 

0.4 

1.8 

0.7 

1.9 

2.0 

1.1 

2.8 

2.6 

1.4 

1.6 

2.0 

1.2 

1.2 

1.7 

1.3 

1.8 

2.0 

1.4 

1.0 

2.6 

1.9 

1.4 

2.6 

1.6 

7.4 

8.6 

6.7 

4.5 

9.3 

5.0 

4.6 

8.5 

8.6 

5.6 

13.5 

4.6 

9.4 

7.6 

7.7 

5.8 

7.5 

79.8 

79.0 

80.7 

92.5 

86.0 

90.8 

90.7 

87.0 

66.4 

83.8 

75.0 

80.3 

78.5 

75.0 

87.2 

88.5 

79.7 

9.8 

8.4 

10.5 

2.3 

1.7 

2.0 

2.2 

21.2 

8.5 

8.7 

10.5 

9.1 

13.2 

5.8 

9.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

④甲賀市フェイスブック（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答



 

144 

 

【甲賀市フェイスブックのわかりやすさ】 

甲賀市フェイスブックを「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、

見る、聞く」と回答された方を対象に、わかりやすさ（読みやすい、見やすい、聞きやすい）につい

てたずねました。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば思う」が42.1％で最も多くなっており、以下、「思わない」、「わ

からない」が15.8％、「思う」が5.3％と続いている。「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせ

た『わかりやすさ』は47.4％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わかりや

すさ』の割合をみると、男性は 49.2％、女性は 46.0％となっている。 

●年代別にみると、60 歳代は「思わない」が、その他の年代は「どちらかといえば思う」が最も

多くなっている。『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 50 歳代で 72.7％、以下、40 歳

代で 66.7％、20 歳代以下、30 歳代で 60.0％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは信楽地域で 53.0％、以下、水口地域で 51.5％、

甲賀地域で 50.0％、甲南地域で 42.4％、土山地域で 41.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている

（３年未満は「思わない」と同率）。『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年

未満で 66.7％、以下、３年未満で 60.0％、10 年以上で 46.1％と続いている。 
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5.3 

7.9 

2.0 

10.0 

11.1 

9.1 

4.2 

3.6 

3.0 

14.3 

3.0 

11.8 

20.0 

4.8 

42.1 

41.3 

44.0 

60.0 

50.0 

55.6 

63.6 

29.2 

38.2 

48.5 

41.2 

35.7 

39.4 

41.2 

40.0 

66.7 

41.3 

15.8 

14.3 

18.0 

40.0 

10.0 

22.2 

33.3 

9.1 

15.2 

11.8 

28.6 

15.2 

11.8 

40.0 

33.3 

14.4 

15.8 

20.6 

10.0 

10.0 

11.1 

18.2 

20.8 

16.4 

24.2 

17.6 

15.2 

11.8 

17.3 

21.1 

15.9 

26.0 

20.0 

9.1 

12.5 

32.7 

9.1 

29.4 

21.4 

27.3 

23.5 

22.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=114)

男(N=63)

女(N=50)

20歳代以下(N=5)

30歳代(N=10)

40歳代(N=9)

50歳代(N=11)

60歳代(N=24)

70歳以上(N=55)

水口地域(N=33)

土山地域(N=17)

甲賀地域(N=14)

甲南地域(N=33)

信楽地域(N=17)

３年未満(N=5)

３年～10年未満(N=3)

10年以上(N=104)

④甲賀市フェイスブック（単数回答）

思う どちらかといえば思う 思わない わからない 不明・無回答
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⑤ 行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか「まちかどＫＯＫＡ」内） 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和２年度以降「読まない、見ない、聞かない」の割合

が増加している。 

 

 

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が56.6％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が24.0％、「よく読む、見る、聞く」が8.4％、「必ず読む、見る、聞く」が3.6％と

続いている。『読む、見る、聞く』は36.0％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 35.8％、女性は 37.4％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなってい

る。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 44.9％、以下、60 歳代で

39.9％、50 歳代以下で 28.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっ

ている。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 54.8％、以下、甲賀地

域で 46.1％、甲南地域で 34.8％、信楽地域で 31.2％、水口地域で 30.9％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 10 年以上で 37.4％、以下、３年未

満で 25.6％、３年～10 年未満で 21.1％と続いている。 

3.6 

3.6 

5.4 

4.5 

4.3 

5.3 

4.7 

8.4 

10.2 

10.2 

11.6 

10.7 

9.9 

12.4 

24.0 

26.6 

26.1 

26.2 

28.1 

23.7 

28.8 

56.6 

52.8 

49.8 

46.3 

46.2 

47.4 

45.1 

7.4 

6.7 

8.5 

11.5 

10.7 

13.7 

9.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

⑤行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか）（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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3.6 

4.0 

3.5 

3.0 

1.2 

2.5 

2.0 

2.7 

5.6 

3.8 

1.9 

6.6 

4.2 

0.7 

5.1 

3.8 

3.5 

8.4 

8.4 

8.6 

7.5 

4.7 

2.5 

5.3 

6.7 

12.9 

7.3 

15.4 

9.2 

6.8 

8.3 

5.1 

1.9 

9.0 

24.0 

23.4 

25.3 

13.4 

18.6 

17.5 

21.2 

30.5 

26.4 

19.8 

37.5 

30.3 

23.8 

22.2 

15.4 

15.4 

24.9 

56.6 

58.7 

54.4 

76.1 

74.4 

76.7 

68.9 

57.8 

39.7 

63.3 

39.4 

46.1 

58.5 

56.9 

74.4 

73.1 

55.4 

7.4 

5.4 

8.2 

1.2 

0.8 

2.6 

2.2 

15.3 

5.9 

5.8 

7.9 

6.8 

11.8 

5.8 

7.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑤行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか）（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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【行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか「まちかどＫＯＫＡ」内）のわかりやすさ】 

行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか「まちかどＫＯＫＡ」内）を「必ず読む、見

る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」と回答された方を対象に、わ

かりやすさ（読みやすい、見やすい、聞きやすい）についてたずねました。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば思う」が46.2％で最も多くなっており、以下、「わからない」が

15.4％、「思う」が13.6％、「思わない」が7.8％と続いている。「思う」と「どちらかといえば思う」

を合わせた『わかりやすさ』は59.8％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わかりや

すさ』の割合をみると、男性は 58.6％、女性は 61.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わ

かりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 50 歳代で 67.5％、以下、30 歳代、40 歳代で 66.7％、

60 歳代で 66.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは信楽地域で 64.5％、以下、甲賀地域で 64.3％、

甲南地域で 59.7％、水口地域で 58.8％、土山地域で 52.7％と続いている。 

●居住年数別にみると、３年未満は「思う」が、その他の年数は「どちらかといえば思う」が最

も多くなっている（３年～10 年未満は「思わない」と同率）。『わかりやすさ』の割合をみると、

最も多いのは３年未満で 70.0％、以下、10 年以上で 60.0％、３年～10 年未満で 45.5％と続い

ている。 
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13.6 

14.5 

13.1 

25.0 

14.3 

11.1 

14.0 

15.7 

12.1 

16.8 

8.8 

11.4 

13.0 

15.6 

40.0 

9.1 

13.1 

46.2 

44.1 

47.9 

37.5 

52.4 

55.6 

53.5 

50.6 

41.7 

42.0 

43.9 

52.9 

46.7 

48.9 

30.0 

36.4 

46.9 

7.8 

9.5 

6.1 

18.8 

9.5 

11.1 

7.0 

4.5 

8.0 

9.2 

8.8 

11.4 

6.5 

20.0 

36.4 

6.8 

15.4 

16.2 

15.0 

12.5 

19.0 

14.8 

18.6 

23.6 

10.6 

19.1 

17.5 

8.6 

10.9 

22.2 

10.0 

9.1 

16.1 

16.9 

15.6 

17.8 

6.3 

4.8 

7.4 

7.0 

5.6 

27.6 

13.0 

21.1 

15.7 

22.8 

13.3 

9.1 

17.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=396)

男(N=179)

女(N=213)

20歳代以下(N=16)

30歳代(N=21)

40歳代(N=27)

50歳代(N=43)

60歳代(N=89)

70歳以上(N=199)

水口地域(N=131)

土山地域(N=57)

甲賀地域(N=70)

甲南地域(N=92)

信楽地域(N=45)

３年未満(N=10)

３年～10年未満(N=11)

10年以上(N=367)

⑤行政情報番組「きらめきこうか」（あいコムこうか）（単数回答）

思う どちらかといえば思う 思わない わからない 不明・無回答
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⑥ 音声放送端末機 

令和５年度調査と比較すると、「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに

読む、見る、聞く」を合わせた『読む、見る、聞く』の割合が増加している。 

 

 

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が42.8％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が23.7％、「よく読む、見る、聞く」が15.5％、「必ず読む、見る、聞く」が10.0％

と続いている。『読む、見る、聞く』は49.2％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 51.3％、女性は 48.6％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。

『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 60 歳代で 54.3％、以下、70 歳以上で 52.8％、

20 歳代以下で 50.8％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは信楽地域で 55.5％、以下、甲南地域

で 54.7％、甲賀地域で 54.6％、土山地域で 50.9％、水口地域で 41.5％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 10 年以上で 50.8％、以下、３年未

満で 33.3％、３年～10 年未満で 32.6％と続いている。 

  

10.0 

8.2 

15.5 

15.8 

23.7 

20.9 

42.8 

47.3 

8.0 

7.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

⑥音声放送端末機（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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10.0 

9.0 

11.4 

6.0 

5.8 

5.0 

5.3 

9.4 

14.9 

8.5 

6.7 

13.8 

12.8 

8.3 

7.7 

1.9 

10.4 

15.5 

15.8 

15.6 

14.9 

8.1 

7.5 

9.9 

18.4 

19.6 

13.9 

19.2 

17.1 

13.2 

19.4 

7.7 

11.5 

16.2 

23.7 

26.5 

21.6 

29.9 

25.6 

21.7 

33.8 

26.5 

18.3 

19.1 

25.0 

23.7 

28.7 

27.8 

17.9 

19.2 

24.2 

42.8 

43.1 

41.9 

49.3 

59.3 

65.0 

49.0 

43.5 

30.0 

51.3 

42.3 

37.5 

38.1 

33.3 

66.7 

61.5 

41.3 

8.0 

5.6 

9.5 

1.2 

0.8 

2.0 

2.2 

17.2 

7.3 

6.7 

7.9 

7.2 

11.1 

5.8 

7.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑥音声放送端末機（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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【音声放送端末機のわかりやすさ】 

音声放送端末機を「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、

聞く」と回答された方を対象に、わかりやすさ（読みやすい、見やすい、聞きやすい）についてたず

ねました。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば思う」が48.5％で最も多くなっており、以下、「思う」が17.6％、

「わからない」が 10.9％、「思わない」が 8.3％と続いている。「思う」と「どちらかといえば思う」

を合わせた『わかりやすさ』は66.1％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わかりや

すさ』の割合をみると、男性は 62.5％、女性は 70.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わ

かりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 40 歳代で 80.5％、以下、50 歳代で 70.3％、30 歳

代で 67.6％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 71.1％、以下、水口地域で 67.7％、

信楽地域で 66.3％、土山地域で 64.1％、甲南地域で 62.8％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている

（３年未満は「思う」と同率）。『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未

満で 70.6％、以下、10 年以上で 66.7％、３年未満で 61.6％と続いている。 
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17.6 

16.8 

18.4 

14.7 

14.7 

19.5 

16.2 

14.0 

20.5 

18.8 

13.2 

21.7 

13.8 

21.3 

30.8 

11.8 

17.4 

48.5 

45.7 

51.6 

47.1 

52.9 

61.0 

54.1 

48.8 

44.4 

48.9 

50.9 

49.4 

49.0 

45.0 

30.8 

58.8 

49.3 

8.3 

12.1 

4.3 

2.9 

11.8 

9.8 

6.8 

11.6 

6.8 

8.5 

7.5 

8.4 

9.0 

6.3 

7.7 

17.6 

8.0 

10.9 

12.5 

9.4 

17.6 

11.8 

7.3 

16.2 

18.2 

5.1 

11.4 

13.2 

4.8 

11.7 

13.8 

23.1 

5.9 

11.0 

14.6 

12.9 

16.2 

17.6 

8.8 

2.4 

6.8 

7.4 

23.1 

12.5 

15.1 

15.7 

16.6 

13.8 

7.7 

5.9 

14.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=540)

男(N=256)

女(N=277)

20歳代以下(N=34)

30歳代(N=34)

40歳代(N=41)

50歳代(N=74)

60歳代(N=121)

70歳以上(N=234)

水口地域(N=176)

土山地域(N=53)

甲賀地域(N=83)

甲南地域(N=145)

信楽地域(N=80)

３年未満(N=13)

３年～10年未満(N=17)

10年以上(N=499)

⑥音声放送端末機（単数回答）

思う どちらかといえば思う 思わない わからない 不明・無回答
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9.5 

7.5 

10.3 

9.1 

10.2 

12.8 

10.2 

12.6 

12.5 

13.0 

13.0 

17.2 

15.6 

20.5 

33.0 

36.8 

35.1 

32.7 

35.4 

33.1 

33.3 

39.0 

37.6 

35.0 

35.6 

29.8 

28.5 

29.5 

6.0 

5.7 

6.6 

9.6 

7.4 

10.1 

6.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

⑦市議会だより（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答

⑦ 市議会だより 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和４年度以降「読まない、見ない、聞かない」の割合

が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が39.0％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が33.0％、「よく読む、見る、聞く」が12.6％、「必ず読む、見る、聞く」が9.5％

と続いている。「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」

を合わせた『読む、見る、聞く』は55.1％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 57.3％、女性は 53.5％となっている。 

●年代別にみると、60 歳代以上は「たまに読む、見る、聞く」が、その他の年代は「読まない、見

ない、聞かない」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 70

歳以上で 65.3％、以下、60 歳代で 63.7％、50 歳代で 49.6％と続いており、年代が上がるにつ

れて多くなっている。 

●居住地域別にみると、甲賀地域、信楽地域は「たまに読む、見る、聞く」が、その他の地域は

「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合をみると、

最も多いのは甲賀地域で 60.5％、以下、信楽地域で 59.0％、土山地域で 57.7％、甲南地域で

55.5％、水口地域で 50.8％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 10 年以上で 56.8％、以下、３年～

10 年未満で 42.3％、３年未満で 33.4％と続いており、年数が長くなるにつれて多くなってい

る。 
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9.5 

11.0 

8.4 

3.0 

4.7 

5.0 

7.9 

9.9 

13.1 

8.2 

9.6 

9.2 

11.3 

10.4 

2.6 

1.9 

10.2 

12.6 

13.4 

12.1 

4.5 

4.7 

5.8 

8.6 

13.0 

18.3 

10.8 

14.4 

13.8 

13.6 

12.5 

10.3 

1.9 

13.1 

33.0 

32.9 

33.0 

14.9 

27.9 

28.3 

33.1 

40.8 

33.9 

31.8 

33.7 

37.5 

30.6 

36.1 

20.5 

38.5 

33.5 

39.0 

37.9 

39.8 

77.6 

60.5 

59.2 

48.3 

35.4 

22.3 

44.2 

38.5 

32.9 

39.6 

30.6 

66.7 

53.8 

37.4 

6.0 

4.8 

6.7 

2.3 

1.7 

2.0 

0.9 

12.4 

4.9 

3.8 

6.6 

4.9 

10.4 

3.8 

5.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑦市議会だより（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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【市議会だよりのわかりやすさ】 

市議会だよりを「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞

く」と回答された方を対象に、わかりやすさ（読みやすい、見やすい、聞きやすい）についてたずね

ました。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば思う」が43.9％で最も多くなっており、以下、「わからない」が

16.7％、「思わない」が12.6％、「思う」が9.9％と続いている。「思う」と「どちらかといえば思う」

を合わせた『わかりやすさ』は53.8％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わかりや

すさ』の割合をみると、男性は 54.9％、女性は 53.7％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている（20

歳代以下は「わからない」と同率）。『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 50 歳代で

64.0％、以下、70 歳以上で 54.7％、20 歳代以下で 53.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 56.7％、以下、水口地域で 56.5％、

甲賀地域で 55.5％、甲南地域で 50.3％、信楽地域で 49.4％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 10 年以上で 54.1％、以下、３年未満で 53.9％、

３年～10 年未満で 50.0％と続いている。 
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9.9 

11.9 

8.5 

13.3 

9.4 

10.6 

4.0 

9.2 

11.8 

8.8 

11.7 

10.9 

9.5 

11.8 

15.4 

4.5 

10.0 

43.9 

43.0 

45.2 

40.0 

37.5 

42.6 

60.0 

40.1 

42.9 

47.7 

45.0 

44.6 

40.8 

37.6 

38.5 

45.5 

44.1 

12.6 

17.1 

7.9 

6.7 

18.8 

19.1 

6.7 

19.7 

9.0 

12.0 

13.3 

16.3 

12.2 

9.4 

23.1 

13.6 

12.4 

16.7 

15.0 

18.4 

40.0 

31.3 

27.7 

21.3 

19.7 

9.3 

19.0 

10.0 

7.6 

17.0 

25.9 

15.4 

27.3 

16.7 

16.9 

12.9 

20.0 

3.1 

8.0 

11.3 

27.0 

12.5 

20.0 

20.7 

20.4 

15.3 

7.7 

9.1 

16.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=604)

男(N=286)

女(N=305)

20歳代以下(N=15)

30歳代(N=32)

40歳代(N=47)

50歳代(N=75)

60歳代(N=142)

70歳以上(N=289)

水口地域(N=216)

土山地域(N=60)

甲賀地域(N=92)

甲南地域(N=147)

信楽地域(N=85)

３年未満(N=13)

３年～10年未満(N=22)

10年以上(N=558)

⑦市議会だより（単数回答）

思う どちらかといえば思う 思わない わからない 不明・無回答
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⑧ 市議会ホームページ 

平成 30 年度調査からの推移をみると、昨年まで増加傾向にあった「読まない、見ない、聞かな

い」の割合が減少している。 

 

 

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が75.3％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が12.2％、「よく読む、見る、聞く」が2.1％、「必ず読む、見る、聞く」が1.4％と

続いている。「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」を

合わせた『読む、見る、聞く』は15.7％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 21.4％、女性は 11.1％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。

『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 21.5％、以下、20 歳代以下、

60 歳代で 13.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 19.8％、以下、信楽地域

で 16.7％、甲南地域で 15.5％、土山地域で 14.5％、水口地域で 14.3％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 18.0％、以下、10 年以上

で 15.8％、３年～10 年未満で 7.7％と続いている。 
  

1.4 

1.0 

1.2 

0.9 

1.0 

1.5 

1.1 

2.1 

2.9 

2.4 

2.3 

4.2 

2.6 

6.0 

12.2 

11.0 

11.0 

11.8 

13.0 

12.7 

16.7 

75.3 

77.5 

74.5 

71.0 

69.9 

66.0 

66.0 

9.0 

7.6 

10.9 

14.1 

11.9 

17.1 

10.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

⑧市議会ホームページ（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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1.4 

2.0 

0.9 

1.5 

2.3 

0.8 

0.7 

0.9 

1.8 

0.9 

1.0 

3.3 

1.9 

2.6 

1.3 

2.1 

2.8 

1.6 

3.0 

0.8 

2.0 

0.9 

3.4 

1.4 

1.0 

3.3 

1.9 

3.5 

2.6 

1.9 

2.0 

12.2 

16.6 

8.6 

9.0 

3.5 

9.2 

10.6 

11.7 

16.3 

12.0 

12.5 

13.2 

11.7 

13.2 

12.8 

5.8 

12.5 

75.3 

71.7 

78.6 

85.1 

93.0 

87.5 

84.8 

84.3 

59.4 

78.6 

78.8 

69.1 

76.6 

68.8 

82.1 

84.6 

75.4 

9.0 

6.8 

10.4 

1.5 

1.2 

1.7 

2.0 

2.2 

19.2 

7.1 

6.7 

11.2 

7.9 

14.6 

7.7 

8.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑧市議会ホームページ（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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【市議会ホームページのわかりやすさ】 

市議会ホームページを「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見

る、聞く」と回答された方を対象に、わかりやすさ（読みやすい、見やすい、聞きやすい）について

たずねました。 

 

●全体でみると、「どちらかといえば思う」が34.9％で最も多くなっており、以下、「わからない」が

22.1％、「思わない」が12.2％、「思う」が8.7％と続いている。「思う」と「どちらかといえば思う」

を合わせた『わかりやすさ』は43.6％と続いている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わかりや

すさ』の割合をみると、男性は 44.8％、女性は 42.9％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。『わ

かりやすさ』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 66.7％、以下、30 歳代で 60.0％、40

歳代で 53.8％と続いており、年代が下がるにつれて多くなっている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている。

『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 53.3％、以下、水口地域で 44.3％、

信楽地域で 41.7％、土山地域で 40.0％、甲南地域で 36.6％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「どちらかといえば思う」が最も多くなっている

（３年未満は「思う」と同率）。『わかりやすさ』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未

満で 75.0％、以下、３年未満で 57.2％、10 年以上で 41.7％と続いている。 
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8.7 

11.2 

4.8 

11.1 

20.0 

5.0 

13.3 

8.4 

8.2 

6.7 

13.3 

4.9 

12.5 

28.6 

7.1 

34.9 

33.6 

38.1 

55.6 

40.0 

53.8 

45.0 

33.3 

28.4 

36.1 

33.3 

40.0 

31.7 

29.2 

28.6 

75.0 

34.6 

12.2 

14.0 

7.9 

11.1 

20.0 

23.1 

5.0 

13.3 

11.6 

11.5 

6.7 

13.3 

17.1 

8.3 

14.3 

12.8 

22.1 

22.4 

20.6 

22.2 

20.0 

23.1 

40.0 

30.0 

15.8 

26.2 

20.0 

10.0 

24.4 

25.0 

14.3 

25.0 

23.1 

22.1 

18.7 

28.6 

5.0 

10.0 

35.8 

18.0 

33.3 

23.3 

22.0 

25.0 

14.3 

22.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=172)

男(N=107)

女(N=63)

20歳代以下(N=9)

30歳代(N=5)

40歳代(N=13)

50歳代(N=20)

60歳代(N=30)

70歳以上(N=95)

水口地域(N=61)

土山地域(N=15)

甲賀地域(N=30)

甲南地域(N=41)

信楽地域(N=24)

３年未満(N=7)

３年～10年未満(N=4)

10年以上(N=156)

⑧市議会ホームページ（単数回答）

思う どちらかといえば思う 思わない わからない 不明・無回答
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⑨ 市議会中継・録画（あいコムこうか） 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和元年度以降「読まない、見ない、聞かない」の割合

が増加している。 

 

 

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が82.1％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が8.1％、「よく読む、見る、聞く」が1.5％、「必ず読む、見る、聞く」が0.9％と

続いている。『読む、見る、聞く』は10.5％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 11.6％、女性は 10.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。

『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 14.9％、以下、70 歳以上で

13.4％、30 歳代で 12.9％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは甲賀地域で 13.2％、以下、土山地域

で 12.6％、甲南地域で 10.9％、水口地域で 9.8％、信楽地域で 7.7％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 17.9％、以下、10 年以上

で 10.3％、３年～10 年未満で 5.7％と続いている。 

  

0.9 

0.8 

1.0 

0.9 

1.0 

2.0 

1.1 

1.5 

1.4 

1.8 

1.6 

3.5 

2.7 

5.1 

8.1 

9.6 

9.2 

10.0 

13.2 

13.0 

14.5 

82.1 

80.8 

78.1 

74.1 

71.1 

66.5 

69.4 

7.4 

7.4 

10.0 

13.4 

11.1 

15.8 

10.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

⑨市議会中継・録画（あいコムこうか）（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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0.9 

1.2 

0.7 

3.0 

1.2 

1.3 

0.4 

0.9 

0.9 

1.0 

0.7 

1.1 

0.7 

5.1 

1.9 

0.7 

1.5 

2.0 

1.1 

1.5 

1.2 

0.7 

1.3 

2.3 

1.6 

2.9 

1.3 

0.4 

2.1 

1.9 

1.5 

8.1 

8.4 

8.2 

10.4 

10.5 

5.8 

4.6 

6.3 

10.2 

7.3 

8.7 

11.2 

9.4 

4.9 

12.8 

1.9 

8.1 

82.1 

83.6 

81.1 

85.1 

86.0 

93.3 

91.4 

90.6 

70.7 

84.2 

81.7 

78.3 

82.6 

80.6 

82.1 

88.5 

82.4 

7.4 

4.8 

8.9 

1.2 

0.8 

2.0 

1.3 

16.0 

5.9 

5.8 

8.6 

6.4 

11.8 

5.8 

7.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑨市議会中継・録画（あいコムこうか）（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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⑩ 市議会インターネット中継・録画 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和元年度以降「読まない、見ない、聞かない」の割合

が増加している。 

 

 

●全体でみると、「読まない、見ない、聞かない」が85.5％で最も多くなっており、以下、「たまに読

む、見る、聞く」が5.0％、「よく読む、見る、聞く」が1.0％、「必ず読む、見る、聞く」が0.6％と

続いている。「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」を

合わせた『読む、見る、聞く』は6.6％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。『読

む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 9.0％、女性は 5.0％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなっている。

『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 10.5％、以下、30 歳代で

9.3％、70 歳以上で 8.4％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 9.6％、以下、甲賀地域

で 8.5％、甲南地域で 7.2％、水口地域で 5.6％、信楽地域で 4.9％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「読まない、見ない、聞かない」が最も多くなって

いる。『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは３年未満で 10.2％、以下、３年～10

年未満で 9.6％、10 年以上で 6.2％と続いており、年数が長くなるにつれて少なくなっている。 
  

0.6 

0.4 

0.5 

0.3 

0.4 

0.6 

0.6 

1.0 

1.1 

1.1 

1.2 

1.7 

1.2 

2.8 

5.0 

6.3 

5.6 

6.0 

7.5 

8.4 

9.6 

85.5 

84.1 

82.3 

78.3 

78.2 

72.6 

75.9 

7.8 

8.1 

10.5 

14.1 

12.3 

17.3 

11.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

⑩市議会インターネット中継・録画（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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0.6 

1.0 

0.4 

3.0 

1.2 

0.7 

0.7 

0.2 

1.0 

1.3 

0.8 

0.7 

5.1 

0.5 

1.0 

1.8 

0.4 

1.5 

0.7 

0.9 

1.6 

1.4 

1.9 

1.3 

0.7 

1.9 

1.0 

5.0 

6.2 

4.2 

6.0 

8.1 

5.0 

3.3 

2.7 

6.1 

4.0 

6.7 

5.9 

6.4 

3.5 

5.1 

7.7 

4.7 

85.5 

85.6 

85.8 

89.6 

89.5 

94.2 

93.4 

94.6 

74.7 

87.8 

85.6 

82.2 

86.0 

82.6 

89.7 

86.5 

86.0 

7.8 

5.4 

9.3 

1.2 

0.8 

2.0 

1.8 

16.9 

6.6 

4.8 

9.2 

6.8 

12.5 

3.8 

7.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑩市議会インターネット中継・録画（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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⑪ 区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（文書、チラシ、ポスターなど） 

平成 30 年度調査からの推移をみると、令和３年以降は概ね同じ傾向ではあるが、昨年と比較

すると「必ず読む、見る、聞く」と「よく読む、見る、聞く」と「たまに読む、見る、聞く」を合わ

せた『読む、見る、聞く』の割合が増加している。 

 
※H30～R2 調査は「市の行事等のチラシ、ポスター（回覧、掲示、配布等）」の調査項目で実施しています。 

●全体でみると、「必ず読む、見る、聞く」が28.5％で最も多くなっており、以下、「たまに読む、見

る、聞く」が23.3％、「読まない、見ない、聞かない」が21.8％、「よく読む、見る、聞く」が21.6％

と続いている。『読む、見る、聞く』は73.4％となっている。 

●性別にみると、男性は「たまに読む、見る、聞く」が、女性は「必ず読む、見る、聞く」が最も

多くなっている。『読む、見る、聞く』の割合をみると、男性は 73.2％、女性は 74.3％となって

いる。 

●年代別にみると、20 歳代以下、30 歳代は「読まない、見ない、聞かない」が、40歳代、50歳代

は「たまに読む、見る、聞く」が、60歳代以上は「必ず読む、見る、聞く」が最も多くなっている。

『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 80.6％、以下、60 歳代で 78.0％、

50 代で 72.8％と続いており、年代が上がるにつれて多くなっている。 

●居住地域別にみると、水口地域は「読まない、見ない、聞かない」が、甲賀地域は「よく読む、

見る、聞く」が、その他の地域は「必ず読む、見る、聞く」が最も多くなっている。『読む、見る、

聞く』の割合をみると、最も多いのは甲南地域で 77.0％、以下、土山地域で 76.9％、信楽地域

で 74.3％、甲賀地域で 73.7％、水口地域で 70.3％と続いている。 

 

28.5 

24.4 

31.4 

28.3 

12.3 

14.0 

10.5 

21.6 

24.6 

24.5 

24.8 

23.5 

23.6 

23.1 

23.3 

23.6 

25.0 

23.2 

35.0 

32.2 

37.6 

21.8 

21.8 

14.4 

15.2 

21.3 

19.0 

21.4 

4.8 

5.7 

4.7 

8.5 

7.9 

11.2 

7.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

R6調査(N=1,098)

R5調査(N=1,217)

R4調査(N=1,310)

R3調査(N=1,288)

R2調査(N=1,247)

R1調査(N=1,184)

H30調査(N=1,127)

⑪区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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●居住年数別にみると、10 年以上は「必ず読む、見る、聞く」が、その他の年数は「読まない、見

ない、聞かない」が最も多くなっている（３年～10 年未満は「たまに読む、見る、聞く」と同率）。

『読む、見る、聞く』の割合をみると、最も多いのは 10 年以上で 75.2％、以下、３年～10 年未

満で 67.4％、３年未満で 48.7％と続いており、年数が長くなるにつれて多くなっている。 

 

28.5 

24.2 

32.5 

7.5 

12.8 

23.3 

23.8 

30.0 

37.2 

25.6 

34.6 

25.0 

29.8 

34.7 

15.4 

23.1 

29.6 

21.6 

24.2 

19.5 

11.9 

11.6 

15.0 

19.9 

25.6 

25.3 

19.3 

25.0 

27.6 

20.4 

21.5 

15.4 

13.5 

22.3 

23.3 

24.8 

22.3 

23.9 

33.7 

30.8 

29.1 

22.4 

18.1 

25.4 

17.3 

21.1 

26.8 

18.1 

17.9 

30.8 

23.3 

21.8 

22.8 

20.5 

56.7 

40.7 

30.0 

25.2 

20.6 

9.7 

25.9 

19.2 

19.7 

19.6 

18.1 

51.3 

30.8 

20.1 

4.8 

3.8 

5.3 

1.2 

0.8 

2.0 

1.3 

9.7 

3.8 

3.8 

6.6 

3.4 

7.6 

1.9 

4.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

⑪区・自治会等を通じた各戸配布や回覧（単数回答）

必ず読む、見る、聞く よく読む、見る、聞く

たまに読む、見る、聞く 読まない、見ない、聞かない

不明・無回答
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４ スポーツについて 

(１) １回 30 分以上の運動頻度 

≪問 21≫ １回 30 分以上の運動※を、どの程度行っていますか。（○は１つ） 

※ 運動とは散歩などを含みます。また、学校の体育の授業や職業として行ったものは除いてください。 

 

●全体でみると、「ほとんどしない」が 35.9％で最も多くなっており、以下、「週に３日以上」

が 23.6％、「週に２日」が 13.2％、「週に１日」が 12.2％と続いている。「週に３日以上」と「週

に２日」と「週に１日」を合わせた『週に数日運動する』は 49.0％となっている。 

●性別にみると、男性、女性ともに「ほとんどしない」が最も多くなっており、次いで、「週に

３日以上」が多くなっている。『週に数日運動する』の割合をみると、男性は 51.9％、女性は

46.5％となっている。 

●年代別にみると、すべての年代において「ほとんどしない」が最も多くなっており、次いで、

「週に３日以上」が多くなっている。『週に数日運動する』の割合をみると、最も多いのは 20 歳

代以下で 56.7％、以下、70 歳以上で 55.9％、60 歳代で 49.4％と続いている。 

●居住地域別にみると、すべての地域において「ほとんどしない」が最も多くなっており、次い

で、「週に３日以上」が多くなっている。『週に数日運動する』の割合をみると、最も多いのは甲

南地域で 54.7％、以下、甲賀地域で 50.7％、土山地域で 49.0％、信楽地域で 47.9％、水口地域

で 45.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「ほとんどしない」が最も多くなっており、次い

で、３年未満、10 年以上は「週に３日以上」が、３年～10 年未満は「週に１日」が多くなって

いる。『週に数日運動する』の割合をみると、最も多いのは３年～10 年未満で 50.0％、以下、10

年以上で 49.6％、３年未満で 41.0％と続いている。 
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23.6 

26.1 

21.8 

23.9 

19.8 

19.2 

14.6 

23.8 

28.2 

23.8 

25.0 

21.1 

23.8 

24.3 

20.5 

21.2 

24.2 

13.2 

12.8 

13.3 

11.9 

8.1 

12.5 

13.2 

12.6 

15.1 

11.3 

12.5 

9.9 

17.7 

15.3 

7.7 

3.8 

14.1 

12.2 

13.0 

11.4 

20.9 

10.5 

13.3 

6.0 

13.0 

12.6 

10.1 

11.5 

19.7 

13.2 

8.3 

12.8 

25.0 

11.3 

6.6 

6.8 

6.7 

9.0 

5.8 

8.3 

9.3 

6.3 

5.2 

8.7 

6.7 

3.3 

4.9 

6.9 

12.8 

5.8 

6.5 

3.0 

3.6 

2.6 

3.0 

8.1 

2.5 

4.6 

3.1 

1.6 

2.1 

4.8 

3.9 

3.4 

2.8 

2.6 

3.8 

3.1 

2.0 

2.2 

1.9 

4.5 

4.7 

3.3 

3.3 

1.3 

0.7 

2.4 

1.9 

3.3 

1.1 

1.4 

7.7 

5.8 

1.6 

35.9 

32.1 

38.8 

26.9 

40.7 

40.8 

46.4 

37.2 

30.5 

38.1 

34.6 

33.6 

34.3 

34.7 

35.9 

34.6 

35.4 

3.6 

3.4 

3.5 

2.3 

2.6 

2.7 

6.1 

3.5 

2.9 

5.3 

1.5 

6.3 

3.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■１回30分以上の運動頻度（単数回答）

週に３日以上 週に２日 週に１日 月に１～３日

３か月に１～２日 年に１～３回 ほとんどしない 不明・無回答
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(２) パラスポーツ（障がい者スポーツ）の関心度 

≪問 22≫ パラスポーツ（障がい者スポーツ）に関心がありますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「あまりない」が 36.8％で最も多くなっており、以下、「少しある」が 33.8％、

「ない」が 17.7％、「ある」が 7.8％と続いている。「ある」と「少しある」を合わせた『関心あ

り』は 41.6％となっている。 

●性別にみると、男性は「あまりない」が、女性は「少しある」が最も多くなっている。『関心

あり』の割合をみると、男性は 38.3％、女性は 45.3％となっている。 

●年代別にみると、70 歳以上は「少しある」が、その他の年代は「あまりない」が最も多くな

っている。『関心あり』の割合をみると、最も多いのは 70 歳以上で 47.6％、以下、60 歳代で

41.7％、30 歳代で 39.5％と続いている。 

●居住地域別にみると、甲賀地域は「少しある」が、その他の地域は「あまりない」が最も多く

なっている（土山地域は「少しある」と同率）。『関心あり』の割合をみると、最も多いのは甲賀

地域で 48.0％、以下、土山地域で 43.3％、甲南地域で 43.1％、水口地域で 39.8％、信楽地域で

38.2％と続いている。 

●居住年数別にみると、すべての年数において「あまりない」が最も多くなっている。『関心あ

り』の割合をみると、最も多いのは 10 年以上で 42.3％、以下、３年～10 年未満で 40.4％、３

年未満で 28.2％と続いており、年数が長くなるにつれて多くなっている。 
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7.8 

7.6 

8.1 

7.5 

8.1 

4.2 

4.6 

6.3 

10.8 

5.9 

5.8 

11.2 

9.1 

9.7 

5.1 

5.8 

7.8 

33.8 

30.7 

37.2 

22.4 

31.4 

32.5 

31.1 

35.4 

36.8 

33.9 

37.5 

36.8 

34.0 

28.5 

23.1 

34.6 

34.5 

36.8 

38.3 

36.0 

40.3 

38.4 

45.8 

40.4 

39.0 

31.2 

39.1 

37.5 

30.9 

37.7 

34.0 

48.7 

51.9 

35.6 

17.7 

20.0 

14.7 

29.9 

19.8 

16.7 

20.5 

16.6 

14.7 

17.9 

17.3 

15.1 

17.4 

19.4 

23.1 

7.7 

17.9 

3.9 

3.4 

4.0 

2.3 

0.8 

3.3 

2.7 

6.5 

3.3 

1.9 

5.9 

1.9 

8.3 

4.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■パラスポーツ（障がい者スポーツ）の関心度（単数回答）

ある 少しある あまりない ない 不明・無回答
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(３) スポーツボランティア活動の参加意向 

≪問 23≫ スポーツボランティア活動に参加したいと思いますか。（○は１つ） 

 

●全体でみると、「あまり思わない」が38.2％で最も多くなっており、以下、「思わない」が37.2％、

「少し思う」が 16.5％、「思う」が 3.8％と続いている。「思う」と「少し思う」を合わせた『意

向あり』は 20.3％となっている。 

●性別にみると、男性は「あまり思わない」が、女性は「思わない」が最も多くなっている。『意

向あり』の割合をみると、男性は 22.2％、女性は 18.4％となっている。 

●年代別にみると、60 歳代以上は「思わない」が、その他の年代は「あまり思わない」が最も

多くなっている。『意向あり』の割合をみると、最も多いのは 20 歳代以下で 37.3％、以下、40

歳代で 25.0％、60 歳代で 23.3％と続いている。 

●居住地域別にみると、水口地域、甲賀地域は「あまり思わない」が、その他の地域は「思わな

い」が最も多くなっている。『意向あり』の割合をみると、最も多いのは土山地域で 26.9％、以

下、甲賀地域で 23.0％、水口地域、信楽地域で 19.5％、甲南地域で 18.1％と続いている。 

●居住年数別にみると、10 年以上は「思わない」が、その他の年数は「あまり思わない」が最

も多くなっている（３年未満は「思わない」と同率）。『意向あり』の割合をみると、最も多いの

は 10 年以上で 20.3％、以下、３年～10 年未満で 19.2％、３年未満で 12.8％と続いており、年

数が長くなるにつれて多くなっている。 
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3.8 

3.4 

4.0 

11.9 

7.0 

4.2 

1.3 

3.1 

3.2 

3.5 

7.7 

3.9 

2.3 

4.9 

5.1 

3.8 

3.8 

16.5 

18.8 

14.4 

25.4 

14.0 

20.8 

15.9 

20.2 

12.9 

16.0 

19.2 

19.1 

15.8 

14.6 

7.7 

15.4 

16.5 

38.2 

39.1 

38.2 

34.3 

43.0 

40.0 

45.0 

35.9 

35.9 

41.4 

26.9 

40.1 

38.5 

33.3 

43.6 

50.0 

37.3 

37.2 

35.3 

38.4 

28.4 

33.7 

34.2 

34.4 

38.1 

40.4 

35.1 

44.2 

30.3 

41.5 

38.2 

43.6 

30.8 

37.8 

4.4 

3.4 

4.9 

2.3 

0.8 

3.3 

2.7 

7.7 

4.0 

1.9 

6.6 

1.9 

9.0 

4.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,098)

男(N=499)

女(N=570)

20歳代以下(N=67)

30歳代(N=86)

40歳代(N=120)

50歳代(N=151)

60歳代(N=223)

70歳以上(N=443)

水口地域(N=425)

土山地域(N=104)

甲賀地域(N=152)

甲南地域(N=265)

信楽地域(N=144)

３年未満(N=39)

３年～10年未満(N=52)

10年以上(N=983)

■スポーツボランティア活動の参加意向（単数回答）

思う 少し思う あまり思わない 思わない 不明・無回答
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■ 資料：アンケート調査票 
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